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あとがき
プロローグ１　対話




「楽になりたいのかな？　君は」
　違ちがう。
　なぜなら、私にはそんなことを願う資格はないから。
「では、自分は罰ばつせられるべきだ、と思ってる？」
　そう。
「ならば、安易な自死を選ぶのは、ただの逃とう避ひではないかな？」
　……その通りだと思う。
　でも、私はどうすればいいのだろう？
「それは他人に決めてもらうことではないよ」
　…………。
「しかし──そうだな、商売人として一つたとえ話をしようか」
　たとえ話？
「うん。私が新事業を始め、それが見事な失敗に終わったとする。当然ながら大損だ。だが──そこで諦あきらめず、その分野から何か新しい利益を生み出すことができたとすればどうだろう。失った金は単なる損ではなく、必要な投資だったということになる」
　必要な──投資。
「失われたものにも、後から何らかの意味や価値を持たせることは可能なんだ。そして、君にはその力がある。違うかね？」
プロローグ２　酔すい夢む





　身長五〇メートルの水すい爆ばく怪かい獣じゆうが、地じ響ひびきを立てながら歩いている。
　高圧電流の流れた鉄てつ条じよ網うもうを苦もなく突とつ破ぱし、鉄てつ塔とうを飴あめ細工のように破は壊かい。撃うち込まれる戦せん車しや砲ほうや機き関かん砲ほうをものともせずにゆっくりと進んで行く。
「君はこの生物を知っているかね？」
　口から放射能火か炎えんを吐はき出だす怪かい獣じゆうを指し、チェスター・マクスウェルはそう尋たずねた。
　ＰＭプロジエクト・マクスウエル社の社長室。巨きよ大だいなプロジェクタスクリーンに半世紀以上前の白黒映画が映し出されている。
「はあ、一応」
　そう答える。
　日本の有名な特とく撮さつである。生まれてもいないころに作られた初期作品についてはよく知らないが、子どものころ、シリーズ中の幾いくつかがテレビで放映されていたのは覚えている。海外での知名度もそこそこあるだろう。確かハリウッドでもリメイクされていたはずだ。もっとも、これは似ても似つかぬものができあがって、古くからのファンに大きなため息をつかせたと聞いている。
「何というかね、惹ひかれるんだよ」
　初老の男は楽しげな表情で言った。
「着ぐるみを使うという発想とか、造形センスなんかもいいんだけどね。私が一番好きなのはこういう形で絶大な個体の力を描えがこうとした点だ。人間がいくら力を合わせようとも歯し牙がにもかけない、圧あつ倒とう的てきな存在。強きモノがその桁けた外はずれの力で他者を蹂じゆ躙うりんするのを見るのは、非常に興奮するね。──ま、もちろんこれは観客としてということであって、実際巻き込まれたいとは微み塵じんも思わないが」


　氷ひ見み谷や晃こうはソファーで目を覚ました。
　日本のとある高級ホテルの一室。どうやらうたた寝ねをしていたようだ。
　見ていた夢は過去の記き憶おく。確か四、五年前、ＰＭ社に拾われて間もなく、葛かつ城らぎ功こう哉やという名を捨て氷見谷晃という名を得たころのことである。
　思えばこのとき、あの男の本ほん性しように気付くべきだったかもしれない。気付いていれば、何かを変えられたのかもしれない。
　──だが現実はそうならなかった。氷見谷はその機会を逃のがしたままここまで来てしまった。もはや自分にできることは何もない。何一つ。
　水割りの入ったグラスに手を伸のばす。その瞬しゆ間んかん、背後から澄すんだ声が聞こえた。
「いいのですか？」
　振ふり向むくと、部下のアデル・クァンがいつもの感情の読めない笑え顔がおを浮うかべて立っていた。
「……居たのかよ」
　氷見谷はアルコールに濁にごった眼めで、細身の少女を睨ねめつけた。
「『大おお祓はらえ』は処理済。仕事は終わり。俺がなにしようと勝手だろーが」
　今回日本にやってきた主目的は、反魔ま法ほう系テロ組織『大おお祓はらえ』を壊かい滅めつさせることだ。もう利用価値があまりないこと、また今後のパワーバランスを考えての、マクスウェルの決定である。
「いえ、お酒もそうですが、彼かの女じよのことです。弟の所に向かったようですけれど、同行しなくて良いのですか？」
「なんで一いつ緒しよに行く必要があるんだよ」
「彼女のサポートも社長の指示に含ふくまれていたと思いますが」
　氷見谷はくはははっ、と笑い声を上げた。
「必要ねえよ。あの人の傍そばに俺なんかが居たって、できることは何もない」
「おや、自じぎ虐やく的てきな仰おつしやりよう。普ふ段だんは明るく軽く装よそおってますが、酔ようと根暗な本性が出てしまうのでしょうか？」
「…………」
　氷見谷は表情を消し、もう一度アデルを睨にらみつける。しかし、その視線はいつもの何を考えているのかわからない笑顔に跳はね返かえされ、わずかなダメージも与あたえることはできなかった。
　小さく舌打ちし、グラスの中味を口に含む。刺さすような刺し激げきと芳ほう香こうが飲み初めのころより薄うすれているような気がして、さらに酒を注つぎ足たす。
　アルコールは確かに体中に回っている。だが、なぜかいくら飲んでも酔っている気分にはなれなかった。
　日が落ちて闇やみに沈しずんだ窓ガラスの向こうを、白い雪の一片が舞まい落おちた。
プロローグ３　テロリズムの論理




「あー、本格的に降ふってきたかな」
　風雪の激しくなった外の景色に目をやりながら、九くよ曜うあ晶きらは呟つぶやいた。
「あったかいところに引ひっ越こしたいわねえ。──ねえ、新居はどんなのがお望みかしら？　ア・ナ・タ」
「……やめろ気色悪い」
　答えながら、腕うで立たて伏ふせを続行する。
『大おお祓はらえ』実働部隊の指揮を担になっていたマキヤであるが、幹部が軒のき並なみ逮たい捕ほされ組織が消しよう滅めつした現在、行き場をなくしている状態である。ここ数日は怪け我がの治ちり療ようということでなし崩くずし的に医いり療よう魔ま法ほう士である晶の世話になっているが、いつまでもヒモのような生活を続けていくわけにもいくまい。
「つまんない男。乗ってくれてもいいじゃん。──飽あきないの、それ？」
「飽きる飽きないの問題じゃない。習慣として染しみついてんだよ」
「『大おお祓はらえ』なくなっちゃったし、もう鍛きたえる必要もないんじゃないの？　ま、あんたの勝手だけどさ。──ああ、わかってると思うけど足使った筋トレとか始めたら、ぶん殴なぐるからね。まだ骨がくっついたとこなんだから。歩くのは良いけど、それ以上の負ふ荷かを掛かけないように」
　そういって晶は煙草たばこをくわえ、火を点つけた。
　──鍛える必要もない、か。
　確かにそうなのかもしれない。所属していた組織は壊滅し、それまで信しん奉ぽうしていた理想にも確信が持てなくなった。
　自分はこれからどうするべきなのだろうか。
　そう自問したとき、晶が思い出したように口を開いた。
「あー、そういや前から不思議だったんだけどさ、あんたたち、魔法士と闘たたかうために体を鍛えてたんでしょ？　それ、何の意味があんの？　どんだけ強くなっても、魔法一発で吹ふき飛とばされて終わりなわけで、無む駄だな努力な気がするんだけど」
「……かもな」
　以前ならいきり立って反論したかもしれない。しかし、トップクラスの魔法士の実力を目まの当あたりにした今は、晶の言葉の正しさを認めないわけにはいかなかった。少なくとも彼かれらと凡ぼん人じんたる自分の間には、体力だの腕わん力りよくだのを鍛えたくらいでは埋うめようのない戦力差が存在する。
　腕立てを中断し、マキヤは呼吸を整えた。
「ただ、俺たちは魔法士と直接戦って打だ倒とうすることだけを目的としていたわけじゃない。社会的に締しめ出せればそれでよかったんだ」
「というと？」
「一いつ般ぱん的てきにテロリストの意図するのは恐きよ怖うふによるコントロールだ。標的は、例えば魔法士を優ゆう遇ぐうする政府の高官、魔法士に好意的な経済界の重じゆ鎮うちん。そういう人間を見せしめに何人か殺せば、他の者は口を噤つぐまざるをえなくなる。魔法士のために命をはろうなどという人物はごく少数だし、ごく少数では世の中を動かすことは出来ない。──これが基本的な戦略」
「うわ、外げ道どう」
「……まあ、否定の余地はないだろうな」
　苦い感情が湧わき上あがる。
　それによって失われるものより、自分たちの理念や理想は遥はるかに価値がある──そう信じていたのだ。いや、信じることに陶とう酔すいしていたと言った方が正確だろうか。
「でも、それって取とり締まりがどんどん厳しくなるんじゃないの？　一いつ般ぱん市民の支持も得られないだろうし」
「そうなれば次の段階として一般市民が標的になる。いわゆる無差別テロってやつだな」
　テロと軍隊による戦争が異なるのは、兵へい站たんを考える必要がないという点である。
　通常の軍事行動には、食料、水、武器弾だん薬やくの定期的な補ほじ充ゆうが必要である。補給が途と切ぎれれば、作戦を中止して撤てつ退たいせざるをえない。
　テロは違う。街中で活動するため補給が極きわめて容易であり、金の続く限り半永久的に活動を続けることができる。
「殺され続けていると、そのうち一般市民も気付くんだ。この殺さつ戮りくは終わらないということに」
　怒おころうが嘆なげこうが懇こん願がんしようが、犠ぎ牲せい者しやが量産され続けるということに。
「面おも白しろいもんでね。そういう状態が長く続くと、市民は政府の方を憎ぞう悪おする。地じ震しんや台風にやられたときと似てるかもしれない。自分たちの責任ではなく、かつ自分たちの力の及およばない災害に見み舞まわれ被ひ害がいを受けると、為い政せい者しやに矛ほこ先さきが向くんだ。こんなに苦しんでいるのに、我々を護まもるべき存在は何をやってるんだ、ってな」
「結果的にそれが政府への圧力になるわけか。まー、下品な発想だわね。──しっかし、なーんでアタシたちがそこまで目の敵かたきにされるかなあ。そんなに良いもんでもないよ、魔法士って」
「…………」
　多分、そうなのだろう。今はそう思える。
　幸か不幸か、ここ日本ではそこまで反魔法テロが激化することはなかった。基本的には豊かで恵めぐまれた国である。魔法士に反感を持つものは居ても、過激分子となるほどの不満や憎悪を抱かかえたものはそう多くない。無差別テロが育つ土どじ壌ようではないのだ。
『大おお祓はらえ』への協力者そのものは増加傾けい向こうにあったのだが、勢力の拡大が過信と暴走の要因ともなったわけで──結局、数の大きさは強さにも弱さにも繋つながるということだろう。
（その意味じゃ、個人で強大な力を持つ魔法士と恐怖支配的手法が合わされば、極めて恐おそろしいテロリストができあがるのかもしれないな）
　かつて共に戦った自じ暴ぼう自じ棄きな魔法士、そして目の前の屈くつ折せつした魔法士を思いながら、マキヤはそんなことを考える。いずれもこの国に尽つくすことを放ほう棄きした人間だ。もし、彼らの負の感情が国家への復ふく讐しゆうと破壊という方に向かっていたとしたら──
　魔法士の公的地位が確立してから、およそ数十年。これまで日本は破は綻たんなくやってきたが、もしかしたら歪ゆがみは徐じよ々じよに蓄ちく積せきされており、爆ばく発はつする機会をうかがっているのかもしれない。
「あ、話戻もどるけどさ」
　晶の声が、マキヤの意識を目の前の現実に引き戻した。
「近々移動したいのはホントなんだよね。あんまり一か所でのんびり暮らしてける身分でもないから。あんたもそうでしょ？　一緒に来る？」
「……俺がか？」
　変な女だ、と思う。自分は反魔法思想に染まっていたテロリストだというのに。
　魔法士は嫌きらいだ。自分はそういう人間──だったはずだ。
「俺は──」
　マキヤが口を開きかけたそのとき、晶の携けい帯たい電話が軽快なメロディを奏かなでた。
一章　魯ろ鈍どんなる心





　遍へん在ざいする魔まり力よく素子を魔法回路として組み上げ力を引き出し、自分の認にん識しきを現実に反映させることによって事象を思う通りにねじ曲げる者──それを一般に魔法士と呼ぶ。
　マナの存在を感じることのできる人間は数千人に一人と言われている。そしてマナを操あやつって魔法回路を組むことができるのは、その中のさらにごく一部。
　魔法士は極めて貴重な存在であり、よって国家財産として政府の管理下に置かれている。
　国民全すべてに幼少時の検査が義務づけられ、そこで魔法士の素質ありと判断された者は専門の教育機関である育成校に送られる。
　さらに選せん抜ばつが繰くり返され、最終的にもっとも優ゆう秀しゆうなカテゴリに属すると判断された者は、もっとも畏い怖ふされもっとも白眼視される国家公務員としての魔法士──特とく殊しゆ執しつ行こう官かんという地位に就つき、国家の統治システムの一部として生きていくことになる。


＊　＊　＊


　車のドアを開けた女性──秘書の幸こう崎ざきに軽く頭を下げ、雛ひな咲さき月つき子こは祖父の隣となりに乗り込んだ。
「寒くないかい？」
　雛咲伊い蔵ぞうは優やさしげな声でそう尋ねた。大だい丈じよ夫うぶです、と月子は肯うなずく。
「そうかそうか、月子は強い子だねえ」
　彼は細い目をさらに細め、にい、とまるで爬はち虫ゆう類るいが無む理り矢や理り笑ったような笑顔をうかべた。
　家ぐるみで付き合いのある財界の大物一族との食事会が終わり、帰宅するところである。月子は祖父の命により、この車で一緒に帰ることになった。
「──しかし、こうしてゆっくり話すのも久しぶりだなあ」
「そうですね、お祖じ父い様さま。夏休み以来でしょうか」
　魔法士の卵である月子は、普段初等育成校の寮りようで寝ね起おきしている。与よ党とうの重鎮である伊蔵は極めて多た忙ぼうであり、家を離はなれていることが多い。結果的に一年のうちで顔を合わせるのは盆ぼんと正月のわずか数日ということになる。
「話は聞いとるよ。相変わらず成績優秀だそうだね。わしも鼻が高いよ」
「ありがとうございます」
「しかし……今年は色々と大変な一年だったみたいだねえ」
　確かに春先から様々な事件に巻き込まれている。命の危険があったことも一度や二度ではない。
「そうですね。でも、良い環かん境きようで学ばせていただいていると思います」
　だが、月子はそう答えた。
　本心である。災難を帳消しにするくらいの嬉うれしい出会いがあり、幸福な経験を積むことができた。あの学校に通えて良かったと思う。
「そうかそうか、ほんとに月子は強い子だ」
　伊蔵は笑った。
　月子も笑顔を作りながら、しかし同時に居い心地ごこちの悪さを感じていた。
　常に穏おだやかな好こう々こう爺や──そういう印象を受ける人は多いだろう。だが月子はこの祖父が苦手だった。人の良さを感じさせる物もの腰ごしだが、その目が笑うことは決してない。細い瞼まぶたの隙すき間まから、じっとこちらを観察しているように感じられる。
　厳格な父親に感じるのが猛もう獣じゆうに睨まれたような威い圧あつ感だとすれば、この祖父のは蛇へびや蛭ひるにまとわりつかれたような、限りなく嫌けん悪おに近い畏怖だ。
「魔法士はねえ、お国にとって、とても貴重な存在なんだ。月子も早く一人前になって、役に立ってもらわんとなあ」
　その言葉は励はげましのようでありながら、実のところそうではないことを月子は理解していた。『役に立ってもらわないと』──つまりは要求であり、命令なのだ。
　そして期待に添そえなかった者はあっさりと切り捨てられる。若手議員や秘書、また使用人がまるでゴミのように扱あつかわれているところを、過去に月子は何度か目にしたことがあった。
　表面上、和なごやかに会話を交かわすうち、家に到とう着ちやくした。
　祖父に挨あい拶さつをして自室に戻り、扉とびらを閉めるとようやく月子は大きく息を吐いて体の力を抜ぬいた。
「疲つかれた……」
　冬休みなのに、まったく気が休まらない。自分の居場所はここではなく、友人たちや、そして十じゆ郎うろうの傍かたわらなのだと強く実感させられる。
　椎しい葉ば十郎。無愛想だけど優しい先生。
　月子は今日の夕方、彼を訪ねたときのことを思い出す。そのとたん、頬ほおが染まり耳まで赤くなった。
「────っ！」
　ベッドに飛び込み、枕まくらを抱だきしめながら転げ回る。
　十郎の胸に抱かれた感覚が、その腕うでの力強さが、まだはっきりと肌はだに残っている。
（幸せだな──）
　ほう、と息をつく。この記憶だけで、冬休みが終わるまで頑がん張ばれるような気がした。そして休みが終わればまたあの人に会うことができる。
　と、そのとき、ベッドの上に投げ出した携帯が振しん動どうした。
　メールが届いていた。差出人は──
「……卯う滝たき先生？」
　自分より三つだけ年上の育成校教官。悪い人ではないけれど、十郎絡がらみで月子を微びみ妙ような気分にさせる女性。
　何の用だろうか？
『しの先生より連れん絡らく。椎葉先生が夕方ごろ──』
　陽気でお喋しやべりな普段の彼女にそぐわない、簡潔な文面。余よ裕ゆうがなかったのか所々変へん換かんミスもある。
　首を傾かしげながらその先の文章を読み、月子は自分の顔から血の気が引いていくのをはっきりと感じた。


＊　＊　＊


　記憶の中の一いち花かはいつも笑っていた。
　辛いとか苦しいとか、そういう感情とは無む縁えんのところに居る完璧な人間──そんなふうに思っていた。
　若き天才魔法士にして、特級特殊執行官。
　あんなふうになりたいという、理想の存在。
　ずっと憧あこがれていた。


　……その認識は果たして正しかったのだろうか。


　一花が居なくなった後、十郎は努力を重ね、やがて極めて優秀な魔法士のみで構成される特別対策局への入局を許された。
　だが、かつて一花も所属していたこの職場は、少し想像と違ちがっていた。
　姉に対する評価はよく耳にしたものの、その中に好意的なものはほとんど無かった。
　あの化け物。
　権力者の犬。
　ベッドの中でも尻尾しつぽ振ふってたんじゃねえの？
　弟だということで十郎に当てこするような声もあったが、それは別にいい。自分は才能も無い青二才だし、人好きのするような性格でもないことは自覚している。
　ただ、一花に対する悪意は許せなかった。才能と実績あるものへの妬ねたみだと思った。
　十郎は繰り返し周囲と衝しよ突うとつし、失望し、やがて仕事に対する熱意を失っていった。
　ただ、今にして思う。
　妬み──それは確かに真実の一面だっただろう。彼女は一流の魔法士からも妬まれるに足るほど優秀な、まさしく希け有うな才能と実力を備えていた。
　だが、そのときの十郎は、非難や中傷の意味する別の一面に気付いていなかった。


　圧あつ倒とう的てきな力を持ち、政府の汚よごれ仕事を強制され、それでもずっと笑っていなければならなかった一花──彼女はとてつもない孤こ独どくの中に居たのではないだろうか？


（────ここは？）
　ゆっくり目を開けると天てん井じようが見えた。
　背中にベッドマットの柔やわらかい感かん触しよく。
　自分の体から伸のびている何本ものチューブ。
　視界の端はしに計器類。規則的な電子音。
　一花に腹をぶち抜かれて倒たおれた。床ゆかに広がる血だまりを見ながら、止血が追いつかない、このまま死ぬな、と妙みように冷静に思った。──それが最後の記き憶おく。
　どうやら自分は生きている。
　ということは──あれは全部夢だったのだろうか？
（姉さん──）


　椎葉十郎の意識は再び眠ねむりの中に落ちていった。


＊　＊　＊


　集中治ちり療よう室しつの外から、出雲いずも井い信し乃のは十郎の様子を確かく認にんした。
　容態は安定している。ひとまず生命の危機は脱だつした。遠からず完全に意識を取り戻すことだろう。
　ふう、と安あん堵どの息をつく。
　十郎がこの大学病院に搬はん送そうされてきたのは夕方のことだった。
　腹部から背部への大きな貫かん通つう創きず。即そく座ざに医療魔法による手当を行おうとした信乃は、先に何者かによる止血処理が施ほどこされていることに気付いた。おそらくそれがなければ助かっていなかっただろう。
　問題はそれが医療魔法によって行われていたということだった。それもおそらくは熟達の──国内最高レベルの腕を持つ信乃に匹ひつ敵てきする──魔ま法ほう士によるものだ。
　傷の方も既き知ちの銃じゆ器うきや刃は物ものによって付けられたものではなかった。おそらくは魔法だろう。十郎の回復を待って事情聴ちよ取うしゆが行われることになるはずだが……いったい、何が起きたというのだろうか。
　と、そのとき、向こうから足音が響ひびいてきた。
　薄うす暗ぐらい廊ろう下かに若い女性の姿が浮うかび上がる。
　信乃は眉まゆをひそめた。
　病院の職員ではないようだ。この付近は一いつ般ぱん患かん者じやや見舞い客きやくは立ち入り禁止になっているはずだが……道にでも迷ったのだろうか。
「お見舞いの方ですか？　申し訳ありませんが、この辺りへの立ち入りはご遠えん慮りよいただいております」
「ああ、すみません。椎葉十郎の身内のものです。容態が気になって……」
　穏やかな声で女性は言った。
　小こ柄がらな自分より、背はかなり高い。艶つややかな黒くろ髪かみ。眼鏡めがねの奥おくの目が優しそうな光をたたえている。
　十郎の身内？　と信乃は内心で首を傾げた。彼の係けい累るいは確か──
　その瞬しゆ間んかん、二つのことに気が付く。目の前の女性から漂ただよう血けつ臭しゆう。そして──十郎のたった一人の身内、既すでに亡なくなっているはずの、その名前。
「あなた──」
「あら、私をご存知ですか？」
　女性は微笑ほほえんだ。
「……私の年代で、あなたの顔と名前を知らない魔法士はいません」
　五年前、平和維い持じ活動の一いつ環かんとして八人の特殊執行官が中東の紛ふん争そう地域に派は遣けんされた。そして反政府軍の標的となり命を落とした。
　──少なくとも、政府の公式見解ではそうなっている。犠牲者の中には信乃の知ち己きも居おり、当時は衝しよ撃うげきを受けたものだったが……
[image: 画像]
（いや、今はそれより……）
　信乃は目の前の女性に改めて視線を向ける。この女性は、そこで死んだはずの一人。魔法を複数同時に操ることのできる複数施呪者マルチキヤスター。不世出の天才と名高かった魔法士。
「彼を──椎葉君を治ちり療ようしたのはあなたですか？」
「いえ、違います」
　穏やかな笑えみのまま否定する。
「どちらかというと、治すより壊こわすほうが得意ですしね、私」
　もの柔らかなその声に背筋がぞっとするものを感じ、信乃は一歩あとずさった。
「あなた、まさか……」
「ええ、十郎くんを殺そうとした方が私。結果的には死ななかったわけですけど」
「殺し損そこねたから、今改めて──というわけですか？」
「だとしたらどうします？」
　そう言いながら一歩前へ。瞬まばたきをするほどの間に、桁けた外はずれのマナが彼かの女じよの周りに集まる。十郎の居る集中治療室を吹ふき飛とばすのに十分な量だ。
　だが信乃は今度は下がらなかった。
「……もちろん力ずくで止めざるをえません」
「先生も魔法士なんですね。でも医いり療よう魔ま法ほう士は戦うのが本分ではないでしょう？」
「仮に私が戦せん闘とう専門の魔法士であっても、あなたにとって問題になるとは思えませんけどね」
　信乃が言うと、彼女はきょとんとし、そしておかしそうにくすくすと笑った。
「うん、確かにそれはそうだ。せいぜい一秒か二秒の違いでしょうね。──で、それを承知の上で、私の邪じや魔まをするつもりですか？」
「たとえ力が足りなくとも、全力で命を救おうとしなければなりません。私の就ついているのは、そういう職です」
「ふうん、頑がん固こさんなんですね」
　空気が張りつめる。息の詰つまるような沈ちん黙もく。
　だが緊きんち張よう状態はどこかのんびりした声に破られた。
「信乃せんせー、淵ふち上がみさんに連絡つきましたよー。あと、明日以降の育成校と病院のスケジュールも──って、あ、すいません、お話し中でしたか」
　いつもの陽気な笑え顔がおを浮かべた嘉か神がみ祐ゆう平へいが姿を現す。その傍らで卯滝唯ゆい里りがぽかんと口を開けている。
　彼女はそちらに視線をやり、そして小さく苦くし笑ようした。
　集められたマナが解放され、拡散していく。
「失礼、先生。軽い冗じよ談うだんですよ。何もする気はありません。今はまだね。──手に掛かけたのは確かに私。でも気が変わったので、お友だちに頼たのんで手当てしてもらったんです。容態が気になって見に来たんですけど、心配なさそうですね。では、弟のこと、よろしくお願いします」
　一礼すると彼女は踵きびすを返し、悠ゆう然ぜんと歩き去っていった。
「……今の、人」
　唯里が小さく呟つぶやく。
「そう、誰っすか、あの人？　なんか、あの、とんでもないというか、ものすごくやばそうな感じでしたけど。──先生？」
　信乃は祐平の肩かたを掴つかんだ。
「……大だい丈じよ夫うぶ」
　震ふるえがゆっくりと消えていく。
　気付けば背中にびっしょりと冷たい汗あせをかいていた。
「淵上さんと連絡が付いたのは今？　すぐにもう一度特別対策局に電話して」


＊　＊　＊


　椎葉一花が病院の出口を抜けようとしたとき、一人の少女がすごい勢いで駆かけ込んできた。危あやうくぶつかりそうになる。
「あ、す、すみません！」
「私は大丈夫だけど……そんなに慌あわてると危ないよ？」
　一花は言ったが、少女は心ここにあらずといった様子でもう一度頭を下げると、またくるりと背を向け走っていった。
「集中治療室の場所、わかるかなあ。あの子、十郎くんの姿見てショック受けないと良いけど」
　呟き、再び歩き出す。
　雪はまだ降り続いている。明日の朝には積もっているかもしれない。
　一花は駐ちゆう車しや場じように駐とまっていた一台の車の後部座席に乗り込んだ。
「お待たせしました」
　助手席の女性が振ふり返かえる。
「……どうだった？」
「一命は取り留めたようですね。晶あきらさんのおかげです。お手数をおかけしました。──でも、気になるなら、あなたも一いつ緒しよに確認にいらしたらよかったのに」
「知り合いが居るんだよ、ここには。のこのこ顔出せた義理じゃないしな」
　晶はタバコをぐしゃっと灰皿で捻ひねり潰つぶす。
「あと、覚えてといて。再会を祝して無条件で手を貸したけど、サービスはこれきりだ。あんたの目的や考えていることなんて知らないし、立ち入りたくもない。お互たがいこれ以上関かかわるべきじゃない」
「ええ、十分ですよ。ここから先は一人で十分なお仕事です」
　せいぜい政府を転てん覆ぷくさせる程度のことですから。小さく呟いたその言葉は晶の耳には届かなかった。
　一花は運転席の男に声を掛けた。
「えっと、マキヤさん、でしたか。申し訳ありませんけど、駅まで送っていただけます？」


＊　＊　＊


　リンゴの皮がふつっと切れて、台の上に敷しかれた新聞紙の上に落ちた。
「はい、そこまでえ。──ゆいちゃんの勝ち」
　のんびりとした羽は倉くら紗さ弓ゆみの声。
　日ひ馬ま菜な々な香かは悔くやしそうに、うー、とうなった。
「行けると思ったのになあ……」
「そのまま最後まで行ければ菜々香ちゃんの勝ちだっただろうけど。残念だったねー」
　両者の剥むいた皮は共に細く長い。ただ、唯里の方は幅はばが均等であるのに対し、菜々香の方は先へ進むにつれさらに細くなっている。途とち中ゆうから勝ちを意識して無理をした結果、裏目に出てしまったのだろう。
「うあー、その勝者からの同情がものすごい屈くつ辱じよ的くてき！」
「で、でも菜々香さんもすごいですよ」
　月子は地団太を踏ふむ菜々香を慰なぐさめるように言った。
「私じゃ絶対無理です」
「負けたら何の意味もないの！」
「リンゴは食べられると思いますけど……。というか、普ふ通つうはそのために剥くわけですし」
「だよねえ」
　紗弓が肯いた。
「リンゴを食べた程度ではこの悔しさは晴らせない！　ゆいちゃん、もっかい、もっかい勝負！」
「いいよー、何度でも。あ、剥いたリンゴ余ったら私もらうねー」
「ゆいちゃんは自分が食べたいだけだよねえ」
「でも、リンゴ、美お味いしいですよ。甘あまくて」
「うん、同感。でも、このリンゴは特に見事なんだよー。色といい、艶つやといい、近所のスーパーじゃちょっと見られないねー。どこで買ったの？」
「え、あの、うちが贈おくり物ものとかでいつも利用しているお店があるので、そこにお願いしました」
「おお、雛咲家御ご用よう達たしかー。それは楽しみ楽しみ。さあ、早く食べよー」
「その前に勝負だってば！」
「で、お前らは──」
　ベッドに横たわっている十郎は、そこでようやく口を挟はさむことに成功した。四人の少女の視線がこちらに向く。
「何をしに来たんだ？」
「お、お見み舞まいです……」
「みんなでリンゴ食べようと思いましたー」
「その前に、リンゴの皮かわ剥むき勝負」
「先生知ってる？　世界記録は五〇メートル以上にもなるそうなんだよお。すごいねえ」
「ああ、すごいな。──で、なんでギネスへの挑ちよ戦うせんを俺の病室でやるんだよ」
「二人で剥けば時間は半分ですからねー」
　唯里は器用な手つきでリンゴを分ぶん割かつし、芯しんを取る。
「あ、ゴマちゃんフクちゃんは、リンゴの皮とか食べませんかー？」
　布ふ団とんの上をちょろちょろとしている白黒二匹ひきのハムスターが、自分のこと？　というように一いつし瞬ゆん動きを止める。
「魔法で造った疑ぎ似じ生物だからな。飯は必要ない」
「じゃあ、リンゴ本体を先生にー。はい、あーん」
　つられて口を開けそうになった十郎だったが、視界の端で月子の眉が不ふ機き嫌げんそうにきゅっと寄せられたのをとらえて、我に返った。
「……自分で食う」
　残念そうな顔をする唯里から手で爪つま楊よう枝じに刺さされたリンゴを受け取り、口に運ぶ。さくっとした歯ごたえ。同時に上品な甘あま酸ずっぱさが舌の上に広がった。確かに美う味まい。
　少女たちもめいめいリンゴに手を伸ばす。
「……そういや、日馬はもう大だい丈じよ夫うぶなのか、足」
　ふと思い出して十郎は口を開いた。
　菜々香は少し前にある事件に巻き込まれ、大おお怪け我がを負っていたはずだ。今は松まつ葉ば杖づえも使わず普通に歩いている。
「あ、はい。信乃先生からもう杖つえ無しでいいと言われてまーす」
　菜々香はとんとんと足を踏み鳴ならしてみせる。
「運動はまだ止められてますけどね」
「そうか。無理すんなよ」
　経過良好のようだ。あの女とはまったくもって反りが合わないが、医療魔法士としての腕の方は信用できる。
「あ、あの、先生の具合はどうなんですか？」
　月子が尋たずねた。
「ああ、問題ない」
　腹を貫つらぬかれたのだ。普通なら間ま違ちがいなく致ちめ命いし傷ようだったのだろうが、今はもう軽く食事が取れるほどに回復している。これも魔法による治療のおかげだった。
「よかった、ほんとうに……心配しました」
　月子はほう、と息をつき、はにかむように笑った。
「あ、遅おそくなりましたけど、あけましておめでとうございます」
　そう言ってぺこりと頭を下げる。おめでとうございまーす、と残りの三人も唱和した。
　現在は一月の初しよ旬じゆん。怪け我がを負ったのが約一週間前。十郎は信乃の在ざい籍せきするこの病院に担かつぎ込まれ、そのまま入院することになり、不本意ながらベッドの上で年明けを迎むかえることになったというわけである。
「良くなってるってことは、退院ももうすぐなんですかー？」
「どうだろうな……」
　唯里の問いに、十郎は言葉を濁にごした。
　体調的には問題ないだろう。だが、あっさりと病院を出ることは難しいかもしれない。そんな予感があった。
「学校ももうすぐ始まりますし、早く戻もどってきて下さいねー」
「そ、そうです。先生が居ないと私たちも困ります」
「特に月ちゃんはねえ」
「さ、紗弓さん！　私は、別に、そんな──」
　月子が顔を真っ赤にして振り返る。
　と、そのときドアをノックする音が響いた。十郎がどうぞと言うと、新たに三人の人間が狭せまい個室に入室してくる。
「おやおや、これは賑にぎやかだ」
　捉とらえどころのない笑みを浮かべた中年男が、十郎の上司である特別対策局長、淵上竜りゆ生うせい。後ろに同どう僚りようである能の勢せ和かず希きが控ひかえている。
「あなたたち、悪いけれどちょっと外してもらえる？」
　信乃が月子たちにそう言った。
「あ、はい。じゃあ、私たちはこれで失礼します」
「椎葉先生、お大事にー」
　少女たちが出て行くと、淵上は十郎ににやりと笑いかけた。
「モテモテだな。ん？」
「…………」
「しかしまあ、慕したわれ方を見るにちゃんと先生をやってるんだな。こっちにいるときの協調性の無さからは想像も出来ん。──あ、いや、私としても教えることに適性があるだろうと思ったからそちらに回したわけで、決してやっかいものを押おしつけたわけではありませんよ、出雲井先生」
「別に抗こう議ぎする気はありません。実際彼かれはよくやってくれてますから」
　淡たん々たんと事実を述べる口調で信乃は言った。
「であれば私としても喜ばしいですな。──で、具合はどうだ、椎葉？」
「順調らしいです」
「それは何よりだ。もっとも退院の後、本調子に戻るまでが結構辛いんだがな。ま、その辺は若いからどうにでもなるか。──さて、早さつ速そくだが見舞いついでに幾いくつか聞きたいことがある」
　やはり事情聴取か、と十郎は思う。能勢が申し訳ありませんね、というように小さく肩をすくめていた。
「少し前に来た警察に話しましたよ。調書がそっちにも行ってるでしょう？」
「自分で確認しておきたいこともあるんでな。ちょっと座すわらせてもらうよ」
　淵上は自分で小さな丸椅い子すを引っ張り出し、腰こしを下ろした。
「ここ数年、体力の衰おとろえを痛感しててね。若かったころに戻りたいもんだ。さて──で、襲おそわれる心当たりは？」
「特別対策局員だという時点で山ほど」
「襲われた状じよう況きようについて」
「家に帰ったら、いきなり腹をやられました」
「ふむ」
　淵上は穏おだやかな笑顔のまま──すっと目を細めた。
「意識が戻った当初、お前は『犯人の顔は見ていない』と言っているな。その認にん識しきは今でも変わっていないか？」
「ええ。……暗かったんで」
「だから分からなかった、と？」
　深々と淵上は息を吐はいた。
「まず、単純な事実から伝えておこうか。マンションや病院の防犯カメラ、また証言から明らかになっている。お前を殺そうとしたのは──椎葉一花。お前の姉だ」
「…………」
「わからないはずはあるまいが……ま、いいさ、追つい及きゆうはせんよ。庇かばう気持ちは理解できんでもないからな」
　違う、と十郎は思う。庇っているという意識はない。
　ただ──あの出来事を、自分の中で、現実感をもって処理することができないのだ。
　姉の姿も、会話を交かわしたことも、そしてその後のことも記憶には残っている。だが、それは本当にあったことだったのか？　そう考えたとたん、思考が停止する。心にもやがかかったように、それ以上何を考えることも感じることもできなくなる。
　あれは現実ではなかったのだ。その証しよ拠うこに、顔も分からぬ人間にいきなりやられたという話の方が、自分の中ではずっとしっくりくるだろう？　受け入れられるだろう？　──そんな声が内側から聞こえてくる。
　精神を護まもるための防衛本能というやつなのだろうか、と他人事のように思った。
「改めて聞く。姉に襲われる心当たりは？」
　十郎は首を横に振る。
　わからない。何も。
　腹の傷きず跡あとが脈打つように鈍にぶく痛む。気持ち悪い。吐き気けがする。
「……そうか」
　淵上は感情の読めない声で言うと、視線を信乃に移した。
「今日明日あした中じゆうにもこいつをうちの目の届くところに移したいんだが、構わんですかね？　出雲井先生」
「転院ということですか？　でしたら賛成いたしかねますが」
　信乃は言った。
「無理をすれば一人で動けるという程度で、まだ経過を慎しん重ちように見み極きわめている段階です。医療魔法を施したとはいえ、傷は内臓の広こう範はん囲いに及およんでいましたから、今後合がつ併ぺい症しようの起こる可能性も否定できませんし」
「言いい換かえると、動かしても致ち命めい的てきなことにならない程度には回復している、と」
　淵上の言葉に信乃の眉がきゅっと寄せられた。
「……何が仰おつしやりたいのですか？」
「我々の監かん視しの届く場所に、秘ひ密みつ裏りに移動させたいと思います」
「秘密裏に？」
「ええ、申し訳ないですが、先生にも場所は明かせません。情報漏ろう洩えいのリスクは可能な限り避さけたいのでね」
「待って下さい。医療魔法後の処置は、施呪キヤステイングした者か最悪でも医療魔法士が担当するのが通例です。ちゃんとした治療態勢の整ったところで……」
「大丈夫、こちらで手配しますよ」
「しかし──！」
「いずれにしろここに置いておくわけにはいかないのですよ、出雲井先生」
　それまで黙だまっていた能勢が口を挟んだ。
「気が変わったから十郎さんを助けた、と彼女はそう言ったのですよね。あなたの話によれば。彼女の意図は今のところ不明。だが再びやってくる可能性は低くない。そして今度はおとなしく帰るとは限らない。ここは設備の整った素す晴ばらしい病院で、日夜多くの人の命を救っていますが──それは何かあった場合、大勢の巻まき添ぞえが出ることをも意味している」
「…………」
「移送した方が全員にとって良いのですよ。大丈夫、我々にお任せ下さい」
　能勢は笑顔でそう言い、不本意そうな表情ながらも信乃は反論できずにいる。
　淵上は十郎に視線を向けた。
「なあ椎葉、当人の意見はどうだ？　このままここに居たいか？」
「……俺は構いませんよ、どこでも」
　口が勝手に動いた。
　何を考えるのも億おつ劫くうだった。
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「大ケガだって聞いたけど、案外元気そうだったねえ」
「医療魔法って、ほんと、すごいんだな。あたしの足も治ったし」
「この分なら先生も新学期には学校に来れるんじゃない？」
「うん、あのいつものむすっとした顔でね」
　菜々香はくすくすと笑う。
「どう、月子、安心した？　──月子？」
「え、は、はい」
　名前を呼ばれて月子は慌てて友人の方を向いた。
「な、何のお話でしたっけ？」
「どこの世界にトリップしてたの、この子は。椎葉先生元気そうでよかったねって話」
「元気そう──」
　月子は呟く。
　そう、さっきからずっと心に引っ掛かっているのはそのことだった。
　確かに順調に回復しているようには見えた。唯里から連れん絡らくをもらったあの日、病院に駆けつけ、無理を言って集中治ちり療よう室しつの十郎の姿を見せてもらったときには、本当に動どう揺ようして泣くことすらできなかったものだが……。その点に関して言えば、良かったと思う。確かに安心した。
　だが──今日の彼はどことなく変ではなかっただろうか。
「あの、椎葉先生、ほんとに元気に見えました？　いや、あの、元気と言えば元気だったんでしょうけど……」
　不思議そうな二人の視線を受けて口ごもる。
　月子が遅めのクリスマスプレゼントを渡わたしに行ったあの日、十郎は正体不明の暴漢に襲われ怪我を負った。そう聞いている。ひどい体験だろうし、落ち込むだろうし、多少普ふ段だんと様子が変わっていてもおかしくないのはわかるのだが……
「ごめんなさい、何でもないです」
　特に明確な根こん拠きよがあるわけでもないのだ。考え過ぎかもしれない。むしろそうであってくれれば良いと思う。
「そういえば菜々香ちゃんと紗弓ちゃんは電車だっけ。月子ちゃんはどうするの？」
　唯里が明るい声で話を変えた。
「あ、私は家から迎えが来ることになっています」
　今日も他家での新年会に出席することになっている。この大学病院から家まではさほど遠くはないので、車で迎えに来るようにあらかじめ頼んであった。
「じゃ、私は二人を送ってくね。そこから駅までバスが出てるはずだし」
「はい。ではお気をつけて」
　またねー、と手を振り合って、月子は三人と別れた。
　午後の空は雲一つない好天だ。寒さもさほどではない。どこで迎えを待とうかとあたりを見回し、適当なベンチを見つけて腰を下ろす。
（──そういえば）
　少し前に家を飛び出して十郎に助けてもらったときも、こうやってベンチでじっと車を待っていた。やってきた彼はいつも通り無愛想な表情をしていたけれど、とても優やさしかった。
　そう。常に同じ不機嫌顔でも、十郎はしっかり喜んだり憂うれえたり怒おこったり落ち込んだりするし、そのことが月子にはわかる。
　しかし、今日は過去に見たどんな様子とも違ちがっている気がした。だから彼のことがずっと気に掛かっているのだ。
　病院の正面入口前には大きな時計が設置されている。迎えの車が来るまで、まだ少し時間があった。
　月子は一いつし瞬ゆん逡しゆん巡じゆんし、そして立ち上がる。
「……もう一度だけ、先生の顔を見ていってもいいよね」
　自分に向けてそう呟くと、足早に病びよ棟うとうの方に向かった。
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「では、十郎さんの移送後は特に護衛を付けたりしない、と。いいのですか？　それで」
「現実的に考えれば、他にどうしようもないからなあ」
　病院の廊ろう下かの片かた隅すみ。淵上はコーヒーの入った紙コップを弄もてあそびながら、渋しぶい顔を見せた。
「最低限のスタッフは置くが、護衛のために魔ま法ほう士を割さくことはできんねえ。あの女に本気で来られたら、何人付けてても無む駄だに殺されるだけだ。椎葉一人の犠ぎ牲せいで済むなら良しとしなきゃならん。せいぜい尾び行こうをつけてヤサを探さぐり当あてるくらいのもんだな、できるのは」
「要するに囮おとりとして使って見殺しということですか」
「最悪の場合はな。決して楽しい選せん択たくじゃないがね」
　飄ひよう々ひようとした口調で淵上は言った。
「私は噂うわさで聞いたことしかないのですが……局長は彼かの女じよを直接ご存じなのですか？」
「あー、まあな。一時期一緒に仕事してたからなあ」
「それほどまでに強いのですか？」
「控え目に言って化物」
　淵上はそう答えた。
「強い弱いってのは同じレベルにあるものを比ひ較かくするときに使う言葉だ。人間と核かくミサイル、どっちが強い？　──なんて言い方はせんだろう？　あの野の々の崎さきを蚊かを潰すより簡単に殺せるような奴やつだぞ」
　少し前に十郎と共に要人の警護任務に当たっていた特別対策局員が殺されている。これも椎葉一花の仕し業わざに間違いないと目されていた。
「仮に、相手が私だったらどうでしょう？　彼女と対面し、戦う羽目になったら？」
「忠告じゃなく、命令として言う。ケツまくって全力で逃にげろ。日本中の魔法士が一いつ斉せいに掛かったところで、あいつに勝つのは不可能だ」
「……なるほどね」
　ぞくぞくするような歓かん喜きがあふれ出し、能勢は口元に浮うかびそうになる笑えみを努力して噛かみ殺ころした。
　淵上は自分の実力も実績も良く知っている。見る目も確かだ。その男にここまで言わせるほど、椎葉一花のレベルは抜ぬきん出でているのか。
「それにしても、彼女の目的は何なのでしょうね？」
「その辺は本人に確かめんと、何とも言えんなあ。あまり考えたくない種類のものである気はするんだが。いろいろ裏の部分を知ってる奴だし、上のほうは震ふるえ上あがってるんじゃないかねえ」
　淵上はため息をつき、残っていたコーヒーを飲み干した。
「さて、俺は帰ってそのお偉えら方がたと対策会議だ。気が重いな。──あー、そうそう。あの女の存在がマスコミにばれないよう、情報管理は徹てつ底ていしといてくれ」
「了りよ解うかいしました。車回してきますから、正面玄げん関かんのほうでお待ちください」
　あいよ、と返事し紙コップをゴミ箱に放ほうり込むと、淵上は一人で先に歩いて行った。
「──さてと」
　能勢は呟くと、足音を消して右手の曲がり角のほうに向かう。
「やあ、雛咲さん。お帰りになったのではなかったですか？」
「あ──」
　声をかけられ、小こ柄がらな少女は飛び上がらんばかりに驚おどろいた。
「の、の、能勢先生……」
「今日はいい天気ですね。窓から光が差し込んできているので、私の位置からは影かげがちらちら動くのが見えたのです。光源と影の位置を確かく認にんするのは、隠かくれ潜ひそむ際の鉄則ですよ。覚えておいてくださいね。──で、どこまで聞いていました？」
「あ、あの、私は、別に、立ち聞きする、つもりでは……」
　しどろもどろになる月子に、能勢は意外な印象を受けた。以前はもう少し大人びた、というか可愛かわいげがないほど自分を律する少女だった気がするが……
　それはさておき、態度から判断するにほとんど全部を聞かれていたようだ。
「別に責めるつもりはありませんよ」
　能勢は穏やかな微笑ほほえみを浮かべる。
「あまり吹ふい聴ちようしないでもらえると助かりますけどね。ああ、これを渡しておきましょう」
　月子に名めい刺しを手て渡わたす。
「え……」
「私の連れん絡らく先さきです。何かあれば相談に乗りますよ。では十郎さんによろしく」
　そして戸と惑まどったように立たち尽つくす月子を残し、足早にその場を離はなれた。
（面おも白しろいですね）
　能勢は歩きながらほくそ笑む。興奮と期待が抑おさえきれない。
（これで事態がうまく転がれば……さらに面白いことになる）
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　十郎は淵上たちが出て行った扉とびらをぼんやりと眺ながめていた。
　移送に関して、自分の身の安全が度外視されていることは理解している。少なくとも一花に対たい抗こうできる人間が存在しない以上、護ってもらえるとは期待しない方がいいだろう。
　自分はこれからどうなるのだろう。
　一花はこれからどうするのだろう。
　そんなことを考えてみるが、相変わらず思考からは現実感が欠落している。虚むなしく空回りするばかりで、一歩も前に進まない。
　と、そのとき、控え目なノックの音が響ひびいた。
「し、失礼します」
　月子が部屋の入口から顔を覗のぞかせた。
「……どうした？」
「あ、うん、その……ちょっと迎えが来るまでにまだ時間があったから……入ってもいいかな？」
　妙みように気き後おくれしたような口調だった。
　入れよ、と言うと、月子はどことなく重い足取りでベッドの側まで歩いてきた。
「あの、先生、ちょっと小耳に挟んだんだけど……ここからどこかに移るの？」
「らしいな」
　他人事のように答える。
「それで……」
　月子は一度俯うつむき、そして今度は思おもい詰つめたような表情で顔を上げた。
「こ、今後は護衛も付けないって、何かあっても見殺しにするって……」
　ああ、様子がおかしいのはそのせいか。腑ふに落ちる。
「そうだろうな。当然の判断だ」
「どうして、どうして、そんなことになるの？　警察とか、どうして護ってくれないの？」
「事情が色々とな。まあ、こういうのも仕事のうちだ」
「だって……死ぬかもしれないのに？」
　死ぬかも、か。
　相変わらず鈍どん磨ましたままの心で、その言葉を受け止める。
「確かに可能性はあるだろうな」
　このまま一花が何もしてこないとは思えないし、次も殺すのを思い止とどまるとは限らない。
　月子は血の気を失って絶句した。
「……ああ、すまん。馬ば鹿かし正よう直じきに答える必要はなかったか。自分の身は自分で護るとか、護衛を付けてくれるよう手配するから大丈夫だとか言ったほうが、お前のためには良かったかもしれねえな。悪かった」
「先生！」
　月子は珍めずらしく声を荒あららげ、そして一転して泣きそうな顔になった。
「私は──嫌だよ、そんな……」
　良く泣くやつだな、と思う。
　最初に泣かせたのは、守もりヶが丘おか初等育成校で教え始めて間もなくのころだった。彼女の罪のない善意を、自分の中の些さ細さいな不快感に任せ嘲ちよう笑しようし踏ふみにじった。他人に興味を持っていなかったあのころは、知らなかった。それがこの少女をどんなに傷つけるかを。
　今は違う。他人の心の中には感情があり、怒いかりや喜びや悲しみが息づいていることを知っている。
　だから──
　だからこそ、十郎はあえて口にする。確実に彼女を傷つけ、遠ざけるだろうその言葉を。
「誤ご魔ま化かされるのが嫌いやならはっきり言ってやる。これはお前には何の関係もない話だ。子どもが余計な口出しすんじゃねえよ。二度と俺に構うな」
　一いつ瞬しゆん、少女の表情が凍こおった。
　唇くちびるを引き結び、目を潤うるませる。そして──
　そして月子は笑みを浮かべた。
「うん、そうだね」
　明らかに無理をしていたが、それでも彼女は確かに笑ってみせた。
「ごめんなさい。先生のお仕事だもんね。全部終わって、元気になったら、また会いに来るよ」
　そう言うと、月子は一礼して部屋を出ていった。
（……そうだよなあ）
　十郎は小さく苦くし笑ようする。
　自分などよりずっと聡さとく、そして思いやりのある子だ。十郎に月子の気持ちがわかるなら、月子にも十郎の思っていることが察せられるのだろう。少し嬉うれしく、そして少し情けない。
[image: 画像]
　彼女は一花に匹ひつ敵てきする天才、そして雛咲家という強大な権力を持つ一族に連なる人間だ。もしかしたらこの件に踏み込んで、命いの懸ちがけで何とかしようとするかもしれない。それを可能にするだけの力を持っている。
　だが十郎はそれを望んでいない。おそらく自分は危険かつ微びみ妙ような立場に立たされることになる。あの少女は真まっ直すぐに真っ当に生きていくべき存在であり、これ以上自分と関かかわり合ってはいけないのだ。
「──俺が死ねば、今のが最後の対面ということになるわけか」
　呟つぶやきを漏もらす。
　麻ま痺ひしていたはずの心が、わずかに痛んだ。
二章　鉄てつ槌つい





「場所は確認されましたか？　一応、地図のコピーを資料に入れてありますが……」
「うーん、多分大だい丈じよ夫うぶだと思うんだけどね、地図が、今ひとつよくわからなくて……方向音おん痴ちなんだよね、私……」
「同行いたしましょうか？」
「ん、ありがとう。でも、いいよ。私一人でやりたいし、もし道に迷ったら、タクシー使うから」
　氷ひ見み谷やとアデルが滞たい在ざいするホテルの一室である。一いち花かがやってきて、アデルと打ち合わせをしている。
「こんなところかな……じゃあ、行ってくるねー」
　一花はソファーに腰を下ろしたままの氷見谷に手を振ふる。だが、氷見谷は無言でグラスを傾かたむけた。
「……コウくん、何か怒ってる？」
「いえ、別に」
「うちの十じゆ郎うろうくんもよくそういう顔するんだよ。で、そういうときって、何でもないって言い張るのに、実は拗すねたり怒ったりしてるんだよね。そういうところ、コウくん、十郎くんと結構似てるのかも」
　弟の話をするときの一花は、常に楽しそうな表情だ。そのことが氷見谷を何とも言えず不快な気分にさせる。
「……一花さん、一つ訊ききたいんだけど」
「なあに？」
「どうして殺さなかったんすか？」
　マクスウェルからの命令は、一花の好きにさせることと、必要があればそのサポートをすることである。あの男の目的は、一花をこの国で暴走させそれにより起こる大混乱を特等席から楽しむことだ。
　一花はまず最初に十郎を殺したいと言った。実行されればそれがバカ騒さわぎの口火を切ることになるはずだった。だが、結局彼女は弟を殺さなかった。
「ん？　どうせなら、もっと劇的なタイミングが良いなー、と思ったから。私はこれから全国の注目を集めることになるし、それならそれから──状況が許せば衆しゆ人うじ環んか視んしのなかで殺した方が、たくさんの人に私の覚かく悟ごをアピールできるしね」
　笑え顔がおだった。そして、その笑顔の中には人間としてあるべき何かが、決定的に欠けているように感じられた。
　彼女は自覚しているだろうか。先ほど嬉しそうに弟のことを語った同じ口調、同じ表情で、今度は彼を殺すことを語っているのだと。
　いつ歪ゆがんだ？
　いつ狂くるい始めた？
　いつ気付いていれば、引き戻もどすことができた？
　──湧わき上がる後こう悔かいを、押おさえ付つける。いずれにしても、全すべてはもう遅おそい。行き着くところまで行くのを見届けるのみだ。
　氷見谷はため息をついた。
「成功を祈いのりますよ」
「ありがと。じゃあ、行ってきまーす」
　一花はもう一度軽く手を振って部屋を出ていった。
　アデルが何か言いたげな目でこちらを見つめている。氷見谷は無視して、酒の入ったグラスを手に取った。
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　カフェの店内を見み渡わたすと、奥おくの席に相手の顔があった。同時に彼かれもこちらを見付け、笑顔で手招きをする。一瞬、回れ右してこのまま帰りたくなったが、月つき子こは意を決して歩を進めた。
「……お呼び立てしてすみません、能の勢せ先生」
「いえいえ、構いませんよ。連絡をしろと言ったのは私なのですから」
　能勢は穏やかに笑った。彼の目の前には紅茶のカップが置かれている。
「雛ひな咲さきさんも、何か注文すると良いですよ。ごちそうしますから」
　固辞するのも変だろう。月子は素す直なおに礼を言って、ウェイトレスにオレンジジュースを頼たのんだ。
「十郎さんもよくジュースを飲んでましたね。あの人、コーヒーや紅茶は苦手なので」
　そういえば確かに先生がコーヒーを飲んでいるところは見ないな、と思う。大たい抵ていジュースかウーロン茶だ。
　喉のどが渇かわいていたわけではなかったが、とりあえず運ばれてきたオレンジジュースを一口だけ飲んで心を落ち着ける。
　そして月子は口を開いた。
「あの──」
「十郎さんのことでしょう？」
　先手を打つように能勢が静かに遮さえぎった。
「そういえば、あの後、十郎さんの病室には行ったのですか？」
「あ、はい。あまり長く話せませんでしたけど──」
「様子がおかしいと思いました？」
「…………」
　月子は答えられなかった。
　具体的なことはわからない。ただ、表情の動きが、そしてわずかな口調の差異が、十郎の常ならざる精神状態を表しているように感じられたのは確かだ。一つ言えるのは、彼が死の危険を認にん識しきしていながら、それに抗あらがうつもりがないらしいということ。
「沈ちん黙もくは肯こう定ていですかね、この場合。つまり事情を知りたくなって私に連絡した、というあたりでしょうか」
「え、えっと、あの……」
「知っていることなら教えてあげますよ。どうぞ、何でも訊いて下さい」
　能勢は落ち着いた笑みを見せた。
　そう、この人は常に笑顔を浮かべている。殺し合っているときでさえも。
　椎しい葉ば先生は怖こわそうだけど、実は優しい人。でも、能勢先生は全く逆。優しそうで──底が見えないほど怖い人。
「……なぜ、ですか？」
「とは？」
「なぜ、私に親切にしてくれるんですか？　お仕事の絡からむ話はあまり外に漏らしてはいけないものだと思うんですけど」
「確かにそうですね」
　微びし笑ようがわずかに苦笑方向へとシフトする。
「ただ──私にも私人としての感情があるわけで。正直に言えば、十郎さんを見殺しにして良しとする局の方針には賛成できません。私は十郎さんを助けたい。しかし、立場上難しい。ですから、彼の味方で居てくれる人が一人でも欲ほしいんですよ。こうしてあなたと会っているのは、私の独断です」
　その表情からは考えを読み取ることができない。信じて良いのだろうか？　それともここで席を立って帰るべきか？
　月子は考えたが──結局事情を知りたいという気持ちの方が勝った。
　どうやら自分は自覚していたよりも、そしておそらくは十郎が思っているよりもはるかに強ごう情じようで抑えの利きかない人間であるらしい。あの人の意図をわかった上で、なお踏み込もうとしている。
　そう、十郎の様子がおかしい。そして彼に危険が迫せまっている。であれば、ここで引き下がることなど絶対にできない。
「何となくですけど──」
　月子はゆっくりと口を開いた。
「すごく落ち込んでいて、投げやりになっていて……でも、自分でもそのことに気付いていないような、そんな感じでした。私は、知りたいです。どうしてそうなってしまったんですか？　椎葉先生に何が起こったんですか？」
「正面から切り込んできますね。まあ、その方が私も答えやすい。雛咲さんもご存知のとおり、彼は殺されかけました」
　集中治療室での姿が頭をよぎり、胸が苦しくなる。
　だが、それだけならば、十郎がああなってしまうことはないとも思う。何かがあったのだ。もっと衝しよ撃うげ的きてきな何かが。
「その犯人は──椎葉一花という人物です」
「…………！」
　月子は息を呑のんだ。
「知っていますか？　この名前を」
「先生から、聞いたことはあります」
　行方ゆくえ不明になっていた、十郎の姉。
　彼女のことを話すとき、十郎はとても懐なつかしそうな、そして誇ほこらしそうな顔をしていた。お姉さんのことが大好きなんだろうなあ、とその度に月子は思ったものだった。
　その人が、先生を殺そうとした？
　ようやく──ようやく十郎の様子がおかしかった理由が腑に落ちた。
「どうして、そんな……？」
「さて、それは部外者には測りかねますが」
　能勢は小さく首を傾かしげ、続けた。
「一度十郎さんを殺そうとした彼女ですが、途とち中ゆうで理由不明の心変わりを起こしたらしい。やっぱり殺すのは止めて手当をし、救急車を呼んだようですね。このあたりは、病院を訪れた本人がそう言っています。……ああ、そうそう、育成校の教官見習いに卯う滝たきさんという子がいるでしょう？　この間、あなたと一いつ緒しよにお見み舞まいに来てましたよね。彼女もその場にいたはずですから、尋たずねてみればもっと詳くわしい話が聞けるかもしれません」
　そう言って、冷めた紅茶を口に運ぶ。
「さて、十郎さんは一命は取り留めたものの、またいつ彼女が襲おそってくるかわかりません。相手は歴戦の魔法士、戦せん闘とうになれば病院のスタッフや入院している患かん者じやさんにも大きな被ひ害がいが出ます。だから、彼をこのまま病院に置いておくわけにはいかない。以上が移送の理由です」
「でも、だからといって、見捨てるなんて……」
「費用対効果という概がい念ねんがありましてね。十郎さん一人のために、他の魔法士大勢の命を危険に晒さらすことはできないそうですよ。それくらい恐おそろしい相手だということです。おそらく彼女はこの国や政府に対し強い恨うらみを抱いだいています。弟を殺そうとするくらいですから、かつての仲間、あるいは一いつ般ぱん市民、誰が死のうと気に掛かけたりなどしないかもしれませんね」
「…………」
　十郎を人ひと質じちに取られ、過か酷こくな汚よごれ仕事を押し付けられてきた──一花についてはそんな話を聞いたことがある。
　だが、どんな理由があろうと無関係な人間、否いや、十郎を手に掛けようとするのは許せない。
「十郎さんを護まもるためには、彼女をどこかで止めなければならない。そのためにあなたの複数施呪マルチキヤステイングの力が必要になるかもしれません。──この間見せていただいたあれには正直驚おどろきましたよ」
「あ──」
　月子は体を強こわばらせた。
　通常一度に一種類しか起動できない魔法回路を、複数同時に起動する──月子はそういう特異な能力を持っている。今までそのことに気付いていたのは十郎だけであり、彼からは人に見られないようにと言われていたのだが、先日、友人を庇かばうために能勢の前で使ってしまったのだ。
「ああ、心配せずとも誰にも言いませんからご安心を」
　能勢は月子をなだめるように微笑した。
「ただ、心の準備はしておいてほしいのですよ。あなたの全能力を開放しなければならなくなるときが来るかもしれない。十郎さんのために。──そのことを覚えておいてもらえると、助かります」
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「良い子ですね」
　店を出て行く月子の背中を見送り、能勢は呟いた。皮肉ではなく、正直な感想である。生き真ま面じ目めな優しさと十郎への想おもいが、会話しているだけで伝わってくる。
　とはいえ、自分にとって意味を持つのは彼女の心根ではなく、純然たる力のみであるのだが。
　椎葉一花はもちろん興味の対象としての最上位にある。だが月子の重要度も決して低くはない。うまく一花にぶつけることができれば、両者の力の底が窺うかがえるだろう。
　あるいは直接やりあうのも良いかもしれない。情報と接点が多い分、一花よりはあの娘むすめの方が動かしやすいはずだ。例えば、十郎を手に掛ければ、間ま違ちがいなくあの少女は自分に憎ぞう悪おを燃やし全力で向かってくる。
　十郎は確かに強い。だが彼の強さはあくまで経験と技術に裏打ちされたものであって、潜在能力で言えば生まれついての怪物とは比ぶべくもない。遊び相手としての希少価値では、やはり月子の方に軍配が上がるだろう。彼のことは結構気に入っているが、必要とあらば死んでもらうのもやむをえない。
「…………？」
　ふと能勢は眉まゆをひそめた。胸の奥のどこか深いところに、言いようのない不快感が引ひっ掛かったような気がしたのだ。
　ただの勘かん違ちがいだろう──そう結論づける。そんな気分になる理由があるはずは無い。今胸にあるのは、快楽に満ちた未来への期待、空くう虚きよな自分を満たしてくれる悦よろこびのはずなのだから。
　さて、椎葉一花の方はどうなっているだろうか。
　類を見ない力を持つ魔法士である彼女は、国家にとっても重要人物である。拘こう束そくする手段がないとはいえ、政府としては居場所くらいは把は握あくしておきたいところであり、今この瞬しゆ間んかんも多くの人員が捜そう索さくに当たっているはずだ。もし発見された場合、能勢の元にも連れん絡らくが入ることになっている。
（手を出すなと局長が言っていましたが……）
　やはり一度戦ってみたいという欲求を抑えきれない。力を測るには実際に手合わせしてみるのが一番だ。淵ふち上がみの言うように、本当に日本の魔法士が一斉に掛かっても歯が立たないほどの力を持っているなら、実に喜ばしいのだが。
「さて、事態はどう動きますか」
　そう能勢が呟いたとき、携けい帯たいが鳴った。
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『財団法人日本超ちよう常じよう的特とく殊しゆ技能推進機構理事長』──それが倉くら科しな恭きよ太うた郎ろうの現在の肩かた書がきである。
　この長い名を持つ団体は魔法の研究や魔法士の管理、教育などに協力し、資金運用や活動の監かん査さなどを司つかさどるということになっている。が、活動実態には乏とぼしくあまり広く知られた存在ではない。つまるところ天下り先としての性質が強い組織だ。
　倉科は五年前にこの地位に就ついた。否、正確にはこの地位へと追いやられた。
　貴重な魔法士、そしてその中でもさらに数少ない特級特とく殊しゆ執しつ行こう官かんとして要職にあったのだが、とある事件の責任を取る形で更こう迭てつされたのである。以降、大した仕事もなく、あてがわれた高級住宅で悠ゆう々ゆうと暮らす日々を送っている。
　もっとも現状にさほどの不満を覚えているわけではない。
　この先の生活は保証されている。詰め腹ばらを切らされたのはさすがにしゃくにさわるが、この待たい遇ぐうは上との繋つながりに腐ふ心しんしてきた努力の結果でもある。五〇歳さいにして手に入れたこの安定した境きよ遇うぐうを、彼はそこそこ楽しんでいた。
　──彼女が目の前に現れるまでは。


「お久しぶりです、局長」
「…………」
　部屋の入口に立つ人ひと影かげを見、倉科はぽかんと口を開けた。愛人の一人と食事に出る予定があり着る服を選んでいるところに、突とつ然ぜん声を掛けられたのだ。
「ああ、もう元局長ですね。確か、私たちの事件で一線から外されたのでしたか。その節はご迷めい惑わくをおかけいたしました。──趣しゆ味みのよいお家ですね。一人で暮らすにはいささか贅ぜい沢たくかなという気がしないでもありませんが」
　そう言って来訪者は微笑んだ。
　よく知った顔だ。五年前、海外での任務中に姿を消したかつての部下の一人である。対外的には殉じゆん職しよくと発表されたこの集団失しつ踪そうのため、倉科は特別対策局長を辞やめざるを得なくなったのだ。
「……お前……椎葉……」
　ようやく声を絞しぼり出だす。
「私が帰ってきたこと、ご存じなかったのですか？　本当に中央からは外されてしまったのですね」
「い、生きていたのか」
　倉科は何とか笑えみを浮かべることに成功した。
「い、いや、よかったよかった。ずっと気に掛けとったんだ。しかし、どうして何の連絡も寄よ越こさなかった？　この五年、何をしていたんだ？」
「骨休めと……あとはお勉強でしょうか」
「勉強？」
「ええ、色々なことを学びました。例えばあの海外派は遣けんが、とある大国に要求されたものであること」
　表情を凍り付かせた倉科とは対照的に、一花は笑顔のまま続ける。
「政府上層部は自分たちの点数稼かせぎのために、それを呑んだこと。そして、彼らの意を受けたあなたが、私たちを人ひと身み御ご供くうとして差し出したこと。もちろん国際法違い反はんも承知の上で」
「ま、まて、誰に聞いた？　そんな根も葉もない……」
「根も葉もないことで顔を真っ青にするような方ではありませんよ。私の知る倉科局長は」
　一花の表情や口調が変わったわけではない。だが倉科は彼女から殺気と息の詰まるような恐きよ怖うふを覚えた。
　反射的に《魔ま弾だん》の魔法回路を組み上げ、起動する。
　かつては特別対策局のトップを務めた魔法士である。並の魔法士の《障しよ壁うへき》程度なら、簡単に吹ふき飛とばしていただろう。だが──生み出された光こう弾だんは一花の服を揺ゆらすことすらできず、掻かき消けされた。
「無む駄だな努力はお勧すすめしません。疲つかれるだけですよ」
「ま、まさか、お、お前、俺を、恨んで……」
「ええ、その通りです。私はあなたを恨んでいます」
　一花は口元を綻ほころばせる。
「だから殺しに参りました」
「そ、そんな真ま似ねをしてみろ。お前には、確か弟が居たな。そいつがどうなっても──」
　しかし倉科は言いかけて言葉を呑み込んだ。
　丁てい寧ねいな物もの腰ごし。穏やかな笑顔。椎葉一花は倉科の知る五年前と何も変わっていない。
　ただ一点、双そう眸ぼう──そのぽっかりと開いた深しん淵えんから、狂きよ気うきが顔を覗のぞかせていた。
「どうなっても？　どうなるというのですか？」
　むしろ楽しそうに一花は尋ね返した。
「……何が、何が目的だ？　欲しいものなら何でもくれてやる。だから──」
「だから助けて欲しい、と？」
「…………」
「私の欲しいものは、あなたには決して用意できません。ただ、それを手に入れるため、協力はしていただきますけどね」
　倉科が何とか説得のための言葉を口に出そうとしていると、遠くからパトカーのサイレンが響ひびいてきた。
「ああ、来ましたか。ここに来る前に一一〇に連絡しておいたのです。意外に時間がかかるものですね」
　一花は邪じや気きのない顔で言った。
「では、そろそろ始めましょうか」
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　現在十郎が押し込められているのは、このあいだまで居た病室よりさらに狭せまい部屋だった。どこかのマンションの一室だろうか。
　インテリアはベッドと一四インチのブラウン管テレビのみ。殺風景極きわまりない。
「──ほんとに扱あつかい悪ぃのな」
　つけっぱなしのテレビを眺ながめながら、十郎は呟いた。
　大学病院から移送されてから数日、無ぶり聊ようをもてあます日々である。
　あれ以来、淵上も能勢も姿を見せず、もちろん一花が現れることもない。たまに医者が診しん察さつに来たり、一般職員が食事を持ってきたりはするが、会話らしい会話があるわけでもない。
　この場所の情報が秘ひ匿とくされているのは確かなようだし、一応監かん視し役やくの人員もいるので、今のところ完全に見捨てられているわけではないらしい。もっとも、今後の状じよう況きようによっては簡単に方針変へん更こうされるのだろうが。
　いつまでここでこうしていなければならないのだろう。
　ぼんやりとそんなことを考える。
　一花が再び殺しに来た場合、自分が生き残る可能性はないだろう。話は単純。悩なやむ必要もない。
　自分が死なず、かつ冬休みが終わるまでに復帰できなかった場合は、育成校の方が厳しくなる。信し乃のとその助手の祐ゆう平へいは医いり療よう魔ま法ほう士としての仕事で学校を抜ぬけることが多いが、唯ゆい里り一人でその穴を埋うめ、あの子どもたち全員を受け持つのは負担が大きすぎる。上の方で代だい替たい人員を用意してくれるといいのだが……魔ま法ほう士が慢まん性せい的てきに不足している以上、期待はできないだろう。
　少々困るな。できるだけ早く復帰しないと──と考えたところで、自分の置かれた立場を思い出す。
「……俺は、どうしたいんだろうな」
　ぽつりと呟きがもれた。
　姉にもう一度会いたいのか、会いたくないのか。
　死んでもいいと思っているのか、それとも生きて子どもたちのお守りに戻りたいのか。
　──もちろん答える者はない。
　と、そのとき、テレビの画面が急に切きり替かわった。一〇年ほど前のドラマの再放送から、何かの事件の現場中ちゆ継うけいへ。
　十郎はその光景に思わず目を瞬またたかせた。
　画面によく見知った女性の姿が映し出されていた。
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「──倉科さん宅に立てこもった女は魔法士の可能性が高いとのことです。なお、今のところ沈黙を守っており、動機や要求は明らかになっておりません。以上、中継でした。何か動きがあり次し第だい、またお伝えします」
　マイクを切ると、堂どう垣がき梨り子こは大きく息を吐はいた。民放キー局報道部に籍せきを置いてわずか二年の新米記者、篭ろうじ城よう事件の生なま中ちゆ継うけいをするなど初めての経験である。
　現場は住宅地の真ん中。
　各局の中ちゆ継うけ車いしやより数十メートル家側に、盾たてを構えた大勢の機動隊員が配置されている。
　彼らが一様に青ざめた顔をしているのは、緊きん張ちようだけでなく犯人に対する恐怖が大きいせいもあるだろう。相手は超常的な事象を自由に操あやつる魔法士。女が自らそう名乗ったわけではないが、腕うで利ききの魔法士である倉科恭太郎を人質にとることができるのは、同類以外ではありえない。
（でも……ちょっとおかしいわよね）
　魔法士による犯罪自体は前例がないわけではない。こういう場合、通常は警察や特別対策局からより強力な魔法士が派遣されてきて処理に当たるはずである。だが……今回はなぜかそういう動きが見られないのだ。どういうことなのだろうか。
『動きがあるようだ。出てくるぞ。──よし、中継に入る。堂垣、いつでもレポートできるよう準備しとけ』
「はい」
　イヤホンから聞こえるキャップの声に肯うなずき、梨子は精神を緊張させる。
　玄げん関かんからゆっくりと二つの人影が出てくるのが見えた。
　覚おぼ束つかない足取りで前を行くのは初老の男。遠目でも明らかなほど、怯おびえきっている。その後ろに居るのは、自分と同年輩くらいに見える若い女。
　二人は機動隊員から十分な距きよ離りをとって足を止めた。包ほう囲い網もうに緊張が走る。
「ん……こほん」
　女は咳せき払ばらいをし、そして大きく息を吸い込んだ。
「──えーと、皆みなさん、本日はお集まりいただいて、ありがとうございます」
　その口から出てきたのは、場ば違ちがいともいえるほど呑のん気きな言葉だった。
　一いつ瞬しゆん、その場に居た全員があっけにとられる。
「こういう場に不慣れなもので、多少緊張しております。昔から喋しやべるのはあまり得意なほうではないんですよね、私。で、その、お聞き苦しい点が多々あるかと思いますが、最後までお付き合いいただけると、大変うれしいです」
　女はうん、とひとつ肯いた。
「そうですね、まず自己紹しよ介うかいから参りましょうか。私の名前は椎葉一花、魔法士です」
（椎葉一花──？）
　その名前には何となく聞き覚えがあるような気がした。
　梨子は一花を観察した。まずまず綺き麗れいな顔立ちをしているが、特に華はながあるというわけではない。どことなくぽやんとした、ごく普ふ通つうの女性に見えた。少なくとも、人質を取って篭城などという凶きよう悪あく犯罪を起こすような人間だとは信じがたい。
「そして、私の前に居るのは倉科恭太郎さん。元特別対策局長で、私の上司だった方です。素質判定のランクで言うとＡ。魔法士の中でも一流と言っていいレベルですね」
　そこで一花はにこりと笑う。
「今から私はこの人を殺します」
　梨子は思わず目を瞬かせた。
　平和そのものの口調で紡つむがれたその言葉の意味を瞬しゆ間んか的んてきに理解できたものは、この場に何人居ただろうか。
「動機は怨えん恨こんということになるでしょうか。私はこの方を含ふくむ偉えらい人たちのせいで、ひどい思いをすることになったのですから。──えっと、告知は以上です。では皆さん、ゆっくりとご覧下さい」
　一花が口を閉ざす。
　一拍ぱく遅おくれて周囲がどよめきと怒ど号ごうに包まれた。
『む、無駄な抵てい抗こうを止め、人質を解放し──』
　拡声器を通して怒ど鳴なろうとした警官は、しかし最後まで言い終えることができなかった。
　包囲最前列の機動隊員が構えた盾、数十はあろうかというそれが、すべて同時に砕くだけ散ちったのである。
「一応警告。手を出すと怪け我がしますよ」
　常じよ軌うきを逸いつする魔法の力により遮しや蔽へい物を失った警官たちは、悲鳴を上げながらあわててパトカーの陰かげに逃にげ込んだ。
「倉科さんはあなた方全員を合わせたより強いですから、あなた方にできることはなにもありません。魔法士同士の闘たたかいに普通の人が割り込んじゃダメです。おとなしく観戦されるのがよろしいかと」
　倉科はびくっと体を震わせる。
　元特別対策局長というからには、高い実力を誇る魔法士なのだろう。だが、その彼の一花に対する異様な怯えようは何なのだろうか。
　魔法士というのは、普通を逸いつ脱だつした存在だ。だが、この女性は──それとは違ちがう意味でどこかがおかしい気がする。
　梨子は頭の中で中継用の原げん稿こうを練るのも忘れ、固かた唾ずを呑んでなりゆきを見守った。
「さて、倉科さん、始めましょうか。もちろん抵抗しても構いませんよ」
　倉科は救いを求めるように左右に視線を走らせ、逃げ場ばを求めるように周囲を見回す。そして、いずれも無駄だと悟さとると絶望的な顔で一花を見み据すえた。
　同時にずしんと地面が揺れる。
　巨きよ大だいな衝しよ撃うげ波きはがアスファルトを抉えぐり、一花の背後にある倉科の家を吹き飛ばす。強きよ烈うれつな爆ばく風ふうが梨子の居る場所まで吹き寄よせ、危あやうく飛ばされそうになる。
　だが、土つち煙けむりが晴れると──そこには傷一つ無い一花が立っていた。
「気が済みました？　次は私の番ということでよろしいですか？」
　微笑ほほえみかけられた倉科は、一瞬、顔を強こわ張ばらせる。
「あ……ああ、あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」
　そして悲鳴のような雄お叫たけびのような声を上げ、踵きびすを返して逃げ出そうとした。
　だが次の瞬間、その姿が消失した。
　いや──そうではない。まるで地面に吸い込まれるかのような勢いで、潰つぶれたのだ。常識の範はん疇ちゆうを超こえる力で圧あつ搾さくされて。
　道路のしみとなった人体を確かく認にんし、一花は観衆に微笑みかけた。
「ご覧いただけましたか？　警察とテレビ局のみなさん、そしてテレビの前の皆さん」
　誰だれ一ひと人り、声を上げることすらできなかった。
（何……これ……）
　頭の中が真っ白になった。
　喉のどの奥から何かがせり上がってくる。気付いたとき、梨子は嘔おう吐としていた。胃の中のものすべてを絞り出しても、まだ吐き気けが収まらなかった。
「さて、ここからは日本国政府の中ちゆ枢うすうに居る方々へのメッセージです」
　朦もう朧ろうとした意識に一花の声が届いた。自分を叱しつ咤たしてどうにか顔を上げる。
「あなた方は五年前の魔法士の海外派遣のことをご記き憶おくでしょうか。その経けい緯いを公式資料として公開して下さい。私からの要求はその一点です」
　報ほう道どう陣じんがざわついた。梨子もおぼろげにだが覚えている。確か平和維い持じ活動のため中東に向かった魔法士たちが殉職した事件だっただろうか。
「一応言っておきますが、私の目的は、決して政府の皆さんを殺すことではありません。ただ、要求が果たされない場合、今日起きたような事が何度も繰くり返かえされることになります。標的は……そうですね、この放送を見て心当たりを覚えられた方全員と言っておきましょうか。私はあなた方を喰くらいながら、一歩一歩進みます。あなた方を屈くつ服ぷくさせるか、喰い尽つくしてしまえば私の勝ち。私を止めることができればあなた方の勝ち。そういう勝負。これが私の復ふく讐しゆうです」
　ふう、と一花は息をつく。
「言い忘れたことはない……よね。以上です。マスコミの皆さん、ご協力ありがとうございました！」
　深々と一礼して彼かの女じよが歩き出すと、進行方向の人ひと垣がきが紅海の水のようにざっと割れた。
　一花はその中を悠ゆう然ぜんと進み、やがて見えなくなった。
　と、同時にまるで魔法が解けたように周囲の動きが慌あわただしくなる。緊きんき急ゆう配備を、とかパトカーを出せとかいう怒号が響いた。
[image: 画像]
『──おい、堂垣、ボケてんじゃねえ！　中継行くぞ！』
「す、すみません！」
　呆ほうけていた梨子はイヤホンからの声で我に返った。
　そうだ、仕事をしなければ……。慌しく周囲と言葉を交かわし、喋るべきことを頭の中で纏まとめる。
（何なの、あの無む茶ちや苦く茶ちやな存在は──）
　衝しよ撃うげきから立ち直ると同時に、強い怒いかりと嫌けん悪おが湧わき上あがってきた。
　魔法士に関する基き礎そ的てきな知識はもちろん持っている。だが、実際に自分の目で魔法を見るのは初めてだった。
　あまりにも、あまりにも異常だと思った。
　あんなのは、許してはいけない。
　人間があんなに圧あつ倒とう的てきな能力を持つこと、そしてそれを利用し、自分の意思を通すために恐怖を以もつて他者を威い圧あつすること──絶対にそんなことが許される社会であってはならないのだ。


＊　＊　＊


　非道なテロ行こう為いを糾きゆ弾うだんする女性記者の中継から画面が切り替わった後も、十郎はぼんやりとテレビを見ていた。
　特に何の感情も動かない。遠い世界の出来事のように感じられる。
　ただ、これで一花は後あと戻もどりのできない道に踏ふみ込んだのだということを理解した。


＊　＊　＊


　一花はビルの壁へき面めんを軽かろやかに歩いていた。
　倉科邸ていでの包囲をざっと見た感じ、魔法士はほとんど動員されていないようだった。であれば、こうして三次元で移動すれば追ってくるのは不可能だろう。
「うまく喋れた、かなあ」
　小さく呟つぶやく。緊張していたので、何を言ったのか自分でもよく覚えていない。大体事前に考えていた通りに話せたと思うのだが……
　おそらく今日の映像は各社の報道番組で繰り返し繰り返し使われることになるだろう。とちったり、妙みようなことを口走っていたりしたら、少し恥はずかしい。
　と、そのとき携帯電話が鳴った。
　一花は発信者の名前を見て、眉を寄せた。少し迷ったが、結局ため息を一つついて電話に出ることにする。
「はい、もしもし？」
『もしもし、じゃない！　何やってんだ、あんたは！』
　晶あきらの怒鳴り声ごえが聞こえてきた。
「ああ、テレビご覧になったんですね。私、ちゃんと失敗せずに話せてました？」
　返答は罵ば詈り雑ぞう言ごんの嵐あらし。受話器を耳から遠ざけてやり過ごす。
　適当なビルの屋上に降り立ち、頃ころ合あいを見計らって再び口を開いた。
「そもそも晶さん、私の考えてることなど知りたくもない、と仰おつしやったじゃないですか。今になって怒おこられても困ります」
『あんなバカな真似するとは思わなかったんだよ！　魔法士の立場悪くするだけだろうが！』
「バカと言われるのは心外なんですけど……」
『……なあ、一花。あんた、自分が魔法士であるって事実に、そして他人からの扱いに誰よりも傷ついてきたんじゃないのか。なんでこんなことするんだよ？　全員巻き込んで破は滅めつするつもりか？』
「いえいえ、破滅ではなく復讐です。私の恨みは深いのですよ」
『…………』
　携帯の向こうが沈ちん黙もくする。一花はくすりと笑った。
「別に自じ暴ぼう自じ棄きになっているわけではありません。ただ、意味と価値を見み出いだしたいのです。私は私が──」
　そこで言葉を切る。
『おい、どうした？』
「……申し訳ないですけど、急用です。続きはまた今度」
　電話を切って正面に向き直る。そして、目の前の人物に話しかけた。
「何か私に御ご用よう？」
　穏おだやかな笑みを浮うかべた青年がたたずんでいた。


＊　＊　＊


　能勢は目の前の女性を眺めた。
　二〇代前半、眼鏡めがねの奥おくの優やさしげな瞳ひとみに、穏やかな表情。顔の造作自体は整っているものの、印象としてはごく地味な女性だ。
「どうも、はじめまして。特別対策局の能勢と申します」
「はい、はじめまして。椎葉一花です」
　ぺこりと頭を下げる。
「特別対策局というと、私の後こう輩はいで、あと、十郎くんの同どう僚りようだということですね。今は淵上さんが局長だと聞いていますけど……お元気ですか？」
「元気一いつ杯ぱいですよ。ずっと働きづめです。私たち部下のためにも、少しくらい休んでくれると嬉うれしいんですけどね」
「変わってないんだ。懐なつかしいなあ」
　一花はくすくすと笑う。
　椎葉一花が倉科のところに現れたという情報は、警官隊が現場へ駆かけつけるのに並行して特別対策局にももたらされていた。そして同時に、手を出さずに静観するように、という命令も。
　もっともそれでおとなしくしている能勢ではない。好機と見て来てみたところ、幸運にも捕ほ捉そくすることができたというわけである。
「ビルの間を渡わたってたから、マナの動きで私の居場所わかったのかな？　うまく気配を消してたつもりだったんだけど、優ゆう秀しゆうなんだね、えーと、能勢くんは」
　にこやかに話す様子からは、最も恐れられている魔法士であるという片へん鱗りんも窺えない。
　とはいえ、たった今、人を一人殺して来たところだというのにまったく動どう揺ようが見られないあたり、不気味ではある。
　慣れきってしまって機械のように処理できるというタイプではなさそうだ。かといって能勢のように殺しを楽しんでいるわけでもないだろう。内面のどこかがひどくずれているような、何かが歪ゆがんでいるような……そんな印象を受ける。
「それで、私に何か？」
「ええ。一手御ご指し南なんをお願いしたく思いまして」
　言い終えると同時に能勢は《魔ま弾だん》を放った。
　だが一瞬で掻き消される。
《障しよ壁うへき》で防いだのではない。同じ大きさの《魔ま弾だん》をぶつけて相そう殺さいしたのだ。
「危ないよ」
　少し困ったような、それでも呑気な声で一花はそう言った。
（なるほど、これは確かに……）
　化物の部類だろう。
　軽い牽けん制せいのつもりだったとはいえ、さほど手加減はしていない。にもかかわらず、攻こう撃げきを確認してから同じ大きさの《魔ま弾だん》を施呪キヤステイングできる──これはすなわち、少なくともマナを操る能力に関しては能勢を上回っているということだ。
「そうこなくてはね」
　能勢は笑う。そして足元に《魔ま弾だん》。狙ねらいは足場の破は壊かい。
　一花が飛び上がった所に《大おお顎あぎと》。
　だが彼女は空中でふわりと動いてかわした。複数の《見みえざる手て》を見事に制せい御ぎよしている。
「こういう戦い方すると、後で怒られない？　あちこち壊こわれるし、下手すると巻き込まれて怪け我が人にんが出るよ？」
　フェンスの上に立って一花は言った。
　能勢は再び《大おお顎あぎと》。不可視の顎はフェンスを大きく喰い破るが、一花は給きゆ水うす塔いとうまで軽々と飛び上がった。
「もともと命令を無視して此こ処こにいるわけですし。それに周りに気を遣つかいながらあなたと戦えという方が無む茶ちやでしょう」
「それを言ったら、私と戦うことそのものが無茶だと思うけどな」
　一花は無造作に《魔ま弾だん》を放つ。
　能勢は瞬しゆ時んじに《障しよ壁うへき》を張る。が、光弾はやすやすと防ぼう壁へきを突とつ破ぱした。
「────っ！」
　辛かろうじて直ちよ撃くげきは避さけたが、大きく体勢を崩くずし膝ひざを突つく。掠かすめただけだったにもかかわらず、体がばらばらになりそうな衝撃が走った。
「能勢くん、君は良い魔法士だと思うけど……力の差を考えれば無む謀ぼうだよね」
「……確かに」
　ゆっくりと立ち上がりながら、肯く。
《障しよ壁うへき》でわずかなりとも軌き道どうを逸そらすことができていなければ、消し飛ばされていただろう。
　自うぬ惚ぼれでも余よ裕ゆうでもなく、一花の言葉は単なる事実だ。複数施呪マルチキヤステイングをほとんど使っていないというのに、既すでに対たい抗こうしきれなくなりつつある。基き礎そ能力が余りにも違いすぎる。
「できるなら退いてくれると助かるんだけどなあ。私、殺すのは好きじゃないの」
「そうですか。残念ながら、僕ぼくは大好きなのですよ」
　命を賭かけて闘うなら、殺すことと殺されることは常に表ひよ裏うり一いつ体たい。
　だが、ただ一つだけ、この両者には大きな差異がある。殺されるのは一生に一度しか体験できないということだ。
　そして──この相手はその一度を捧ささげるに足る。
（まずいですね）
　内心で呟く。
　そう、実にまずい。
　抑おさえが利かなくなる。
　ただの様子見のつもりだったのに、そんなことはどうでも良くなりつつある。
　この場で、ビルが倒壊するまで、力をぶつけたい。殺したい。殺されたい。
　──殺し合いたい。
　その瞬間、感情が理性の臨界点を超えた。
　これまでとは明らかに違う規模のマナが、能勢の周囲に集つどう。
　わずかに一花が眉まゆをひそめる。
　全力を解放、全すべてを粉々にぶち壊したいという欲求をそのまま相手に叩たたきつけようとする、その瞬間──突とつ然ぜん横合いから一花目がけて《魔ま弾だん》が放たれた。
　彼女は軽く弾はじいて、闖ちん入にゆ者うしやに視線を向ける。能勢もそれに倣ならうと、見覚えのある姿が視界に映った。
「まったく、派手に壊してくれたもんだなあ。市民の皆さんにご迷めい惑わくを掛かけるんじゃない、能勢。……久しぶりだな、椎葉」
　淵上は緊張感のない口調でそう言った。
「はい、お久しぶりです」
　一花も穏やかに応じる。
「すまんね、死人が増えるだけだから手出し無用と命令しておいたんだが」
　視線を向けた淵上に、能勢は軽く頭を下げる。一瞬で冷静さを取とり戻もどしていた。幸か不幸か、タイミングを逸してしまったようだ。
「淵上さんはどうしてここへ？　私を捕つかまえにいらっしゃったのですか？」
「いや。実力行使じゃ、どう転んだって勝てないからな」
　戦ってみた能勢にも分かる。一対一はもちろん、集団戦でも勝ち目は薄うすいだろう。
　もっとも、ゼロだとは思っていない。人間である以上、限界も弱点もあるはずだ。次の機会があれば、もっと楽しい戦いをしようと心に誓ちかう。
「とはいえお前はこの国に喧けん嘩かを売ったわけだ。俺は職務上、お前をどうにかしなきゃならん。──以前に教えたが、覚えているかな？　相手に勝つ方法には二通りあると」
「もちろん」
　一花はにっこりと笑う。
「一つは物理的に抵抗できなくすること、もう一つは精神的に抵抗できなくすること、でしたね。──つまり、私を説得して白旗を上げさせようということですか？」
　特別対策局の魔法士は、基本的に過かじ剰ような実力行使を控ひかえることになっている。大たい抵ていの場合は相手の戦意を奪うばえば事足りるからだ。もちろん状況によってはその限りではないし、能勢のような手段が目的と化している人間も居るわけではあるが。
　今回のケースに対しどういう方針をとるにしても、一花と接せつ触しよくし交こう渉しようの余地を探さぐる努力は必要になる。だから淵上が一人でやってきたというわけだろう。
　能勢は一花の様子を探る。意識は淵上の方を向いているが、奇き襲しゆうを許してくれるほどの隙すきはなさそうだ。
「五年前の資料を公開とか言ってたな。公開させてどうする？」
「裏で何が行われているのか、また私たちがどういう扱いを受けているのか、多くの人に知ってもらうことができます。淵上さんもご存じでしょう？　五年前、どういう経緯で私たちが派遣されることになったのか」
「政府の奴やつらが素す直なおに真実を公開するとは限らんぞ？」
「であれば、公開するか後こう悔かいするまで殺し続けるだけです。ああ、ちょっと上う手まいこと言いましたねえ、私」
　一花はのんびりとした口調で言い、うんうんと肯いた。
「椎葉十郎を──弟を手に掛けようとしたのは？」
「事を始めるに当たって、私の覚かく悟ごを見せることができるからです。あなた方があの子を人ひと質じちとして利用しようとするのは目に見えてましたし、そんな手はもう通用しないよということで」
「でも結局殺さなかった」
「えーと、私が動けば注目を集めることになりますよね。であれば、それから殺した方が、私の力を示すことができて効果的でしょう？　殺しかけてからそれに気付いたので、慌あわてて手当てすることにしたんです。相変わらず優ゆう柔じゆ不うふ断だんですね、私。昔もよく淵上さんに怒られましたけど」
「どうやって殺すつもりだ？　さすがにあんなことがあれば、我々も椎葉十郎を保護することになるが」
「使い道が色々ありますものね。でも、それも狙いの一つ」
　一花は楽しげな顔で続ける。
「あなた方が必死で護る、あるいは隠かくす、そういう人物を殺すことで、一いつ切さいの抵抗は無駄だとアピールすることができます。──十郎くん、既に病院から移動させましたよね？　言っておきますが、こちらの情報収集能力はなかなかのものですよ？」
「情報収集能力、ね」
　淵上は渋しぶい顔でがりがりと頭を掻かいた。
「お前さんの背後には誰がいる？」
「誰もいませんよ。これは私の意志で、私一人が行っていることです。──協力してくれる人はいますけど、それは口に出すわけにはいきませんね。迷惑が掛かりますし」
　一花は屈くつ託たくなく笑った。
「……お前、変わったかな。それほどまでにこの国が憎にくかったか？」
「もちろん憎いですよ。私がどう遇ぐうされてきたか、ご存じでしょう？」
「まあなあ」
　んー、と淵上は考えるように視線を宙に向ける。
「なら、一つ提案なんだが──今のところ、政府の側に立って魔法士を取りまとめる責任を負っているのは俺だ。この命をくれてやるから、それで終わりにしてくれたりはせんかな？」
　能勢は思わず局長の顔を見直す。その表情は普ふ段だんと変わりなく、どこまで本気なのかわからなかった。
「不足ですよ」
　一花は、首を振ふった。
「あなた一人の命だけでは。全然足りません」
　淵上はただ短く、そうか、とだけ答えた。
「あなた個人に恨うらみがあるわけではありませんから、命を落としたくなければ私に関かかわらないことをおすすめしますけど」
「そうもいかんのだな、これが。勤め人の悲しさでね」
「なら、いずれまたお会いすることになるのかもしれませんね。──そろそろ失礼して構わないでしょうか？」
　返事の代わりに淵上がひらひらと手を振ると、彼女は一礼して軽やかな足取りで歩き出し、ふわりとビルの屋上から飛び降りた。能勢が駆け寄ったときにはもうどこにもその姿は見えなかった。
「怪我は？」
　淵上が能勢に視線を向ける。
「ま、何とか。大したことはありません」
　おそらく打だ撲ぼく。もしかすると肋ろつ骨こつあたりにひびが入ったかもしれないが、動けないほどではない。
「だから言ったろうが、戦うなと」
「すみませんね」
「悪いと思ってないのに謝あやまるな。あー、まったくどいつもこいつも」
　淵上はぶつぶつとぼやいている。冴さえない外見も相まって、その姿はまるきり一いつ般ぱん企きぎ業ようの中間管理職だ。
　ただ、彼かれは彼でうまく魔法士たちを統とう率そつしていると思う。融ゆう通ずうの利きかない上司なら、独断専行をこの程度の叱しつ責せきで許すはずはない。適度に手た綱づなを緩ゆるめてくれるからこそ、能勢も普段は一応真ま面じ目めに働こうかという気になるのである。
「背後関係は洗いますか？」
「いいよ。見当は付くし、あの糞ったれミサイル会社ならどうせ手は出せん。しかし、椎葉弟の居場所は確実に割れるなあ。内部情報筒つつ抜ぬけだろうし」
　ＰＭ社の影えいき響よう力りよくは国の中枢にも深く根を下ろしている。今回の騒そう動どうで利を得る者も存在するのだろう。
「結局、何が目的なんでしょうね、彼女」
「さて……本気でお偉えら方がたを殺すつもりなのは間ま違ちがいないだろうが、今ひとつ真意が掴つかみづらい。怒り狂くるって暴れる奴より、冷静におかしくなる奴の方が怖こわいんだよなあ。溜ため込むタイプだったのかね、あいつ」
「戦場の過か酷こくな経験で心が折れてしまったのでしょうか？」
　珍めずらしいことではないだろう。折れるほど真まっ直すぐな心など最初から持ち合わせていない自分には、理解しえない感覚ではあるが。
　だが、淵上は首を横に振った。
「多分、逆だな。折れなかったからああなっちまったんだろう」
「はい？」
　能勢は眉を寄せた。意味がよくわからない。
「人の心は複雑で強きよ靭うじんで繊せん細さいだってこった。──とりあえず、捕捉と監かん視しのための努力と、潜せん伏ぷく先の割り出しは続行しよう。とはいえ、問題はその後だろうなあ……さて、どうしたものか」
　淵上は大きくため息をついた。
三章　彼女が見た景色




「さて、どうしたものかな」
　穏やかに雛咲伊い蔵ぞうは言い、集まった人間の顔を見回した。
「椎葉一花によって殺されたのは、ここ四日で三人。彼女が本気であることはもはや疑いようがない。近いうちにその手が我々の所にまで伸びてくるやもしれん。対策について何か意見があれば、発言してもらいたい」
　この場にいる数名はいずれも政財界の重じゆ鎮うちん、一言で国務大臣の首をすげ替かえることも可能な男たちである。その彼らがいずれも憔しよ悴うすいの色を露あらわにし、恐きよ怖うふに喘あえいでいた。
「一つ言えるのは、あの女の要求に従うのは論外だということだ」
　一人が口を開く。
　五年前の魔法士海外派は遣けん。平和維持活動を名目としたそれには裏があった。
　当時、中東のとある国の政治活動に介かい入にゆうしていた某ぼう大たい国こくが、反対勢力の抵抗に手を焼き協力を要よう請せいしてきたのだ。日本は輸入関税を部分的に引き下げることを条件に、それに応じた。こちらにとっては外交成果を挙げることができ、相手国にとっては汚よごれ仕事の面でも協力態勢を築くことが可能になったという、どちらにとっても利益のある取引だった。これを日本側の代表として纏めたのが、当時外務大臣を務めていた伊蔵を中心とする面々だった。
　もっとも公に出来ることではない。魔法士を他国で虐ぎや殺くさつに参加させるなどというのは、国内法にも国際法にも明確に違い反はんする行為だ。外部に漏もれれば、伊蔵たちの失しつ脚きやくは免まぬがれえないものとなるだろう。
「ではどうするね？」
「いくら優秀でも、壊れた道具は使い物にならん。やはり、反国家テロリストと公的に認にん定ていし、国を挙げてあの女を処分することに……」
「どうやって？」
　伊蔵が問うと、相手はぐっと言葉に詰つまった。
　一花の恫どう喝かつは極きわめてシンプルだ。従わなければ殺す。
　反政府主義者の主張としては一いつ般ぱん的てきかつ効果的なものであり、テロリストとして扱あつかうことに関しては何の問題もない。テロは鎮ちん圧あつされて然しかるべきであり、普通ならあっさりとそうなって片が付く話だろう。日本の治安機構は極めて優秀だ。
　しかし問題はこの相手が普通ではないということだ。彼女は世界でも最優秀クラスの魔法士、一人で日本の全軍事力を凌りよ駕うがしかねない存在である。
「そうだ！　確かあの女には身内がいたのではないか？　特別対策局に居たときは、家族を盾たてに取ることでうまく飼い慣らせていたそうじゃないか」
「弟は一番最初に椎葉一花に襲おそわれ、瀕ひん死しの重傷を負っている。人質を取るような真ま似ねは通用しないと思った方が良かろう」
　伊蔵は答えつつ、怯おびえるばかりで事件の経緯すら把は握あくしていない盟友の無能に苦々しさを覚えていた。まったく見苦しい。
　一花のことはもちろん最大の懸けん案あん事じ項こうだが、伊蔵にはもう一点引ひっ掛かっていることがある。彼女を匿かくまい、入出国や情報の提供など、今回の事を起こすに当たって協力している存在があるということだ。
（見当は付くがな）
　世界地図の上で刺し激げき的てきなゲームを繰り広ひろげることが趣しゆ味みの、あの忌いま々いましい男の顔を心に思おもい描えがく。今のところ関かん与よを示す証しよ拠うこはないが、うまく尻尾しつぽを掴めばＰＭ社方面に圧力をかけたり取引をすることが可能かもしれない。
　一方、椎葉一花の方には、取引の余地はなさそうだ。
　上手く誘導して敵対派閥の人間を殺させることでもできればいいが、交渉が成立する相手ではないだろう。であれば、きっちり処理して後あと腐くされなく騒動を終息させることにより、自分の立場を強化するのが一番の得策ということになる。
（こういうときのための切り札だ。あの手て駒ごまを動かすか……）
　伊蔵は内心でそう呟いた。


＊　＊　＊


「よいしょ」
　あと少しだ、と自分を励はげまし、大きな鞄かばんを抱かかえ直す。
　目の前にあるのは守もりヶが丘おか初等育成校の寮りよう。
　冬休みはまだ数日残っているが、月つき子こはここに帰ってきた。
　教官の一人が入院したので、クラス委員長として諸もろ々もろの作業を手伝わなければならない──そういうことにして実家から戻ってくることにしたのだ。もちろん、家よりはるかに行動が自由になるからである。
　月子は寮の中に入り、廊ろう下かを歩いていく。静かなのは、ほとんどの生徒がまだ帰省中だからだろう。
　年長組には個室が与あたえられている。月子の部屋は三階。階段を上って廊下を行くと、程ほどなく自室が見えてきた。
　と、次の瞬しゆ間んかんそのドアが開き──中から最さい部べし駿ゆん介すけが姿を現した。
　同時に向こうも月子の姿を発見し、驚おどろいたように硬こう直ちよくする。
　少数ながら帰省しない生徒も居ることは知っていたし、駿介が寮に残っていること自体は不思議ではない。が──
「……どうして、最部くんが私の部屋から？」
「いや、お、俺は──」
　そこで月子は思い出す。自分は部屋で猫ねこを飼っていること。そして、駿介はかつてその猫を遊び半分で殺そうとしたことを。
　鞄を放ほうり出だし、駿介を押おしのけて部屋に飛び込む。
「サバタロー！」
　サバトラ柄がらの猫は──呑のん気きな顔で餌えさを食べていた。
　月子の姿を認めると、顔を上げてにゃあと鳴く。そして飼い主を迎むかえるか、餌を食べ続けるかで一いつし瞬ゆん迷ったあと、後者を選せん択たくした。
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　月子は安あん堵どの息をついた。
「……言っとくけど、虐いじめたりしてねーぞ、俺」
　背後から不ふ機き嫌げんそうな声が聞こえた。
「あ……」
　駿介の存在を思い出し、幾いく分ぶん気まずい思いで振り返る。
「お前、冬休みの間、猫の世話頼たのんでいったんだろ。嘉か神がみが忙いそがしいときなんかは、俺が手伝ってるんだよ」
　よく見れば、キャットフードの袋ふくろや、取り替えたトイレの砂を入れたゴミ袋ぶくろを持っている。誤解したことを悟さとった月子は、怒ど鳴なりつけられる予感に身をすくませた。
　だが駿介は小さく舌打ちしただけだった。
「クソうぜえ。びくびくすんな。もとはといえば俺がわりぃんだからよ」
《見みえざる手て》に運ばれた月子の鞄がどすんと目の前に置かれる。
「忘れ物。廊下に置きっぱなしにすんな。邪じや魔まだから。てか、魔法使えよ。こんな重いもん自分で持ち運ばずにさ」
「し、椎しい葉ば先生が、あんまり魔法に頼たよる癖くせをつけるなって仰ってたので……」
　十じゆ郎うろうの口くち癖ぐせなのである。
　だが、その名前を口にしたとたん胸がずきんと痛んだ。冷たく突き放はなされたこと、今彼の身に起こっていることが思い出され、泣きそうになる。
　危険から遠ざけたいのだという意図はわかっていた。だから、負担にならないよう必死で取り繕つくろった。会えないのは仕方がないと思っているし、十郎の力になること、十郎により近付くことを放ほう棄きしたつもりもない。
　でも──やはり、心が苦しい。辛い。本当に、あの人は自分にとって特別な存在なのだ。
　ぐっと涙なみだをこらえ、我に返ると、いつのまにか駿介は居なくなっていた。
（──呆あきれられたよね）
　情じよう緒ちよ不安定もいいところだ。月子はため息をついて、部屋のドアを閉める。
　食事を終えたサバタローが主人を見上げ、不思議そうな顔をしてにゃあと鳴いた。


　月子は荷物を片付けると、図書室のパソコンコーナーに向かった。
　一連の一いち花かの事件は大きなニュースになっていた。月子はリアルタイムで見てはいなかったが、魔法士が派手に人を殺すところが全国中ちゆ継うけいされたので、大おお騒さわぎになったということだ。
　このところ父や祖父が慌ただしく動き回っているのは、おそらくその対策のためだったのだろう。
　ネット上のニュースサイトに書かれてあることは、新聞記事で読んだものと大差なかった。事件の詳しよ細うさいを伝えるとともに、ほとんどのサイトが一花を非難弾だん劾がいしている。一方、個人のブログや大手掲けい示じ板ばんなどの中には面おも白しろがって一花の肩かたを持つような意見もあったが、事実関係となると無責任な空想や憶おく測そくばかりで、特に意味のありそうな情報は見当たらなかった。
（もっと彼女について知りたい……）
　月子は椎葉一花という人物を直接には知らない。だが、十郎の話から抱いだいたイメージは優しく穏やかな女性というものだった。こんな恐おそろしい事件を平気で起こすような人物ではないような気がしたのだ。だからまず、彼女について調べ、どんな人間だったのか知りたいと思った。
　さらに過去のものを含め、記事を検けん索さくする。
　やがて月子は一花の死亡記事に辿たどり着ついた。五年前の夏、中東でテロに巻き込まれ殉じゆん職しよくした、とある。写真の彼女は穏やかに笑っていた。
　椎葉一花、石いし暮ぐれ陸りく人と、御み小こし柴ばり亮よう、葛かつ城らぎ功こう哉や、九くよ曜うあ晶きら、乾いぬい廉れん平ぺい、才さい賀が翔しよ太うた郎ろう、名な坂さか千ち早はや。
　八人は、このとき以降行方ゆくえをくらませて、国家のくびきから自由になった。
　家族を人質に取られ、ひどい扱いを受けていたことは十郎に聞いている。だから日本という国を憎むのはわかる。賛同するかどうかとか自分ならどうするかとかはひとまず置くとしても、心情を想像できなくはない。
　だが、弟を──十郎を殺すというのはどうだろう。
　愛している人間を殺したくなる心理というのは、いったいどんなものなのだろう。
　例えば自分が十郎を殺したくなるとして、それはどんな場合だろうか──と考えかけて、月子は止めた。仮定するだけで気分が悪くなった。
　もう一度、最初から考え直してみる。もしかしたら、前提が間違っているのかもしれない。
　一花が最初から十郎に情愛など持っていなかったとすればどうだろう。騙だましていた、もしくは十郎が勝手に勘かん違ちがいをしていただけであって──
（……嫌なこと考えてるな、私）
　ため息をつく。そもそも何の根こん拠きよもない推測だ。
　どうあれ、十郎を傷つけたという一点のみで、月子は彼女のことが好きになれそうにもない。むしろ、許せないという強い怒いかりを感じる。ただ、そのひととなりを知りたいという気持ちは、さらに強くなった。
　十郎は月子のことをずっと気に掛け、護ろうとしていてくれた。おそらく同じ複数施呪者マルチキヤスターである一花がどう扱われてきたか、知っていたからだろう。
　彼女はもう一人の自分だ。
　なら、もっと知らなければならない。椎葉一花という人間を理解しなければならない。それが義務だと思う。十郎に報むくいるためにも。


　気が付けば窓の外は暗くなっていた。
　帰きり寮ようすることは連れん絡らくしてあったので、月子の分も夕食の用意はあるはずだ。さほど食欲はなかったが、調べものを中断して食堂へ向かうことにする。
　普段は寮にいる全員が揃そろって夕食を食べるが、人数の少ない休み中はそれほど厳格に時間が決められているわけではない。
　食堂の端はしの方に、一人で食事をしている駿介の姿があった。昼間の誤解の謝罪と、鞄を運んでもらったことに関して礼を言っておくべきだろうかと考える。だが結局、どう接したものか決めかねて、月子は自分のトレイを持ち彼から離はなれた適当な席に着いた。
　春に起きた占せん拠きよ事件の際に寮が半壊したため、食堂も一度全面的に改装されている。
　真新しく清潔感のあるこの場所が好きで、毎回の食事も楽しみにしていたのだが──それも菜な々な香かや紗さ弓ゆみがいればこそだということに、月子は気付いた。一人で食べる夕食は実に味気ない。
　これからどうしようかな、と月子は明日以降のことを思った。
　新聞記事を漁あさって得られる物はもうないだろう。となれば、一花について直接的に知っている人物に話を聞くことができれば良いのだが……
「あ、月子ちゃん、戻ってきてたんだー」
　とそのとき、明るい声が聞こえた。
　声の主はガーッと乱暴に椅い子すを引いて、隣となりの席に腰こしを下ろした。
「卯う滝たき先生……」
　この過剰なまでに陽気な年上の少女に、月子は幾分苦手意識を持っている。決して嫌きらいというわけではないのだが──
「信し乃の先生と嘉神先生が病院のお仕事に行ってるから、今日は私が寮の担当。椎葉先生が入院しちゃったから、もー忙しくて忙しくて。あ、そうそう。隙を見てまたお見み舞まいに行こうと思ってたんだけど、先生、転院しちゃったんだってねー」
「そう、ですね」
　唯ゆい里りは十郎に好意を抱いている。そしてそのことを隠そうともしない。前向きで挫くじけない性格に、月子はときどき劣れつ等とう感かんにも似た感情を覚えさせられる。
（あ、そういえば──）
　能の勢せが唯里も一花を目もく撃げきしたはずとか言っていた。話を聞けば何か情報が得られるだろうか。
「卯滝先生はニュース見ましたか？　あの、魔ま法ほう士の人が……」
「あー……うん」
　唯里はご飯が山盛りに盛られた丼どんぶりを置いて、ため息をついた。
「椎葉先生のお姉さんなんだってね。おかげで椎葉先生の立場もややこしくなってるって先生に聞いたけど」
「椎葉先生が入院してたとき、病院に来たらしいですけど……卯滝先生、会ったんですよね？　どんな感じの人でした？」
「あれ、なんで知ってるの？　どんな感じって──別に信乃先生と話しているのをちらっと見ただけだから、何とも。見た目はすごく優しそうな人だよ。ただ、ちょっと変な感じはしたかなー」
「変な感じ？」
「笑ってるのに笑ってないような、穏やかな顔なのに何だか怖いような、そんな感じ。うまく言えないけど。──少なくとも前に会ったときとは印象が全然違ってたなー」
「前に会ったって──会ったことあるんですか？」
　思わず尋たずねる。
「うん。小ちっちゃいときにね。向こうは覚えてないだろうけど。──私ね、あのお姉さんに命を助けてもらった」
　唯里は少し寂さびしそうな顔になった。
「外国で人質事件に巻き込まれて殺されそうになってね、そのときに居合わせて救い出してくれたのが、一花さんだった。複数施呪者マルチキヤスターのすごい魔法士。強くて、優しくて、憧あこがれてた。私が特とく殊しゆ執しつ行こう官かんを目指すきっかけになった人。あんなことをするような人には見えなかったんだけどなー」
　月子は掛ける言葉を失う。表情は苦くし笑ように近かったが、本気で深く深く落ち込んでいるのが分かった。
「多分、一番椎葉先生がショックなんだろうし、私がこんなこと言ってちゃダメなんだろうけどね」
「……あの」
　気付いたときには月子は口を開いていた。
「先生は、椎葉一花さんについて、もっと知りたいとは思いませんか？　何を考えているのか、なぜこんなことをしたのか」
「え？」
　唯里は目を瞬まばたかせる。
「私は……私は知りたいです。椎葉先生の辛い思いを理解したい、力になりたいって気持ちはもちろんあって、最初はそれだけが目的だったんですけど……今は、知らなきゃいけないんだって思うんです。そんなすごい人が、優しい人が、どうしてこうなってしまったのかを」
「でも、知るってどうすれば──」
　唯里がそう言いかけたとき、月子の携けい帯たいが鳴った。
　一花の件で頭が一いつ杯ぱいになっていたためすっかり忘れていたが、休み中とはいえ寮にいる間は携帯の使用は禁止、預けておくのが原則である。月子は隣の教官見習いの顔を見たが、仕方ないね、というように唯里が片目を瞑つぶったので、電話に出ることにした。
　発信者の表示は──紗弓である。
「もしもし？」
『あ、出た。寮にいるなら出れないかなあ、と思ったんだけど』
「え？　どうして、寮にいるのを知ってるんですか？」
　思わず尋ねる。思い立ってすぐこちらに戻ってきたので、菜々香や紗弓にも教えていなかったはずなのだが。
『んふふ、ひみつぅ』
　紗弓は意味ありげに笑った。
『それより月ちゃん、明日空いてる？　よかったら街の方でお昼でも一いつ緒しよにどうかなあ？菜々ちゃんも一緒に』


「あれ？　珍しい組み合わせだねえ」
　ハンバーガー店で一緒のテーブルに座すわっている二人を見、やってきた紗弓と菜々香は目を瞬かせた。
「ゆいちゃん、学校から月子と一緒に来たの？」
「うん。私もちょっとこのあと月子ちゃんと用事があってね。お邪魔しちゃってごめんねー。お詫わびに奢おごるよー」
「ううん、ゆいちゃんなら、全然おっけだよお」
「もちろん奢ってもらえるのは大だい歓かん迎げいだけどね」
「遠えん慮りよはいらないよ。一応、お給料もらってる身だしねー。さ、じゃあ、買ってこよっか」
　みんなでスポンサーに感謝の拍はく手しゆを送った後、カウンターで注文。席に戻ってハンバーガーを囓かじる。
　遠慮はいらないと言った唯里だったが、買い込んだ量が一番多かったのは当の本人だった。彼かの女じよの目の前にはカラフルなハンバーガーの包装紙が山のように積まれ、店内の人間の目を惹ひいている。
「……いつも思うんですけど、よく入りますね」
「成長のために必要だからねー。体が求めるんだ」
「成長……」
　月子は凹おう凸とつのはっきりした唯里の体型に羨せん望ぼうと嫉しつ妬との眼まな差ざしを向ける。
「育つから食べる必要が生まれるんであって、食べれば無条件に育つわけじゃないよ、月子」
「加減を間違うと横方向への成長期が訪おとずれそうだしねえ」
「ぐ……」
　唯里は一瞬ハンバーガーを口へ運ぶ手を止める。が、数秒の葛かつ藤とう後、結局食欲に負けたらしくジャンクフードの摂せつ取しゆ作業を再開した。
「いーよいーよ。食べた分はちゃんと動いて消費するんだもん」
　でも全然美お味いしくなくなったー、などとぼやいている。一番年上のはずなのに、ときどき一番子どもっぽい。
「でも、月ちゃん、普ふ通つうだね。ちょっと安心」
「普通？」
　月子は思わず隣の紗弓の顔を見た。
「うん。実はね、メールもらったの。月ちゃんの様子がちょっと変だから、声掛けてみたらって」
「あ、それで昨日私が寮にいることを知っていたんですね。でも、誰なんですか？　メールした人って。卯滝先生？」
　唯里に視線を向けるが、彼女は首を横に振った。
「ふぁふぁひふぁ──んぐ、私じゃないよー」
「名前は内ない緒しよ」
　紗弓は唇くちびるに指を当て、微びし笑ようする。
「知られたくなさそうだったしねえ」
「はあ……」
　誰だかわからないが、心配なら直接声を掛けてくれればよかったのに。
「気に掛けてくれる人がいるっていうのはいいことだよ。……で、何かあったの？　月子」
「えっと──」
　少し悩なやんだ後、月子は話すことにした。
「今、魔法士の女の人が事件起こしてるって話、知ってますか？」
「あ、ニュースで見たよ。椎葉って言ってたけど……」
「そうです。何年も前に死んだことになっていた、椎葉先生のお姉さんです」
　十郎に怪け我がを負わせたのも彼女であること。今、十郎が微びみ妙ような立場に立たされていること。拒きよ絶ぜつされたこと。でも先生の力になりたいこと。そして、それを別にしても、一花のことを知りたいと思っていること。
「昔の話だけど──私も一花さんのこと知っててねー」
　唯里が話を引き継ついだ。
「なんでこんなことになっちゃったんだろうな、と思ってて。で、昨日の夜、月子ちゃんと相談して、お家にお邪魔することにしたんだ。姿を消す以前の彼女のこととか、話が聞けないかなってことで」
「仕事上、父が魔法士関係に詳くわしいですから、何か教えてもらえるか詳しい人を紹しよ介うかいしてもらえるかと思って。学校の勉強の一いつ環かんだということにすれば、おそらく協力してもらえるのではないかと」
　雛ひな咲さき拓たく馬まは与よ党とうの代議士であり、魔法士関連法案の整備に関わることが多い。
　父親としては極めて厳格な人間で月子は彼を大の苦手としているのだが、昨夜勇気を出して連絡してみたのだ。まだ詳しいことは伝えていないが、今日の午後に少し時間を取って話を聞いても構わないということだった。
　やるべきことが見えたおかげで、月子の方もかなり前向きな気持ちになることができた。
「ふーん、なるほど、色々と悩んでたんだね……ね、月子月子」
　菜々香は手招きした。何だろう、と月子が顔を寄せると──
「えい」
「ひゃっ？」
　その額にぺちんとデコピンが炸さく裂れつした。
「でも、何か行動起こす前にちょっとは相談しなっての。あんた自分で抱え込んで突つっ走ぱしる傾けい向こうがあるから」
「同意ー」
　紗弓が右手を挙げる。
「で、でも、私の問題ですし、迷めい惑わくを……」
「あんたの問題はあたしの問題でもあるの。だいたい、ちょっと前にあたし、あんたたちにものすごーく迷惑かけたでしょうが。少しくらい借りを返させてよ」
「す、すみません……」
「よし許す。──で、あたしも行っていい？」
「わたしもー」
「は、はい。それはもちろん」
「ん、じゃあ、みんなで一緒に行こうかー。私が引いん率そつ役ってことで」
　ハンバーガーを全て平らげた唯里が言った。量が桁けた違ちがいなのに食べ終わる時間が月子たちと変わらないというのは、どこかおかしいと思う。
「あ、じゃあそろそろ父に電話して、午後のスケジュールを確かく認にんしてみますね。この時間なら多分昼食ですから、出てもらえるはず──」
　と、月子は携帯を取り出しかけた手を止めた。軽く眉み間けんに皺しわを寄せ、がたんと椅子を鳴らして立ち上がる。
「月子？　どした？」
　ひどく嫌な感覚。背筋に悪お寒かんが走った。
（これ──）
　マナの動く気配。おそらくここから数キロ程度向こう──
「……誰だれかが、魔法使ってます。それも、とんでもない大きさの」
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　大きな高級外車が、フロントを下に屹きつ立りつしている。まるで地面から垂直に生えているかのようだ。
　そして、その下には大きな血だまりが出来ていた。
　犠ぎ牲せいになったのは閣かくり僚よう経験もある七〇代の元議員。衆しゆ人うじ環んか視んしの中、空から振ってきた車に潰つぶされたのである。
　画面に若い女性レポーターが登場した。
「椎葉一花と名乗る女は警官隊の制止を無視し、先ほどあちらの方に悠ゆう然ぜんと歩いて立ち去りました。警察は現在行方を追っているということです」
　その表情は非常に険しい。確か前回は今にも嘔おう吐としそうな顔をしていたが、今回は憎にくむべきテロリストに対する怒りや嫌けん悪おの色がより強く表れている。
「どんどんおおごとになるな」
　十郎は呟つぶやく。
　政府は有効な対応策を打ち出せるだろうか。
　まあ軟なん禁きんされている自分が考えても仕方のないことだ。テレビを消し、欠伸あくびを一つしてベッドに横たわる。
　優やさしかった姉は、社会の敵となった。
　いまだに実感はない。遠い世界の出来事に思える。
「…………」
　十郎は舌打ちをしながら寝ね返がえりをうった。
　そう、心にもやが掛かっているような感覚は、ずっと消えていない。感情の動きが鈍にぶくなっている。
　──なのに、答えの出ない疑問が胸の中に渦うず巻まき、重く淀よどみ、十郎をいらつかせる。
　一花の目的は何なのか。
　これからどうするつもりなのか。
　殺し憎まれ蔑さげすまれて、その先に何があるのだろうか。
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「近いです！　左前、一〇〇メートル、上……一〇メートルくらい！」
　月子は走りながら声を上げた。
　月子を先頭に、四人は現場からマナの動く気配を追っている。力場操作の痕こん跡せきが感じ取れるので、どうやらビル伝いに移動しているらしい。速度はそれほどでもない。このまま追いつけそうだ。
「そこ、この真上です！」
　路地裏の奥おく、月子は上方を指さした。同時に唯里が無言のまま飛び上がる。
「おい！」
「ちょっと、ゆいちゃん？」
「──すみません、お二人は少し待ってて下さい」
　そう言い残して月子は唯里を追った。
　数秒の差でビルの屋上に到とう達たつすると、唯里と眼鏡めがねの女性が向かい合っていた。
　ネットで見た写真と同じ顔。
「……今回はまた、可愛かわいらしい追手さんだこと。あなたたち、警察とか特別対策局じゃないよね？　魔法の気配を追ってきたの？」
「は、はい」
　月子は肯うなずく。女性はため息をついた。
「うーん、自信なくすなあ。あの日以降跡つけられないようにって、極力抑おさえてたつもりだったんだけど」
「あの、椎葉一花さんです、よね？」
「はい、そうです。あなたは十郎くんのところに来てた子だね」
　一花は笑う。その表情に奇きみ妙ような違い和わ感かんと、そして得体の知れない圧あつ迫ぱく感のようなものを覚え、月子は思わず一歩下がった。
　代わって唯里が声を上げる。
「あ、あの！　私は、卯滝唯里と言います！　覚えてないと思いますけど、私、一度一花さんにお会いしてるんです！」
「そうだったかな？　いつ？」
「七年くらい前。テロリストから助けてもらいました」
「そう。ごめんね。仕事ではたくさんの人と関わるから、いちいち覚えていられないの。それで、何か御ご用ようかな？」
「……私、あなたに憧れて、特別対策局を目指しているんです。でも今のあなたは、あのときの印象とは全然違ちがう」
「何か、色んな人に言われるね。私は変わっていないつもりなんだけどなあ」
「少なくともあのときは、悪いことする人を捕つかまえる立場だったじゃないですか。でも、今はあなた自身が、人を殺してます。どうしてなんですか？　どうして、そんな──」
　真しん摯しな問いだった。一花は困ったように笑った。
「そうする必要があるから、としか言えないかな。あなたも特別対策局──というか、私なんか目指しちゃだめだよ」
　その瞬間、空気が変わる。
「──そういうの、すごく迷惑」
　月子はぞくりと全身が総毛立つ感覚に襲われる。
　これが殺気というものなのだ、と気付いたときには、唯里の胸を一花の腕うでが貫つらぬこうとしていた。
（止めなきゃ──）
　駄だ目めだ、動けない。間に合わない。
　そう思った瞬間──突とつ然ぜん一花が大きく後ろへ飛んだ。同時に飛来した魔法の矢を左手で大きく払はらう。
「あらら、おせっかいな人が来ちゃった」
　一花は肩をすくめ、隣のビルへと飛び移った。
「今みたいな怖こわい思いしたくなかったら、今後私に近付かないでね。それじゃ」
　そう言葉を残して姿を消す。
「う、卯滝先生！」
　月子は慌あわてて唯里に駆かけ寄よった。
「だいじょう……ぶ」
　真っ青な顔で尻しり餅もちをつきながら、唯里は胸を押さえている。
　ジャケットの前を開いて確認すると、シャツに血が滲にじんでいた。ちょうど心臓の真上辺りだ。
「す、すぐ手当、いえ、救急車を──！」
「落ち着きなよ。この出血なら、傷は深くない」
　背後から声が聞こえた。いつの間にか屋上に長身で髪かみの長い女性の姿があった。
　彼女は渋しぶい顔で続ける。
「しっかし、何考えてんの、あんたらは。一花に絡からむなんて自殺行こう為いだっての。間に合ったから良かったようなものの……」
[image: 画像]
「あ」
　月子は思い出した。確か以前菜々香をさらったテロリストだ。
　敵意がないことを示すように、彼女は大きく両手を広げてみせた。
「争あらそう気はないよ。複数施呪者マルチキヤスターのお嬢じようちゃん。今のアタシは『大おお祓はらえ』とは何の関係もないしね。──ちょっと見せてみ」
　彼女は唯里の服のボタンをはずして、傷口を露あらわにした。月子はひとまず任せることにする。矢を放って唯里を助けてくれたのもこの人だ。害意はない、はず。多分。
「ん、深さ二センチ程度か。命拾いしたね」
　そう言うと魔法回路を組み上げる。みるみるうちに傷がふさがり、血が止まった。
「あの……あなたは、一花さんの知り合いなんですか？　何をしに、ここへ？」
「こっちの台詞せりふだよ。一花をとっ捕まえようとしたら、いきなりあんたらが現れたんだ。いったい何をやって──」
　彼女は血の気の引いた顔で茫ぼう然ぜんとしている唯里に目をやり、言葉を切った。
「……意見交こう換かん会かい向きの場所じゃないか。ちょっとゆっくり話せるところに移動しよう。下のお友達も連れて、ついといで」
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　感知される可能性を考え、魔法は使わず十郎はベランダから雨どいのパイプを伝って地上に降り立った。
「くそ……」
　小さく呟く。
　呼吸が乱れ、手が微かすかに震ふるえている。寝込んでいたのはほんの一〇日ほどだったはずなのだが、体力は確実に落ちているようだ。
　結局、いつまでたっても胸の中のもやもやとした不快な何かは消えず、おとなしく寝ねていることができなかった。せめてもう少し詳しい情報でも得られれば、気分も落ち着くかもしれない。そう思って抜ぬけ出してきたのだ。
　外部との接せつ触しよくは禁止され、携帯電話も取り上げられている。能勢あたりに連絡を取れば話くらいは聞けるだろうが、まずはその手段を手に入れなければならない。
　さて、近所の家を訪ねて電話を使わせてもらうか、それとも通りすがりの奴やつを捕まえて携帯を借りるか──そう考えながら歩き出したとき、背後から声が聞こえた。
「おや、これは偶ぐう然ぜん」
　振り向むいて、十郎は眉まゆをひそめる。細身の中国系の少女──ＰＭプロジエクト・マクスウエル社のアデルとかいう女がにこやかな表情を浮うかべて立っていた。一瞬前まで確かに何の気配もなかったはずなのだが。
「お前……見張ってやがったのか？」
「そういうわけでもないのですが」
　少し苦笑気味にアデルは言った。
「まあ、偶然というのは半分本当、半分嘘うそです。この場所にあなたが居ることは把は握あくしていましたが、ちょうど私が見に来たときにお会いできるとは思っていませんでした。──それにしても、妙みようなところから出入りされているようですね」
「俺に何か用かよ？」
　そう言いながら相手との距きよ離りを測る。
　手の内は読めないが、相当な腕であるのは確かだ。戦せん闘とうになったとき、この病やみ上あがりの体で対たい抗こうできるだろうか。
　ポケットの中のゴマイチローとフクジローを意識する。
（どうする？　解放して、全力で行くか？）
　だが、アデルは戦意を見せなかった。
「そう怖い顔しないでください。ご協力できることがあるかと思って、伺うかがったのですよ。お姉さんのこと、気になりません？　報道を見たから、出てこられたのではないのですか？」
　十郎は答えなかった。
　自分の心情をうまく説明できない。自分は一花をどうしたいのだろう。
「実は我々ＰＭ社が、椎葉一花さんのお手伝いをしています」
「──！」
　十郎の表情を見たアデルは、軽く眉を上げて後ろに飛んだ。
「驚いた。腑ふ抜ぬけたかと思えば、まだそんな顔ができたんですね」
「お前らが黒幕かよ」
「人聞きの悪い。あくまで協力者ですよ。彼女のやりたいことを叶かなえるための、ね。さて、あなたは一花さんを止めたくはありませんか？」
「…………」
　相手の意図を測りかねて十郎が沈ちん黙もくしていると、アデルはさらに言葉を継いだ。
「場合によってはあなたに肩かた入いれすることも許されているのです。私の雇やとい主ぬしいわく『不公平になってもいけないからね』だそうで」
「……何を考えている？」
「こちらにはこちらの事情があるということです」
　アデルは微笑ほほえむ。その顔からは感情を読むことができない。
　友好を示す笑えみではない。かといって、能勢のような人の好よさを装よそおうためのものとも違う。笑いという表情を機械的に解かい析せきして再現したような、まるで心と繋つながっておらず顔の筋肉が独立して動いているような、そういう不気味さがあった。
「さて、どうされます？　希望されるようでしたら、詳しくご説明いたしますが。──あなたの選せん択たく次し第だいでは、もう一度椎葉一花さんに会って、お話しすることもできるかもしれませんよ？」


　高級ホテルの最上階。十郎は目の前の扉とびらを眺ながめた。
　結局、十郎はアデルの思おも惑わくに乗ることにした。そして指示されたのが、この中にいる人物に会うということだったのだ。
　軽くノックする。──返答はない。
　十郎は静かにドアを開け、かすかに顔をしかめた。一泊ぱくいくら掛かかるのかわからない広大なスイートルームに、アルコールの臭しゆ気うきが充じゆ満うまんしていた。
「……どこに行ってたんだ、アデル」
　気け怠だるそうな声でそう言い、だらしなくソファーに座っていた男が振り返かえる。
　十郎と目が合うと、氷ひ見み谷やは一いつし瞬ゆん眉まゆをひそめ、そして皮肉のこもった表情を作った。
「これはこれは、巷ちまたで話題の魔法士テロリストの弟さんじゃありませんか。このようなむさ苦しいところへ、何の御用で？」
「……アデルとかいう女に、ここに一花がああなった事情について知ってる人間が居ると教えられた」
　氷見谷はきょとんとした顔で目を瞬かせ、そしてくっくと声を立てて笑った。
「ああ、そーですかそーですか、あいつがね。──姉し弟てい対決の指示でも出たかな。マクスウェルのおっさんの喜びそうなことだしな」
「……で、どうなんだ。お前は何か知っているのか？」
「さてねー。知ってると言えば知ってるかねえ」
　ろれつの怪あやしい口調と、こちらを馬ば鹿かにしたような笑み。
　十郎は苛いら立だちを込めて睨にらみ付つける。
「質問に答えろ。殺すぞ。──一花をあんなにしたのは、お前らか？」
「……殺すぅ？」
　氷見谷はそう言うと、ゆらりと立ち上がる。
「殺す……殺すねえ。うん、良い言葉だ。あまりにも良い言葉すぎて──」
　顔から笑みが消える。
「今すぐ実行したくなる」
《霜そう刃じん》が起動され、氷見谷の手に具現化された刀が出現した。
「────っ！」
　泥でい酔すいしているとは思えないほど鋭するどい斬撃を、十郎は辛かろうじてかわした。
　刃は堅けん固ごな石材の壁かべを、粘ねん土どのように切きり裂さく。
　返す刀での追つい撃げきを何とか壊呪デイスペル。体勢を立て直し、氷見谷を蹴けり飛とばした。
「くっ──！」
　その瞬間、完治してない腹部に痛みが走り、十郎は顔をしかめた。
　まずい、やはりまともに戦えるようなコンディションではない。
　撤てつ退たいするべきか、と相手の方を見る。だが──氷見谷は大の字に寝ね転ころがったまま、起き上がってはこなかった。
　十郎は油断無く様子をうかがう。と、突然氷見谷の口から叫さけび声ごえが溢あふれ出した。
「あああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁあああああぁぁぁぁ、くそったれがああぁぁぁぁ！！！！！！！」
　氷見谷はゆっくりと体を起こす。
「あー、むかつくむかつくむかつくむかつく。──ったくよ、ぬくぬくこの国で暮らしてたおぼっちゃんが、好き勝手言いやがって」
　そしてミネラルウォーターの瓶びんを取ると、直接口をつけてラッパ飲みした。
「あたま痛ぇ。──座れよ。何馬鹿みたいに突っ立たってんだ」
「あん？」
「適当に座れ。聞きたいこと話してやるつってんだよ。どうせなら知った後で死んでもらいたいからな」
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「さ、どうぞ」
　高級ホテルの一室である。晶に手招きされて、月子たちは中に入った。
　眼鏡を掛けた男が一人、弾はじかれたように立ち上がった。同時に菜々香が、げ、と声を上げる。
「マキヤ……」
「はいストップ。マキヤ、銃じゆう、抜かない。菜々香ちゃんたちも魔法は禁止。お互たがい言いたいことは色々あると思うけど、とりあえず落ち着く。ＯＫ？」
「おい、九曜、こいつらは──」
「怪け我が人にんが居たから連れてきた。喧けん嘩かしないでね。で、ニュースは？」
「あ、ああ、今終わったところだ。犠牲は政治家のセンセイと護衛の魔法士二人。政府は声明を出したが、犠ぎ牲せい者しやに哀あい悼とうの意をとかテロに対する非難とかいう程度の型通りのもので、特に目新しい情報はない」
「了りよ解うかい。こっちは一応接触できたけど、逃にげられた。──あ、えーと、あんた、傷の具合は？　痛まない？」
「う、うん。大だい丈じよ夫うぶ……」
　唯里が小さな声で答えた。実際傷は見事な医いり療よう魔ま法ほうによってきれいにふさがっている。元気がないのはおそらく怪我のせいではないだろう。
「じゃ、適当に腰を下ろして。まず自己紹介といこうかな。菜々香ちゃんは知ってると思うけど、アタシは九曜晶。元特殊執行官ね」
「お名前は、存じ上げてます。あの、九曜さんというと確か五年前の……」
「お、よく知ってるね。五年前、海外派は遣けんされて殉職したとされる八人の魔法士のうちの一人。つまり、あの椎葉一花の元同どう僚りよう、ってかチームメイト？」
　月子たちも順に名乗る。
「で、晶さんはどうしてあの一花って人に関かかわろうとしてるの？」
　菜々香が尋ねた。
「あー、色々と借りがあるってのもあるんだけど……実はこないだ、あいつがこの事件を起こす前に顔を合わせたんだよね、五年ぶりに」
　晶は少し気まずげに髪を掻かき上げる。
「公式記録上、アタシらは死んだ人間だ。過去の自分を無かったことにして新しい人生を送ろうとしてるなら、お互いこれ以上関わらない方が良い。そう思ってあっさりと別れたんだが……正直、見誤ってた。あいつの傷がここまで根深いものだとは思ってなかったんだ。だから、責任を感じてるってところかな。──で、あんたたちの方は？　なんであんなアブないのにちょっかい出してんの？」
「……一花さんは卯滝先生の恩人で、そして、私たちのお世話になってる先生の、お姉さんなんです」
　月子が代表して口を開く。
　十郎が殺されかけたこと。身み柄がらを拘こう束そくされていること。彼かれに戻もどってきてほしいと思っていること。そして魔法士の一人として、一花がどうしてこんなことをするのか聞きたいと思っていること。
「気持ちはわからんでもないけど、あれは子どもが手を出して無事に済むような人間じゃないからねえ。──雛咲、つったっけ？」
「はい」
「あの『雛咲』の子だよね、あんた。しかも複数施呪者マルチキヤスター」
「…………」
　そう、少し前、菜々香が掠さらわれたとき、自分は一度この人の前で複数施呪マルチキヤステイングの能力を見せてしまった。
「死なれでもしたら、国家的損失ってやつだね。つーわけで、どうあっても巻き込むわけにはいかないな」
「私は──！」
　抗こう議ぎしようと腰を浮かせた月子を、晶は軽く手で制した。
「とはいえ、あんたが知っておくべき話もあると思う。一花のことが聞きたいんだろ？　とりあえず、可能な範はん囲いで教えてやるから、聞いてきな。他の三人も」
　月子は友人たちに視線を向ける。紗弓が月子の目を見て、小さく肯いた。
「さて、じゃあまず、基本的なところからいこうか。あんたたちも学校で習ったと思うけど、特別な力を持って生まれたアタシたち魔法士は、専門の教育を受けその力を社会に役立てる義務を負っている。もちろん力の強さも種類も様々だから、それぞれ適性に応じた分野でってことになるけどね」
　育成校に入って最初に言われることだ。
「で、当然ながら力の大きい人間ほど貴重だ。素質判定ってあるだろ？　あれは力の大きさを測っているわけで、この成績が良いほど『国にとって重要な魔法士』であるとみなされる。できる奴はしっかり管理して手放したくないというわけだ。そこでアメとムチ。仕事に対しては高額の報ほう酬しゆうを払い、同時に逆らえないよう家族を人ひと質じちにとるような真ま似ねをしたりもする。一花がやられてたのは、これだな」
　つまり十郎を盾たてにとって、言うことを聞かせていた。以前に十郎本人からも聞いた話である。
「魔法士ってのは社会的には弱い存在なんだよ。絶対的に数が少ない。どんなでかい力を持ってたって、それぞれは社会から弾き出されれば生きていけない一個人でしかない。幸せになりたいのなら、世の中の仕組みには逆らえない。──さて、ここで問題。政府がもっとも優すぐれた魔法士を配置したい部署とは、いったいどこだろうか？」
　これは過去に似たようなことを十郎から教えてもらった。力の大きい魔法士がもっとも力を振ふるえる場所、それは──
「軍隊……ですか？」
「その通り。殺し合いに関しては、何億円何兆円の兵器並みの働きができるんだ、アタシらは。ただ、知ってのとおり、日本はきわめて戦争に関しては消極的な国だ。国内において汚よごれ仕事をやらされることはあっても、戦争に参加したことはなかった。ただ、それじゃ面白くない、って思う人たちもいたんだな」
「それが五年前の海外派遣の原因──？」
「そう。そこにつながっていく」
　紛ふん争そう地域に国連から平和維い持じ軍ぐんが送られるのは珍めずらしいことではない。当然魔法士が動員されることもある。日本はこれまで医いり療よう面めんや資金面で協力することが多かった。だが、そのときは某ぼう国こくより、非公式にある打だ診しんがきた。
「国連も所しよ詮せん大国の都合で動く組織だからね。実際は敵対勢力の大だい虐ぎや殺くさつとか、陰かげで結構エグイこともやるんだな、これが。で、日本にも優れた魔法士が居るんだから、そういうことを担当しろという圧力がかかった。従わないなら貿易面で苛いじめるぞってね。アタシたちは特別対策局に居たんだけど、当時の局長がゴマスリ大好きな嫌なやつでさ、売り込んだんだ」
「売り込んだ？」
「『うちから何人か出します。どんな手を使ってでも拒きよ否ひさせません』ってな。で、結局、能力が高く、拒否しなさそうな、あるいはできなさそうな八人が選せん抜ばつされた。そして上の人たちは、外交上のメリットと引ひき換かえにアタシたちを中東に派遣した」
「あの、もしかして、その上の人というのは……」
「ああ、あんたの祖じ父いさんも含ふくまれてる。当時外務大臣だったっけ？」
　月子は自分の顔から血の気が引いていくのを感じた。晶は一いつ瞬しゆん、後こう悔かいしたような、苦い表情を浮かべる。
「別にあんたが責任を感じる必要はない。恨うらんでるわけでもないしね、余計なこと言ったかな」
「いえ……」
　ショックではあった。しかし、それでも自分は全すべてを知って、受け止めなければならないのだ。
「……続けてください」
「ああ。──大国側はその国の政府に肩入れしつつ、石油の利権を手に入れようとしてた。でも、反政府ゲリラがなかなかしぶとくて、政情が安定しなかったんだ。で、アタシたちはその処理をやらされた」
「あの、処理というと、もしかして……」
　紗弓が口を挟はさむと、晶は肯いた。
「ああ、殺せってことだ。アタシたちのチームは命令に従って大勢殺した。ほんとに、口で言えないような残ざん酷こくなこともいっぱいやった。死神みたいに恐れられるようになった。そして、最初に限界を迎むかえたのが……」
　晶は痛みに耐たえるように目を閉じ、そして言った。
「椎葉一花だ。あの子は大勢の友軍と村ひとつを丸ごと消し飛ばした」
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「実のところ、何が起こったのか、あの人の内面に何があったのか、俺は把握していない。気付いたときには耐た害がいの爪つめ痕あとだけが残されていた」
　氷見谷はそう言うと、グラスに水を注ぎ一気に飲み干した。おそらく、もともとはさほど酒に強い方ではないのだろう。時折こめかみを押おさえながら、辛そうな表情を見せる。
「あー、くそ、ぜんぜん頭痛が治まりやがらねえ。──で、俺らが様子を見に行ったとき顔を合わせた一花さんは、明らかにもうだめだった。壊こわれていた」
「それは今みたいに──」
「違ぇよ。無理やり抑えつけてたのが、ぷつんと切れた感じだった。もう嫌だ、もう殺せない、そう言って泣いていた」
「…………」
「俺たちは全員、それなりに使える魔法士だった。だが、その中でもあの人の力は群を抜いていた。圧あつ倒とう的てきに凄すごかった。一花さんが戦えなくなったとしたら、戦力半減どころの騒さわぎじゃない。それに、俺たちもたいがい嫌いや気けさしてたからな」
「だから、姿を消すことにした？」
「そう。敵の攻こう撃げきにあって全ぜん滅めつと報告した上でな。乗ってた飛行機が撃げき墜ついされ、友軍の中に落下、炎上ってな形になったんだったか」
「ばれなかったのか？」
「ばれたさ。だが、非合法な活動に従事させてたんだ。公おおやけになるのは都合が悪い。だから目もく論ろ見みどおり、俺たちは殉じゆん職しよくとして扱あつかわれた。そして、その後はちりぢりになった」
「一花は？」
「俺がついてったよ。間ま違ちがいなく自殺しそうな様子だったんでな。それに、仲間内でもあの人は浮いてた。力がとんでもなく規格外のくせに、性しよ根うねが甘あまくて理想家だったから」
「…………」
「魔法が使えれば、身元不ふし詳ようでも仕事にありつける。俺は生ける屍しかばねみたいだったあの人を連れて各地を転々とした。そんなとき、どこからどうかぎつけたのか、あのＰＭ社が声を掛けてきた」
　仕事をこなせば法外な報酬を与あたえよう。新しい国こく籍せきも新しい身分も用意しよう。陽気で快活な初老の男、社長のマクスウェルはそう言った。
「一花さんに関しても、会社に席を与える、働く気がないのなら適当に自分の話し相手でもしてくれればいいってな。願ってもない好条件だった。俺はもともと身寄りはないし、日本に未練もない。海外派遣も一花さんが居たからひっついていったようなもんだ。だから、彼女を説得してＰＭ社のやっかいになることにした。正しい判断をしたと思った。徐じよ々じよに一花さんに表情が戻って、口数も増えていったからな。だが──」
　氷見谷は悔かい恨こんを噛かみ締しめるように顔を歪ゆがめた。
「そのせいで気付くのが遅おくれたんだ、あいつの、マクスウェルのやばさに。その結果、こんなことになっちまった」
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「その、一花さんがこの五年の間どうしていたのかは──？」
　月子が尋ねると、晶は首を横に振った。
「知らない。この間再会するまでは、本当に音信不通だったからね。なぜかアタシの携帯番号把握してたのには驚おどろいたけど──とにかく、呼び出だされて、あいつの弟を治ちり療ようした。その少し後に一花は昔の上司を殺した。テレビ沙汰になったあの最初の事件だ。優しくて殺しが苦手な奴だったんだけどね。アタシの理解の外に行っちゃったって感じだ」
　ふう、と晶はため息をつく。
「どうしてそんなに変わってしまったんでしょうか」
　晶の話を聞いても同じだった。やはり過去の穏おだやかなイメージと、現在のあの恐おそろしい一花の姿が一いつ致ちしない。
「わかんない。何かがあったんだろうね」
「……優しい、と言ったか？」
　口を挟んだのはそれまで黙だまっていたマキヤだった。女じよ性せい陣じん全員の視線を受け、たじろいだように眉を寄せる。
「ああ、甘ちゃん、夢見がち、どんな言い方をしても良いけどね。仕事であっても平然と人を殺せるような人間じゃなかったのは確か」
「つまり殺したことに罪悪感を持って、うじうじ悩むようなタイプ？」
「そうだね、そんな感じ」
「だったら──罪悪感を消す方法を見つけたんじゃないか？」
「は？」
「中には殺しそのものが大好きなやつもいれば、機械のように自分の役目だと割り切れるやつも居る。でもそうじゃない大多数の人間にとって、他人を殺すってのは普通、馬鹿でかいストレスになるもんだ。だからどうにか自分の中で処理して、少しでも心を軽くしなけりゃならない。最も一いつ般ぱん的てきな思考法は──その殺しに何らかの意味を持たせることだろうな」
「意味──ですか？」
　マキヤは肯いて淡たん々たんと続ける。
「自分のやっていることには意味がある。この人物の死には意味がある。この殺しは何かの目的を果たすための手段だ。大義や正義のためなんだ──そう思い込むことだ。心の痛みが強ければ強いほど、それは昇しよ華うかされて前に進む原動力になる。進む方向が正しいか間違っているかに関係なく、な」
　もしかしてこの人にもそういう経験があったのだろうか、と月子は思った。
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「つまり、その、マクスウェルにそう誘ゆう導どうされたってことか？」
「多分な。犠牲者の死に意味を持たせる。罪悪感はこういう方法で自分の力に変えることができる。──そういう思考法を提示されれば、一花さんの精神状態じゃ飛びつく以外ないだろうさ」
　氷見谷はそう言って、また水を一口。
「だから彼女は、日本という国に対する復ふく讐しゆうを考えるようになった。自分に多くの人間を殺させた存在、それをぶっ壊すことが自分の使命だと思いこんだ。──もちろん、これは後付の推測でしかないけどな。でも俺は知ってる。マクスウェルはそういうやつだ。ビジネスの天才、稀き代たいの武器商人、ミサイル使いの錬れん金きん術じゆ師つし──その本質は享きよう楽らく主義でナルシストな演出家だ。破はか壊いり力よく抜ばつ群ぐんな駒こまを手に入れて、一国を大混乱に陥おとしいれて、楽しんでやがるんだよ」
「だとしたら、お前は──」
　十郎は思わず氷見谷の胸むなぐらを掴つかんだ。
「お前は、何をやってたんだ？　そんな奴に一花が蝕むしばまれていくのを、のんびり眺めてたのか？」
「……命を絶とうとするのを止めることしか頭になかった。とにかく生きる意欲を取とり戻して欲ほしい、そう願ってた。だから、手を打つのが遅れた」
　淡々と氷見谷は答える。
「あいつが変わっていくのに気付かず、バカみたいに見過ごしてたのか？」
「そうだ、と言わざるをえないねえ、残念ながら」
　おどけたようにそう言い──しかし次の瞬しゆ間んかん、氷見谷は十郎の胸を掴み返していた。
「ただな、お前に言われる筋合いは無いんだよ、椎葉十郎。そっくりそのまま返してやる。お前は、あの人と一緒に居る間、何をやってたんだ？　悩なやみにも苦しみにも気付かずに、ぬくぬくと保護されてただけだろうが。──あの人が、この五年、お前のところに戻らなかったのはなぜだと思ってる？」
[image: 画像]
　十郎は返す言葉を失った。
　それは、保護される対象でしかないからだ。一花の背中しか見ていなかった自分は彼女と対等ではない。彼女を助け、力になれる存在だと認められていないからだ。彼女の孤こ独どくに気付いていれば、別の未来が拓ひらけていたかもしれないのに。
　そう、結局のところ、十郎も氷見谷と変わらない。
「正直に言ってやろう。俺はな、日本がどうなろうと知ったこっちゃない。国が滅ほろぼうが、社会が壊れようが、国民が死に絶えようがな。確かに一花さんは変わってしまったかもしれない。でも、復讐することで苦痛から解放されるなら、それもいいと思ってる。俺の仕事はもう、あの人がどこに行き着くのか、最後まで見届けることだけだ」
　そう言うと、氷見谷は急に興味の全てを失ったような顔で手を離した。
「──話は終わりだ。さっさと帰れ。何もかも全部終わったら、改めてお前を殺しに行ってやるよ」
「…………」
　だが、十郎は動かなかった。氷見谷の言葉に反発してのことではない。確かに思うところがないわけではなかったが──それよりも、彼の一言に、引っ掛かるものを感じたのである。
（滅ぶ、壊れる──）
　そうだろうか？　そんなことなのだろうか？
「なあ」
「あ？　まだいたのか？　さっさと──」
「一花が考えているのはそんなことか？」
「何？」
　氷見谷は意味が分からないというように眉を寄せた。
「あいつは日本を滅ぼしたいのか？　復讐のために？　──それは、ない。そんなことをしても何のプラスにもならねえからだ。日本が滅んでもあいつの復ふく讐しゆ心うしんが満たされるだけで、誰の得にもならない」
「一花さんの得にはなるだろう」
「あいつはそう考えねえよ。復讐心が満たされるなんてのは、自分一人だけの損得勘かん定じようだ。自分の利益のためにってな発想じゃ、罪悪感を消すことはできない。これまで奪うばった多くの命に意味を与えるものにはならない。絶対に」
　であれば一花は単に復讐に狂くるって暴走しているのではない。そこには何らかの意図があるはずだ。彼女自身ではない、誰だれかのためになるような。
「じゃあ、何だってんだ？」
「わからねえよ。でも、それが何であれ、お前は許せるか？」
　氷見谷が何か言おうと口を開きかけ、そして黙る。
　十郎は続けた。
「俺は許せない。自分以外の何かのためにあいつがこんな真似してるんなら、許すことができない。一花は──姉さんは、もっと自分が幸せになるべきだったんだ。他人の命を背せ負おい込む必要なんてこれっぽっちもねえんだ。だから、俺はあいつを止める。今度は後悔も失敗もしねえ。絶対にだ」
　自分を殺そうとしているとき、政府の要人を殺しているとき、一花は笑っていた。
　まったく幸せそうには見えない顔で、笑っていた。
　何よりそれが許し難がたいのだ。
　──ああ、そうか。これが俺の本心か。
　ようやくわかった。
　心を覆おおっていたもやが晴れる。目の前が開けた気がした。
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「──少しずつわかってきたような気がします。椎葉一花さんのこと。ありがとうございました」
　全てを理解できたわけではない。しかし少なくとも、得体の知れない怪かい物ぶつのようなイメージはなくなった。
　晶は渋い顔をしていた。
「で、このままおとなしく手を引いてくれるかな？」
「いえ」
　彼女の意思を理解しつつも、月子はそう答える。
「私にもできることがあるような気がします。やっぱり、少しでも一花さんと話がしてみたいです。椎葉先生が心残りなく戻ってこられるように」
「わ、私も。やっぱり、このまま何もできないってのはやだ」
　唯里が言った。
「……そっちの二人は？」
「もともと月ちゃんにとことん付き合う気でいるからねえ」
「友だち思いも時と場合によるだろうに……」
「晶さんだって、友だちのために動いてるんでしょ？」
　菜々香の言葉に、晶は一瞬返答に詰つまる。そして、説得を諦あきらめたように長いため息をついた。
「わかった。手を借りることがあるかもしれない。でも絶対に、自分たちだけで勝手な真似しないこと。必ずこっちに連れん絡らくして」
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「ただ働きする気か？　珍しいこともあるもんだ」
　子どもたちが帰ると、マキヤは言った。晶は小さく肩かたをすくめる。
「どっちかってーと、借金返済つった方が近いかな。何度も命を助けられたし、金で返せない借りがあるから、一花には」
　少し間を置き、そして再び口を開く。
「あいつ見たとき──あんたはどう思った？」
「狂ってるなと思った。さらに言えば、自分が狂っていることをどこかで自覚しているような、そんな印象だったな」
「理由の一いつ端たんはなんとなくわかるんだよね。あの子、心が強かったから」
「強かった？」
　マキヤは怪け訝げんな顔で問い返した。
「弱かったの間違いじゃなく？」
「弱い人間はすぐに諦める。妥だき協ようして自分を納なつ得とくさせる。私や他の連中はそうだね。進もうとする道が無理っぽいなら、さっさと割り切って見切りをつけて、別の道を歩もうとすることができる。でも、一花は違った。誰より優しく理想が高く、他人の幸せを願ってた。そして、そんな自分を簡単に手放せるほど弱くなかった。だから──過去に殺した多くの命を捨てることができない。忘れて自分一人楽になることができない。ある意味とんでもないお馬鹿さんなんだな」
　晶は苦くし笑ようする。
「ああ、あんたが言ってた『自分の行いに何らかの意味を持たせる』って説、当たってると思うよ。たぶん、一花は無む軌き道どうに暴れてるわけじゃない。何かを企たくらんでいる」
「お前は……それを止めたいのか？」
「まあ、ね。──責任を感じているんだ。あの子、もうちょっと面めん倒どう見てあげればよかったってね。正直、アタシは一花のことが怖かった。あの飛び抜けた魔ま法ほうの才能と実力が恐ろしかった。異次元の人間に見えた。今思うとみっともない話だよ。中身まで怪物ってわけじゃないはずなのにね」
「お前も特級特とく殊しゆ執しつ行こう官かんだろう？　そんなに差があるものなのか？」
「そりゃ、もう。一流の中にもさらにランクがあるんだよ。あの子はそのトップクラス。世界レベルで──いや多分、歴史レベルで見てもね」
　晶はタバコに火を点つけ、大きく煙けむりを吸い込み、吐はき出した。
　権力者にとっては道具で、一いつ般ぱん人じんにとっては異物で、魔法士にとっては桁けた外はずれの才能を持つ怪物──椎葉一花はずっとそんな扱いを受けてきた。そして晶自身も彼女を敬遠していた一人だった。
「負い目、か」
「多分ね。あと、もう一つ。アタシは現在の自分に、結構満足してる。表おも舞てぶ台たいには出られないけど、好きなように力を振るえる。かつて自分がこうありたいと思ったように、人を治すことができてるから。──だから、この間、見て見ぬふりをした」
　新しい人生を送ろうとしてるなら、お互い関わらない方が良い？　そんなものは建前だ。一花の様子は明らかに普ふ通つうではなかった。晶はそのことに気付いていた。だが現在の境きよう遇ぐうに波風を立てられたくなくて、逃げたのだ。
　過去と現在、二つの負い目。
「だから、アタシは止めたいと思うんだ。あの子のやってること、どう考えても不毛だから。もうちょっと、普通の、幸せな人生を送るべきだと思うから。──そういや、あんたはどうすんの？　危ないし、降りてもいいよ。別に後で金を請せい求きゆうしたりもしないし」
　マキヤは眉を寄せた。どこか拗すねているような表情だった。
「もともと魔法士が好き勝手するような世の中が嫌きらいなんだよ、俺は。ここまで聞かされてて降りるかよ」
「──そう」
　晶はかすかに口元を緩ゆるめた。
「そっか。ありがとう、真ま木き山やま慧けいくん」
「……本名を呼ぶな」
「なんでよ？　一歩進んだ親愛の情を込めたのにさー」
「名前の響ひびきが女っぽくて、あまり好きじゃないんだよ」
　マキヤはそっぽを向いたまま、そう言った。耳が少し赤くなっている。
　晶は二、三度目を瞬まばたかせ、そしておかしくなってくすくすと笑った。
「──ときどきとっても可愛かわいくなるね、あんた」
　こういう小さな楽しみが、幸せが、何の変へん哲てつもない日常の中には落ちている。そして自分はそういうものが大好きだ。
　だがおそらく、今の一花はそのことを知らない。見ようともしていない。
　それはとても間違ったこと、あるべきではない生き方。
　だから、止めてやりたい。もう立ち止まっても良いんだよと教えてやりたい。晶はそう思う。
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「ターゲットはこの中の誰か」
　氷見谷は机の上に名めい簿ぼを広げた。例の海外派遣に関わった人間のリストだ。人数はおよそ十数名。
「とはいえ、次に誰を狙ねらうかは彼かの女じよの気分次し第だいだけどな」
「連絡とって聞き出したりは？」
「無理。一人目殺したあたりから音信不通。全部一人でやるつもりなんだろ」
　くそ、と十郎は呟いた。
　可能な限り早く一花を止めたい。だが次の標的を特定するのは難しそうだった。
　これまでのパターンでは、一花はまず標的の身柄を確保し、テレビ局が駆けつけ中ちゆ継うけいが始まるのを見計らった後、派手に殺している。彼女が人質を得る前に接触できればベストなのだが──
「おい、椎葉、お前マナの感知能力はどの程度だ？」
「半径一〇メートルがせいぜいだな」
　十郎の魔法士としての基き礎そ能力は総じて低い。ちっ、と氷見谷が舌打ちした。
「使えない三流だねえ」
「てめえはどうなんだよ」
「俺は感知苦手なんだ。自分でできるなら尋たずねたりするわけないだろうが。言われなきゃわかりませんかね？」
「…………ぶっ殺すぞ」
　一花のマナ操作能力は尋じん常じようなものではない。その気配を察知できれば、マスコミや警察より早く駆けつけることができるだろう。とはいえ、十郎にも氷見谷にもそこまでの能力はない。
（多分……あいつなら）
　脳のう裏りに一人の少女の姿が浮かぶ。おそらくは一花に匹ひつ敵てきする才能を持つ、教え子の一人。
　きわめて広こう範はん囲いでマナの動きを把握できる彼女なら、一花の位置を迅じん速そくに察知することも可能だろう。
　だが十郎はすぐにその考えを打ち消した。彼女は教官たる自分が護るべき対象であり、そして自分が帰るべき場所だ。
　加えてリストの中に雛咲伊い蔵ぞうの名前があった。家族をテロリストから護る──一二歳さいの少女が背負うには重すぎる責任だろう。過去に巻き込んでしまったことはあるが、本来、あんな子どもを関わらせてはならないのだ。
　中継が始まってしまえば場所を特定するのは簡単だ。だが、一花は明らかに『見せるため』に今回の事件を起こしている。テレビカメラが回っていては、おそらく彼女は説得に耳を貸さない。
　事が終わるまで待ち、追つい跡せきし人目を避さけて対たい峙じするのはどうだろうか。
　おそらく十郎の能力では、逃げる一花を捕ほ捉そくすることは不可能だ。氷見谷ならできるだろうか？　しかし、いずれにしてもこれは最低でも一人の命を見殺しにすることを前提とした作戦であり、採用にはためらいが残る。
「あのアデルとかいう女はどうなんだ？　力は借りられないのか？」
「あいつか」
　氷見谷は渋しぶい顔をした。
「期待はできないなあ。能力的にはともかく、あれはマクスウェル直属の監かん視し役やくだ。俺が一花さんに肩かた入いれしてるのはバレバレだろうし、事態を悪化させる方向ならともかく、沈ちん静せい化かに手を貸すとは思えないね」
「……俺をここに連れてきた上で静観してるってのは、どうせ一花を止められるわけないと思われてるってことか」
　十郎がどう動こうと、未み曾ぞ有うの魔法テロというイベントを引き立たせるスパイス程度が関の山。そういう評価なのだろう。唾つばを吐き捨すてたくなった。
　無む為いに時間だけが経過する。焦あせりがどんどん募つのっていく。
「くそ。何か、何か有効な手を……」
　と、そのとき、氷見谷が大きな欠伸あくびをした。
「ま、悩んでばかりいても仕方ないさ。ここらで休きゆう憩けい休きゆ憩うけい」
「おい、待てよ──」
　咎とがめようとした十郎の腹に、不ふ意い討うちの衝しよ撃うげきが叩たたき込まれる。氷見谷の拳こぶしは完全に治っていない傷口を正確に捕とらえていた。
「──ぐ……ぁ……！」
　痛みのあまり、目の前が暗くなる。
「これ、最初に蹴り倒たおしてくれた分の借りね。俺、きっちり返す主義なんだ、こういうのは」
「て、めえ──」
「お前、今コンディション最悪だろ。ぐるぐる空回りするより、ちょっとでも休んで回復させろ。どーせ帰る場所もないんだろうしさ。あ、ベッドは向こうね」
　氷見谷は《見みえざる手て》を組み上げると、十郎をベッドの上へと放ほうり投なげた。
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　一同をぐるりと見み渡わたす。
　前回より焦りと恐きよ怖うふの色が濃こくなっているな、と伊蔵は思った。
「さて、先日あの女によって、ここに集まる人間がさらに一人減ることになった。黒くろ木き君は用心のため魔法士二人を護衛につけていたにもかかわらず、あっさりと自分の乗っていた車の下した敷じきとなって殺されたそうだ」
　簡単に現状確かく認にんをしてみせる。面々はさらに顔色を失なくす。
　書類の上で何千人、何万人の命運を左右するだけの権力を持つ者たちだが、いざ自分の命が俎そじ上ように載のると惨みじめなものだ。そんなことを考える。
「結局のところ、個々での自衛は不可能だと証明されたわけだ。あの女の力は圧倒的で、手をこまねいていては全滅は確定的だと言える」
「あ、あんたはなぜそんなに落ち着いているんだ！」
　一人が声を上げた。
「騒いでもどうにもならんからだよ。特別対策局の淵ふち上がみ局長に確認を取ったが、全魔法士の力を結集してぶつけたところで、彼女を拘束もしくは排はい除じよすることは、きわめて難しいそうだ」
　老人たちの口から絶望の呻うめきが漏もれた。
　自分も含め、想像力が欠けつ如じよしていたことは認めざるを得ない。複数施呪者マルチキヤスターというのは最強のカードだが、いかに効率よく利用するかということにのみ心を砕くだき、牙きばを剥むかれる可能性をまるで想定していなかった。
　とはいえ、金銭的な意味でも社会保障的な意味でも、この国の魔法士の待たい遇ぐうはさほど悪くないはずである。事実、これまでは何の問題もなく機能させることができていた。数十年も積み重ねればエラーの一つや二つ仕方ないのかもしれない。
　いずれにしろ、今大切なのは起こってしまったアクシデントを早々に片付けること、そしてできればこの状じよう況きようを利用して何らかの利益を得ることである。
「どなたか、対策をお持ちの方はいらっしゃるかな？」
　老人たちは不安そうな顔を見合わせるばかりだ。予想通りである。恩を着せるにはここらがベストのタイミングだろう。
「では、わしに一任してもらいたい」
「て、手立てがあるのかね？」
「いくらか魔法士に犠ぎ牲せいが出るかもしれんがね。それでわれわれの命が購あがなえるなら、安いものだろう？」


「話がまとまった」
　伊蔵が言うと運転席の女性はそうですか、と短く答えた。
「改めて聞くが──本当に可能なのだな？　あの椎葉一花を殺すことが」
「可能です」
　淡々と、普ふ段だんは幸こう崎ざきと呼ばれている彼女は言った。
「かつての同僚を殺すことに抵てい抗こうはないのか？」
「仕事ですから」
　伊蔵はその返答に肯うなずいた。秘書として手元に置いているのだが、どうやら魔法士として役立てる場面が来たようだ。
「お前を手の内に入れておいた意味があったというものだ。要求通り足止めの人員は用意する。働いてもらうぞ。名坂千早」
四章　我わが身みに罰ばつを





　前回の襲しゆ撃うげきからは二日が経過。特別対策局はピリピリとした空気に包まれている。
　数時間前に、第一種警けい戒かい態勢命令が発令されていた。
「お偉えらいさんたちがかなり焦っているようでなあ。次で全人員を投入して勝負をかけるらしい」
　淵ふち上がみは面おも白しろくもなさそうに言った。
「勝算は？」
　能の勢せが問うと、局長は鼻を鳴らした。
「あろうがなかろうが、命令通りに働くしかないだろう。……一応、無理だって言ったんだがなあ」
　椎しい葉ば一いち花かに正面からぶつかるのは自殺行こう為いである。とはいえ、局としては要人たちが殺されていくのをただ眺ながめているわけにはいかず、当然ながら標的たるお偉えら方がたもそんな事態を受容するはずがない。
　これまでのパターンとして、一花は標的の確保と並行して自分でマスコミや警察に通報を行っている。今回はそれにタイミングを合わせ、動員可能な全人員が現場に急行する手て筈はずになっていた。
「十じゆ郎うろうさんが居れば戦術の幅はばが広がるんですけどね」
　相手の魔法を無効化するという特とく殊しゆ能力に長たけた十郎は、貴重なカードである。とはいえ、軟なん禁きん場所から姿を消して以降の行方ゆくえは杳ようとして知れず、また、局にも捜そう索さくに人員を割さく余よ裕ゆうは存在しなかった。
「相手が複数施呪者マルチキヤスターなら焼け石に水だ。どのみち身内相手に使うわけにはいかんよ」
　身内、ですか。能勢は呟つぶやく。
　椎葉一花のニュースは毎日のように流れている。どこかに隠かくれ潜ひそんでいるであろう十郎は、どんな思いでいるのだろう。
　そのとき、局内放送にて一花が現れた旨むねのアナウンスが流れた。緊きん張ちようを孕はらんだ声で場所が告げられる。
「来たか。行くぞ」
「了解。車取ってきます」
　能勢はオフィスを出て車へと向かう。同時に手早く携けい帯たい電話を操作しメールの送信ボタンを押した。
（さて、あの子どもは期待通りに動いてくれるでしょうか？）
　そんなことを考えながら、かすかに笑う。いよいよ大おお詰づめだ。
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　ボディーガードたちは、あっさりと物言わぬ骸むくろになった。
　市いち之の倉くらは茫ぼう然ぜんと目の前に現れた女性を見た。
「市之倉寛かん次じ先生ですね。はじめまして、椎葉一花と申します。申し訳ありませんが、しばらくお付き合い願います」
　たった今魔法士含む五人を殺してのけたとは思えない笑え顔がおで、彼女はそう言った。
　特に危険な立場だとは思っていたのだ。テロリストは五年前の件に関わった人間のうち、末まつ端たんから中ちゆ枢うすうへ、席次の低い者から高い者へと標的を定めている節がある。
　それなりの権勢を誇ほこってはいるものの、雛ひな咲さき伊い蔵ぞうを頂点とする集団の中において市之倉の序列はさほど上位ではなく、順序的にいえばそろそろ狙われる可能性が高かった。だからこそ護衛を雇やとって自宅にこもっていたのだが──
（何が一任してもらいたい、だ）
　伊蔵の姿を思おもい浮かべ、内心で毒づく。間に合わなかったではないか。それともあの男は、最終的に自分さえ助かればそれでいいと思っているのだろうか。性格的には十分にありうることだ。
「まあ、本番はマスコミの皆みなさんが到とう着ちやくされてからですけどね。程ほどなくいらっしゃると思いますので、もう少しお待ち下さい」
「ま、まて、目的は何だ？　金か？　金なら欲しいだけ出す！」
　一花は少し困ったように微びし笑ようしただけだった。
「それとも怨えん恨こんか？　死地に送られたことを恨んでいるのか？　だとすれば逆さか恨うらみもいいところだ！　私は、自分の職分に従ってやるべきことを遂すい行こうしただけであって──」
「本当に皆さん、同じことを仰おつしやいますねえ。お金のことは置くとして、少なくとも恨まれる心当たりはあるということでしょうか」
「やはり恨みか！　我々を恨んで──」
「そうですね。海よりも深く恨んでおります、とお答えしておきましょう。先生にとっては一番納得のいく結論でしょうし、その方が気持ちよく旅立てるでしょうから」
　死を暗示するその言葉に、市之倉の全身が総毛立つ。
　冗じよ談うだんではない。必死に努力して現在の地位を手に入れたのだ。人生を謳おう歌かするのはこれからだ。まだ死にたくなどない。
　命を拾う方法を求め、彼は必死で頭を働かせた。
　護身用の拳けん銃じゆうは──自室デスクの引き出しの中だ。何とか取りに行けないか？　適当な口実はないか？
　いや、相手は魔法士だ。仮に拳銃の入手に成功したところで何の意味があるだろう。たった今、手の一ひと振ふりでボディーガードたちが惨ざん殺さつされるのを見たばかりではないか。銃じゆうを抜ぬいた者も魔法を使おうとした者も、髪かみの毛け一筋ほどの傷を付けることもできなかったではないか。
　外からの助けを待つしかないのか。いや、駄だ目めだ。過去のケースでも、駆かけつけた警察は何の役にも立たなかった。あてにならない。
　となれば、やはり自分で切きり抜けるしかないのか？　でも、どうやって？
　ああ、何も思いつかない。
　だめだ。恐ろしい。死にたくない。
　誰か、誰でも良い、助け──
「恨みじゃねえだろ」
　そのとき、そんな声が聞こえた。
　視線を向けると、部屋の入口に不ふ機き嫌げんそうな顔をした青年が立っていた。
「お前の目的は、こういう事態を他の奴やつらに分かりやすく提示すること。違ちがうか？　姉さん」


＊　＊　＊


「十郎くん？」
　一花は目を二度、三度と瞬かせた。
　彼女の足元には四、五人の男が転がっている。いずれも血溜だまりの中でぴくりとも動かない。絶命しているようだ。
　小こ柄がらな老人が壁かべに背を張り付け、恐怖に歪んだ顔でへたり込んでいた。
「どうしてここに？」
「色々と手を尽つくしたんでな」
　予想に反してあっさりとアデルの協力が得られたのが大きかった。彼女は警察、マスコミの動きを監かん視しし、またマナの感知能力を駆く使しして、一花が行動を起こすと同時に十郎に連絡を入れたのである。
　同時に特別対策局の動員も確認されたが、こちらは氷ひ見み谷やが足止めに向かった。
『適材適所だよ。壊呪デイスペルしか能がないお前じゃ、時間稼かせぎすらできねーでしょうが。譲ゆずってやったんだからちゃんと結果出せよ』と、そう言い残して。
「ちょっと話につきあわねえか？」
「いいよ。もう少し時間あるから。──それで、さっきのはどういう意味かな？」
　一花は穏やかに笑っている。
　十郎は一つ息をついて、話し始めた。
「『最悪の事態』ってのをあらかじめ想定するのは難しいんだ」
　災害、事故、事件、何についても言えることである。
　こうなったら困るからこういう対策をしておこう、ということは誰でも考える。だが『こうなったら』の部分を、容易たやすく現実は上回ってくる。地下鉄に毒ガスを撒まき散ちらす宗教団体、あるいは飛行機ごとビルに突っ込むテロリストの存在を事前に予測できた人間は、一人もいなかった。
　対策を整えるのには手間が掛かる。金も掛かる。だから人間、特に政府が現実的に想定する『最悪』のラインはしばしば甘いものとなり、しかもそのことは事が終わり取り返しの付かない被害が出た後で露ろ見けんする。
「魔法士についてもそうだ。人間社会の歴史の中で魔法の存在がはっきりと確認され、魔法士が組織の中で公的な立場を得たのは、たかだかここ数十年。つまり政府は魔法士という猛もう獣じゆうの世話を任された、よちよち歩きの幼児みたいなもんなんだよ。だから、まだ学習できてねえんだ。この獣けものがどれだけ恐ろしいのか、そして、どこまで虐いじめたら怒いかり狂って鎖くさりを引きちぎり、飼い主の喉のど笛ぶえ目指して飛びかかってくるのかってことが」
「…………」
　一花は表情を変えずに話を聞いている。
「今までずっと歪みが蓄ちく積せきされてきた。いずれ絶対に破は綻たんする。誰も予想しえない形で。姉さんは自分が悪あしき前例となることで、それを伝えようとしてるんだ。決定的な破は滅めつが訪おとずれる前に」
　十郎が言うと、一花は小首を傾かしげた。
「みんなから恨みだ復讐だって言われたけど……十郎くんはそうは思わないの？」
「思わない。単なる復讐なら、こんな回りくどいことをする必要はない。テレビ呼んでパフォーマンスを見せつける必要もない。殺したい奴のところにまっすぐ行って皆みな殺ごろしにすればいい。姉さんにはそれだけの力があるんだからな」
「それはどうかな？」
　どこか挑ちよ発うはつするように笑い、一花は言った。
「恨うらみがあまりにも強くて深くて、だから狂ってしまったのかもしれないよ？　単に命を奪うだけじゃ足りなくて、心の底から怯おびえさせ屈くつ辱じよくを与えたうえで殺したいのかもしれない。ねえ、市之倉先生は──」
　そろそろと床ゆかを這はって逃にげようとしていた老人が、《見みえざる手て》によって再び壁に叩きつけられる。
「どう思います？」
「ひ……」
　声にならない声を上げて、酸欠に陥おちいった金魚のように口をぱくぱくさせる。
「年寄り苛いじめるなよ。らしくねえな」
「らしくない、か。──じゃあ、どういうのが私らしいの？　あなたは私の何を知ってるの？」
　十郎は一瞬言葉に詰まり、そして大きく息を吐いた。
「確かに──俺の見ている椎葉一花は、俺の作った願望なのかもな。今の姉さんは、本当にまともじゃなくなってるのかもしれない。でも、実を言えば──」
　一花を真まっ直すぐに見る。
「どっちだっていいんだ。姉さんが狂っていようといまいと、やることは変わらねえから。俺は、お前を止める」
「力ずくででも？」
「ああ、力ずくででも」
　そう、と一花は小さく呟く。そして顔を上げ、にこりと笑った。
「じゃあ、どうぞ。やってみて」
　その瞬間、周囲が白熱した光に包まれる。十郎は部屋の壁と廊ろう下かの窓ガラスごと庭まで吹ふき飛ばされた。
「──くっ！」
　体を丸めて衝撃を殺し、立ち上がって木立の中に飛び込む。
　市之倉邸ていの庭には広大な雑木林がある。地形を利用すれば何とか勝負に持ち込めるはずだ。
「ねえ、憶おぼえてる？　私が居なくなる前、最後に会った日」
　ゆっくりと屋や敷しきの中から一花が姿を現した。
「あのときもこうやって戦ったよね。十郎くんが特殊執行官目指すって言ってきかなくて、私はそれに反対してて」
　もちろん憶えている。大切な──本当に大切な記き憶おくだったのだから。
「危なかったけど、最後は私が勝ったんだよね。それで十郎くんは諦めるってことになって。でも結局、約束破っちゃったんだね。──どう？　今なら私が反対した理由、わかってもらえるかなあ？」
　そうだな、と心の中だけで返答する。
　確かに思い描えがいていたような世界ではなかった。だが後こう悔かいはしていない。
（そういえば構図が同じだな……）
　そんなことを想おもう。
　進もうとする者と止めようとする者。立場は逆だが、あのときと状況がそっくりだ。違いがあるとすれば──今度のこれは、殺し合いだということか。
　手元には氷見谷が調達した拳銃とナイフがある。だが、圧倒的な能力差を埋うめるには全然足りない。
　頼たのみは壊呪デイスペル、ポケットの中のゴマとフク、そして経験。
　手の内を明かしていないのは強みだ。一花は自分がこの五年でどれほど成長したのか、どれほど対魔法士戦せん闘とうの経験を積み重ねてきたのか知らないだろう。それを最大限に利用する。接近戦に持ち込むことができれば、勝負になるはずだ。
　そこで十郎はふと思い出した。
（……ああ、そうだよな）
　一花に自分を見てもらいたくて、自分を認めさせたくて──もともとそのためだけに努力していたのだ。それが、魔法士椎葉十郎の原点。
　だから──ためらう理由など何もない。
　自分の全てを賭かけて、全てを見せて、一花をここで止める。
　十郎はゴマイチローをそっと地面に置いた。
　小さく深呼吸。そして木立から飛び出し、横に飛びながら銃を連射。
　予想通り、全てが《障しよ壁うへき》に弾はじかれる。
「無む駄だだよ」
　同時に周囲が強きよ烈うれつな爆炎に包まれた。紙かみ一ひと重えのタイミングで攻こう撃げき範はん囲いから逃のがれ、また茂しげみの中に身を隠す。
（とんでもねえな）
　背中にじっとりと汗あせをかいていた。これまで対峙したどんな魔法士より、はるかに施呪キヤステイングが早い。経験を積んで成長したからこそ、はっきりと彼女の実力が理解できる。
　ただ、常に余裕を見せながら戦っているのは、昔と変わらない。複数施呪マルチキヤステイングもまだその本領を発揮していない。
　治りきっていない腹の傷が、鈍にぶく疼うずく。長くは動けない。勝機が見えた瞬間に、自分の持てる全ての武器を投入して終わらせる。それしかないだろう。
「確か五年前は近付いたところを捕つかまえられたんだよね。今回はどういう作戦かな？」
　一花は十郎の潜んでいそうな場所からは十分な距きよ離りを保っている。言いい換かえれば、近付かなければ自分は安全だと思っている。
（……なら見せてやるよ）
　自分が五年の間に培つちかったものを。多くの魔法士を打ち負かしてきたその業わざを。
　銃を捨てナイフを抜く。そして一つ鋭するどく息を吐くと、十郎は地面を蹴けって飛び出した。
「っらああああっ！」
　無む謀ぼうな突とつ進しんに見えたかもしれない。対応するには十分な余裕があった。
　一花は呆あきれたようなため息をつきながら《霹へき靂れき火か》を起動。
　その瞬間──十郎はフクジローのマナを解放。強固な《障しよ壁うへき》を展開。火柱を完全に遮しや断だん。
　標的までは、あと約三メートル。時間にしてコンマ数秒。
　一花にとってはまだ危険を覚えるような距離ではない。一〇〇回でも二〇〇回でも十郎を殺せるはずだ。
　だが、これは十郎の間合いだった。
《障しよ壁うへき》をあっさり貫かん通つうするであろう高密度の《魔ま弾だん》。しかし壊呪デイスペル。
　姉の表情は変わらない。
　今度は複数同時の施呪キヤステイング。視界を埋め尽くす魔法回路。
（──見てろよ）
　十郎はそれを片かたっ端ぱしから壊呪デイスペルする。《見みえざる手て》《魔ま弾だん》《霹へき靂れき火か》《大おお顎あぎと》──青白く光る幾き何か学がく模様が、次々とマナの粒りゆ子うしに戻もどり四散してゆく。消し損そこねた魔法はかわし、かいくぐり、直ちよ撃くげきを避ける。
　一花の目がわずかに見開かれる。
　魔法回路を構築しなければならない施呪キヤステイングに比べ、要所を破は壊かいするだけで構わない壊呪デイスペルは圧倒的に速い。一いつ瞬しゆん、ほんの一瞬だけではあったが──十郎の壊呪デイスペルと体術が、一花の複数マルチ施呪キヤステイングによる攻こう撃げきに拮きつ抗こうした。
　そしてそれは、十郎が一花の元まで駆け抜けることを可能にする。
　一メートル。手を伸のばせば届く距離。
　一花はまだ余裕を失っていない。《障しよ壁うへき》に護まもられている以上十郎に打つ手はなく、壊呪デイスペルを《障しよ壁うへき》の突とつ破ぱに使えば攻撃を捌さばく余裕はなくなる。持もち堪こたえるのもそろそろ限界。このまま見ていても、すぐに魔法の嵐あらしに呑み込まれるだろう。
　──全ては十郎が読み切った通りだった。
　そう、自分は届かなくても構わない。
「……もらった」
　いつの間にか一花の側に辿たどり着いていた黒いハムスターが、光に包まれる。
《暴ぼうし食よく鼠ねずみ》。
「え──」
　次の瞬間、一花は驚きよ愕うがくに言葉を失った。
　小動物の形をした自律型魔法回路は、一花の魔法回路を喰くらい自分の複製を作り出す。指数関数的な増ぞうし殖よく速度は一花の複数施呪マルチキヤステイングをすら上回り、呑のみ込んでいく。
　同時に十郎は飛び込み、華きや奢しやな体を引き倒した。そのまま馬乗りになって、喉のど元もとにナイフを突つきつける。
「終わりだよ」
　その肩の上には、喰ったマナを蓄え、極きわめて高密度な魔法回路となったゴマイチローが乗っていた。
「もう魔法は使えない。この辺りはマナ切れだ。お前が集めたマナを全部喰ってこっちのものにした。能力の高さが裏目に出たな」
「…………」
「俺の方が囮おとり。こいつが辿たどり着つけば、俺の勝ちだったんだ。──余裕持ちすぎなんだよ、お前は。今も昔も」
　あるいは、本気で弟を傷つけることにためらいがあったのか。ただの願望なのかもしれないが、十郎としてはそう信じたかった。
　一花は茫然とした顔でしばらく沈ちん黙もくしていたが、やがて呟くように口を開く。
「すごいね。……うん、本当にすごい」
　そしてふっと笑った。
「ものすごく努力したのがわかるよ。想像よりずっと上だった。昔のお姉ちゃんは、見る目がなかったね」
「…………」
　複雑な感情が胸の中で渦うず巻まく。突きつけたナイフの先が、わずかに震ふるえる。
　十郎はゆっくりと息を吸い、吐き出すと、どうにか言葉を絞しぼり出した。
「俺の勝ちだ。──もうここで止めてくれ。殺したくない」
「…………」
　無言の睨にらみ合あい。
　やがて一花はため息をついた。
「……わかった」
　冷ややかなその声の調子に、十郎は思わず彼女の顔を見直す。
　そこにあるのは──紛まぎれもない失望の表情だった。
「十郎くんの覚かく悟ごの程がわかった。結局、手を汚よごさずに済ませられると思ってるんだ。この期ごに及およんで」
　同時に肩のゴマイチローが弾けて光の粒子となり、拡散する。
「な──っ！」
　マナが一瞬にして一花の元に集つどう。
　十郎は《見みえざる手て》に弾はじき飛とばされ、洋館の壁に激げき突とつ。その体を具現化された無数の刀が襲おそった。
（《千せん刃じん》──！）
　氷見谷が使っていた、極めて殺傷能力の高い術だ。
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　地面を蹴って逃れようとする。だが、間に合わない。下半身が巻き込まれた。両足の腿ももを、ふくらはぎを貫つらぬかれる。
「ぐ──ぁ──！」
「余裕持ちすぎって言ったよね。それは十郎くんも同じだよ。私にその魔法回路を観察する時間を与えすぎた」
　だからゴマイチロー──《暴ぼうし食よく鼠ねずみ》が壊呪デイスペルされたのだ。
　並の魔法士が初見で解かい析せきできるような魔法回路ではない。だが、今の相手は一花である。確かに十郎は甘あますぎた。
「負けを認めさせれば勝ちだよね、確かに。で、十郎くんは、私がこの程度で負けを認めると思ったんだ」
《千せん刃じん》が解除される。が、足はずたずたになっており、身動きはできない。
「さっき、私の目的は『悪しき前例になることだ』って言ってたよね。……じゃあ、訊きこうかな。私が十郎くんを殺そうとしたのは、そして今殺そうとしているのはどう説明するの？　あなたには、私がそんな殊しゆ勝しようで理性的なことを考えるほど、正気に見えてるのかな？」
「…………」
　十郎は答えられない。
　一花はふっと視線を十郎の後ろに向けた。
「表が騒さわがしくなってきたね。マスコミの人たちが集まってきたみたい。──テレビで好き勝手なこと言ってたね、あの人たち。滑こつ稽けいだよね。安全なところから傍ぼう観かんして批判できるつもりでいるんだから。災さい厄やくはとても身近なところにあると気付いていないのかな？」
「…………」
　十郎は嫌な予感を憶えた。
「確かに最悪の事態ってものを教えてあげないといけないのかもしれないね。十郎くんが言ってたように」
「よせ！」
　膨大なマナが集う。
　一花は《魔ま弾だん》の魔法回路を組み上げる。
　十郎は動けない。壊呪デイスペルは届かない。
　桁けた違ちがいの大きさを持った光球が一花の手を離はなれ、十郎の頭上を通過する。
　とてつもないエネルギーが洋館を呑み込み分解する。
　そして、《魔ま弾だん》はそのまま、表の人ひと混ごみのなかへ──


＊　＊　＊


「──市之倉さんの安否は不明。先さき程ほどから敷しき地ち内ないにて銃じゆ声うせいや爆ばく発はつ音おんのようなものが断続的に聞こえてきますが、こちらも詳しよ細うさいは明らかになっていません。以上、現場からお伝えしました」
　梨り子こは一度レポートを切った。
　五回目の事件である。だが、今回のはこれまでと少し様子が違っていた。一花が姿を見せないのだ。
　特別対策局はなぜか今回も現れない。機動隊が包囲しているものの、圧倒的な魔法の力を見せつけられているため、突とつ入にゆうは躊ちゆ躇うちよしているようである。中の様子を窺うかがい知しることはできない。
　早く姿を見せてみろ、と思う。
　魔法士の残ざん虐ぎやくさを、非ひ道どうさを、その危険性を、克こく明めいに報道してやる。
　梨子はこの事件を全国に伝えることに使命感を感じていた。
　と、そのとき、落らく雷らいでもしたかのような轟ごう音おんが響いた。
　何事だ、とスタッフと顔を見合わせたとき、見物人やマスコミの輪の中から、大きなどよめきが起こる。
　市之倉邸が、崩壊していた。
　巨きよ大だいな光の玉が大きな洋館をまるで端はしから貪むさぼり食くうように破壊。瞬またたく間まに一棟とうを呑み込むと、地じ響ひびきのような音を立てながらこちらに接近してくる。
　警官隊の包囲が崩くずれる。
　皆がちりぢりに逃げようとする。
（──だめだ、間に合わない）
　梨子は本能的にそう悟さとった。
　逃げられない。
　全員死ぬ。
　一瞬にして恐怖が膨ふくれあがる。思わず目を閉じ、耳を塞ふさぐ。
　だが──最後の瞬間は訪れなかった。
「く────っ！」
　いつの間にか人ひと垣がきの最前列に少女が飛び出している。そして、彼女のかざす両手の直前で、光こう弾だんは押おしとどめられていた。
「こ──のぉ────！」
　歯を食いしばりながら少女は叫さけぶ。
　同時に光の球が四散した。
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　悲鳴と怒ど号ごうが聞こえる。
　マスコミや見物人たちが大混乱に陥っている気配が伝わってくる。
　それはつまり、《魔ま弾だん》に呑み込まれるはずだった人間が生きているということを意味していた。
　そして、ずしんという音と共に《魔ま弾だん》の気配が消えた。
「消し飛ばした──？」
　一花が呟いた。
　同時に背後から駆け寄よってくる足音と、声が聞こえた。
「椎葉先生！」
　小柄な人ひと影かげが視界に現れる。
「外の人たちは、菜な々な香かさんたちが避ひ難なんさせています。家の中にいたお爺じいさんも助けました」
「お前……何で──？」
　月つき子こは答えず、一花から十郎を護るようにその前に立った。
「ん、確か、十郎くんの生徒さんだったかな？　この間会ったよね」
「はい。雛咲月子といいます」
「今、私と十郎くんのお話し中だったんだけどな。後にしてくれないかな？」
「……先生苛めるの、止めてあげて下さい」
「コミュニケーションだよ。家族間の」
　一花は笑う。
「馬ば鹿か、何してんだ！　早く逃げろ！」
　自分に構う必要など無い。関かかわり合ってはいけない。恵めぐまれた素質と真っ直ぐな心を持つお前には、幸福な未来があるはず。こんなところで浪ろう費ひして良い命ではない。
　だが、月子は答えず、ゆっくりとした口調で一花に語りかけた。
「一花さんは──椎葉先生に嫌われたいんですね」
「…………」
　十郎には意味のよく分からない言葉だったが、一花の表情が微かすかに動いた気がした。
「先生は生徒を大事にしてくれる、優やさしい人です。目の前で惨むごたらしく私を殺せば、先生はあなたを嫌ってくれると思いますけど、どうでしょうか？」
　そして今度の月子の発言は、意味が分からないどころか十郎の理解を完全に超こえていた。
「おい？　お前、いったい何を……」
　一花に対し自分を殺せと、そう言っているのか？　なぜ？　何のために？
　だが、一花には通じたようだった。彼女は二、三回目を瞬かせると、得心したように肯いた。
「そう」
　きゅっと唇くちびるの端を吊つり上あげて笑う。
「そうだね」
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「おい、雛咲！　何のつもり──」
「私が時間、稼ぐから」
　背後にそう言葉を掛かけ、月子は目の前に意識を集中させた。
　一花が信じられないレベルの魔法士であるということは、向き合うだけでわかった。恐怖で膝ひざが崩れそうになるのを、必死で堪たえる。
　しかし、少なくとも十郎が止血して動けるようになるだけの余裕は作らなければならない。そのあいだは、注意をこちらに引きつけておかなければならない。
　巨大な《見みえざる手て》の衝撃が来た。《障しよ壁うへき》で耐たえる。
「……ふーん、優ゆう秀しゆうだね。十郎くんが気に掛けるのもわかるよ」
　もう一度、今度は先ほどに倍する威いり力よくの《見みえざる手て》。ずしんと地面が揺ゆれる。しかし、《障しよ壁うへき》をさらに強固に組み直し、これにも月子は耐えきった。
　一花の顔から侮あなどりの色が消えた。
「すごいね」
　魔法回路を組み上げる速さを見れば、魔法士の能力は判断できる。
　複数施呪マルチキヤステイングの能力を抜きにしても、椎葉一花は希け有うな素質を持っている。そして月子は、その一花とマナの扱あつかいにおいてほぼ互ご角かくの力を示して見せたのだ。
「じゃあ、こんなのは──どうかな？」
　月子の至近距きよ離りで立て続けに轟音、数本の火柱が上がる。高威力の《霹へき靂れき火か》の連続施呪キヤステイング。
「────！」
　土つち煙けむりの中から一花が飛び出す。手には巨大な刀。
　振ふり下おろされた白はく刃じんが、月子の《障しよ壁うへき》と衝しよ突うとつ。耳みみ障ざわりな悲鳴を上げる。
　突破しきれないと悟った一花は、一度刀を消し距離を取ろうとする。
　月子は一度《障しよ壁うへき》を消し、その直地点を《見みえざる手て》で一いち撃げき。
　足場がクレーター状に陥かん没ぼつ、一花はバランスを崩す。
　月子の《魔ま弾だん》。しかし一花は自分の体をふわりと浮うかせてかわした。
　十数メートルの距離を置き、再び対たい峙じする。
「──素質だけじゃなく、勇気と冷静さもあるのね。可愛かわいげがないくらいに。ちょっと、びっくり」
「…………」
　月子は荒あらい息をつきながら、一花を見み据すえた。
　怖こわくないわけはない。しかし、殺意を向けられたり、攻性魔法を仕し掛かけられたりしたのは初めてではなかった。その経験がなければ、最初の爆ばく音おんと爆炎に心が折れていたかもしれない。
[image: 画像]
（それに──）
　今は背後に十郎を背せ負おっている。屈くつするわけにはいかないのだ、何があっても。
「……椎葉先生から、あなたのお話を聞かせてもらったことがあります」
　月子は《障しよ壁うへき》を維い持じしたまま、一花から目を逸そらさずに言った。
「すごい魔法士で、憧あこがれだったって」
「迷めい惑わくな話だね」
　一花は笑顔のまま、そう断じた。
「迷惑……だったんですか？」
「だってそうでしょう？　勝手なイメージ押しつけるだけで、私のことを知ろうともしない。窮きゆ屈うくつでしかたなかった」
「…………」
「月子ちゃんだっけ？　あなた、さっき、言ったよね。私が十郎くんに嫌われたがってるって。その通りだよ。私は十郎くんからのどんな好意も必要としていない。だからできるだけ苦しめて、殺すの」
　背後で止血を試みている十郎の呼吸が、わずかに乱れた。自分のことのように心が痛む。
「……わかります」
　しかし月子はそう答えた。
　少なくとも、目の前のこの人の言葉は真情の一いつ端たんではあると思った。だから、こちらも正直に言う。
「一方的に期待を押しつけられるのって、辛いです」
　幼い頃からずっとそうだった。息苦しくて、逃げ場ばがないという思いが常につきまとっていた。ただ──
「でも、それは、期待を掛けてくる人が嫌いなんじゃない、期待に応こたえられない自分が嫌いだったんです。一花さんは椎葉先生に、今のあなたを見られたくなかったんじゃないですか？　大好きな人を失望させるのが怖かったんじゃないですか？」
「大好き？」
　一花はくすくすと笑う。
「私が、十郎くんのことを？　たった今まで、殺そうとしていたのに？」
　月子はしばらく黙だまって彼女を見つめたが、やがて小さく息をつき、静かに口を開いた。
「笑顔って、とっても便利なものなんですよね。私も〝それ〟をよく使っていました。だから──」
　喜び、怒り、悲しみ、楽しみ、感かん嘆たん、賛美、期待、困こん惑わく、諦てい念ねん、落らく胆たん、絶望、あるいは狂きよ気うき──何を貼はり付つけたものであっても、どんなに上う手まく作られていても。
「わかってしまうんです。その笑顔が〝まがいもの〟だって」
「…………」
　一花の顔から初めて表情が消えた。
「そしてあなたが私みたいな人間であるなら……臆おく病びようだったり、悩なやんだり傷ついたりするのが怖い普ふ通つうの人間であるなら、理解ができます。そんな人が、辛くて苦しくて、誰だれかを傷つけたり殺したくなるほど思い詰つめるのは──」
　言葉を突きつける。
「相手が大好きで大好きで仕方のないときだけです」
　一花は何も答えない。
　ただ、心の痛みを堪えるように胸に添そえられた手が色を失うほどきつく握にぎり込まれ、小さく震えている。
　月子の放った矢は、正せい鵠こくをこれ以上ないくらい見事に射い貫ぬいていた。
「一花さん、私は──」
　少しためらいながら月子は口を開こうとする。
　そのとき、一花は呟くように言った。
「わかったようなことを──」
　そしてきっと顔を上げる。表情は今にも泣き出しそうに歪ゆがんでいた。
「わかったようなことを言わないでよ！」
　初めて聞く、感情のこもった声。同時に月子の周囲で爆ばく発はつが連れん鎖さする。
「どうして、十郎くんの前でそういうこと言うの！　どうして今なの！　こんなときに、もうどうしようもなくなった後に、そんなこと、言わないでよお！」
　悲鳴のような叫び。
　月子は土つち煙けむりと火ひば柱しらの中で唇を噛かみしめた。自分は間違えたのだろうか。口にすべきではないことを言ってしまったのだろうか。
　しかしそのとき、轟ごう音おんを切り裂いて声が響いた。
「それ以上雛咲に手を出すんじゃねえ！」
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　足の傷は軽いものではない。自分の医いり療よう魔ま法ほうの腕うででは、一時的に血を止め痛みを麻ま痺ひさせるのがせいぜいだ。
　だが、十郎は力ちから一いつ杯ぱい地面を蹴った。一花に手が届くなら、足など何本ちぎれても構わなかった。
　土煙を抜ける。一花の姿が見える。複数の魔法回路が起動される。
　壊呪デイスペルは不可能。だが止まらず走る。無数の光弾が迫せまる。
　そして、その全すべてが撃うち落おとされる。
　──複数施呪マルチキヤステイング？
　色を失った一花の唇がそう動く。
　月子が隠していた最大の武器が、最高のタイミングで解放されたのだ。
　ほんの一いち刹せつ那な、一花の視線が月子の方に向く。
　その瞬間──十郎の手が、彼女に届いた。
「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」
　咆ほう哮こうのような、慟どう哭こくのような声を上げながら、十郎は残った力を振り絞って一花を地面に叩たたき伏ふせた。
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　戦いが行われていた市之倉の屋敷から、三キロほど離れたビルの屋上。
「……決着がついた」
　名な坂さか千ち早はやは目を閉じたまま呟いた。
《千せん里り眼がん》の魔法を通し、光景が脳内に転送されてくる。
　椎葉一花は動かなくなった。気絶したようだ。椎葉十郎がとどめを刺さす様子はない。となれば、やはり自分がやらなければならないだろう。
　千早の能力の特とく徴ちようはマナ操作距離の長さにある。素質判定そのものはＢランクの下と平へい凡ぼんだが、数キロ先のマナを使って魔法回路を組むことができるのだ。専門分野は遠えん距きよ離りの状じよう況きよ把うは握あくと長ちよ距うき離より攻こう撃げき。いわば斥せつ候こう兵や狙そ撃げき兵へいの役割を果たす魔法士である。
　知覚範はん囲い外がいからの攻撃は極めて有効。戦闘のセオリーだ。ところが、対魔法士に関して言えば、話はそう単純ではない。
　物理的な不意打ちを回避する魔法は幾いくつも知られている。魔法士の力量にもよるが、攻撃を防ぐのみならず、攻こう撃げき者しやの位置を特定したり、そのまま攻撃を反射して返したりすることも十分可能なのだ。対魔法士戦には魔法士が駆り出だされることが多く、狙そ撃げきや銃じゆ撃うげきという手段があまり取られることがないのは以上のような理由による。
　そして今回の相手はあの椎葉一花だ。遠距離であれ近距離であれ普通の魔法士がどうこうできるレベルではない。それが一いつ般ぱん的てきな結論だろう。
　だが勝算有りと判断したのには理由があった。
　確認した限りにおいて、彼女に自衛の意識が乏とぼしいように感じられたのだ。つまり自分の身を護ることにあまり頓とん着ちやくしていないのではないか、ということである。
　千早にはかつて一花と共に戦った経験がある。能力的には比ひ肩けんする者がない水準だったが、精神面に危あやうさがあった。
　一見、狂気と憎ぞう悪おに支配されているように見える。だがその内側は単なる復ふく讐しゆ心うしんではなく、自じ棄き的てきな要素が多くを占しめているのではないか。そう判断した。
　千早は一花に対して好意も嫌けん悪おも抱いだいていない。期待したこともなければ、失望したこともない。ただ見えるものをそのまま判断し、結論を導いただけである。
　──そして、結果としてそれは的を射ていた。
　特別対策局の動員を要よう請せいしたのは、ある程度の規模を持つ戦闘あるいは虐ぎや殺くさつという環かんき境ようを作り出せば、一花のそういう部分がよりはっきりと顔を出す公算が高いと考えたからだ。
　対策局は何者かの足止めをうけ現場に到着できなかったようだが、結果的には乱入者が同じ役割を果たしてくれた。であれば、予定通り自分の仕事を果たすまでだ。
《隠いん匿とく》の付加式を組み込んだ《千せん里り眼がん》により、視界は確保されている。
「……《千せん里り箭せん》」
　呟くと両手に弓矢が現れる。
　同系統の《鬼おに遣やらい》より威力は落ちる。だが、精度と射程は比べものにならないほど上回る術式だ。
　矢をつがえ、引ひき絞る。
　あとは手を離せば百発百中で数キロ先の心臓を射貫く。
　千早は作業のようにそれを実行しようとし──そして大きく飛び退のいた。
　一いつし瞬ゆん遅おくれて足元に矢が突き立ち、コンクリートを粉々にする。
「や、久しぶり。──ああ動かないでね」
　顔を上げるとフェンスの上に立つ知ち己きの姿があった。
　屋上への入口の方からは、眼鏡を掛けた男が千早の背中を銃で狙ねらっている。こちらは知らない顔。
「対策局が動いたって情報を手に入れてね、念のため狙撃を疑ったんだ。正解だったね。もっともあんたが居るとは予想してなかったけど」
「…………」
「五年ぶりだね。元気に生きてた？」
　反応のない千早に、晶あきらは眉まゆを寄せた。
「返事くらいしろっての」
「無意味な質問。生きてなければここに立っていない」
「変わってないね、そういうところ。で、なんで昔の仲間を狙い撃ってんの？」
「……命令だから」
「ほんとに相変わらずだ。自主性のない人生って楽しいのかね」
「私は他の生き方を知らない。役目を与あたえてくれる人がいるから、従うだけ」
　ただ、それだけだ。
　晶はふん、と鼻を鳴らした。
「で、命令遂行は失敗に終わったけどどうする？　アタシと戦う？　この距離なら負ける気しないけどね」
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　兵士として徴ちよう集しゆうされている若者たち。
　疲つかれた顔をして俯うつむいている女。
　死んだような目をした老人。
　道ばたに転がる死体。
　ハエがたかりウジの湧わいている傷口。
　廃はい墟きよと化した村々。
　銃声。
　悲鳴。
　手しゆ榴りゆ弾うだんの炸さく裂れつ音おん。
　地じ雷らいの土煙。
　闇やみ夜よを引き裂さく照しよ明うめ弾いだん──


　最初は地じ獄ごくのようだと思った様々なことにも慣れてしまった。
　人間の適応能力というのは、結構すごいものだと一花は思う。人を殺すことに関してもそうだ。最初は辛くて辛くて仕方なかったのに、いつの間にか命令されたことを効率的にこなせるようになっていた。
　自分が頑がん張ばればその分だけ十郎の幸せに繋つながる──そのことさえ心に刻んでおけば、大たい抵ていのことは何とか乗のり越こえられる。
　平和維持活動を装よそおった海外派は遣けん。主目的はこの国の反政府軍を殲せん滅めつすること。
　作戦は順調に進んでいた。
　敵方にも魔法士が居たが、国連軍の物量と一花たちの活かつ躍やくの前に次々と敗走に追いやられていた。このまま行けば、遠からず決着が着くだろう。そうなれば十郎の待つ日本に戻ることができる。


　──一花が彼かれに出会ったのは、そんなある日のことだった。


「……とりあえず、銃じゆうを下ろしてくれないかな」
　日本語で言ってみる。当然ながら通じていないようだった。
　少年兵はおそらく一四、五歳さい。太ふと腿ももの銃じゆ創うそうから血を流し、木の幹を背にして座すわり込みながらこちらに拳けん銃じゆうを向けている。
　反政府レジスタンスと一戦交え、彼らが風のように撤てつ退たいした後だった。おそらく動けない怪け我が人にんということで仲間から見捨てられたのだろう。
「怖くない。私は何もしないよ。怪け虜りよ扱あつかいで私たちのベースに連れて行ってあげるから、おとなしくしていてくれるとうれしいな。足の傷、痛そうだね。早く手当てしないと、歩けなくなるよ」
　一花は穏おだやかに語りかけながら、ゆっくりと近付いた。言葉は分からなくとも、表情や口調から意思は通じるものである。敵ではあるが、戦闘が終わった以上殺す必要もない。
　少年は固い表情で睨み付けてきたものの、結局抵てい抗こうせずに武器を渡わたした。
　拗すねたような表情がどことなく十郎に似てるな、と思った。


　一花は彼を連れ帰り、治ちり療ようを要請した。
　少年は手当てを受けた後、簡易収容所で寝ねかされることとなった。これは人道的価値観に基もとづくものではなく、尋じん問もん用の捕ほ虜りよが必要だったからである。ゲリラは神しん出しゆ鬼つき没ぼつだが、拠きよ点てんの情報を得てそこを叩くことができれば、一気に勝負を決められるのだ。
　無む茶ちやな抵抗などをしたりしなければ、そうそうひどい扱いを受けることは無いはずだが──弟と同じ年とし頃ごろであり、また自分が拾ったという責任上気になった一花は、食事を届ける役を引き受けて様子を見に行くことにした。
「具合はどうかな？」
　通じないのを承知で言ってみる。案の定険しい視線を向けられただけで、返事はなかった。食事には手を伸ばしたから、ひどく体調が悪いということもないのだろう。
（……やっぱり、十郎くんに似てるなあ）
　居い心地ごこちの悪そうな顔でこちらを窺うかがいながら食事を続ける少年を見、一花は思った。顔立ちはそれほどでもないが、雰ふん囲い気きが弟を思い出させる。どこか不機嫌そうな目付きなんかが、特に。
「ね、名前なんて言うの？」
　日本語と英語で繰くり返かえす。やはり通じない。
　少し考え一花は、自分を指さし、言った。
「イチカ」
　それを二、三度繰り返す。そしてあなたは？　と言って少年を指し示した。
　今度は通じたようだ。少年は食事の手を止め、迷惑そうな、あるいは困ったような顔をしたが、やがて自分をさして口を開いた。
「ラフマン」
　一花は微笑ほほえんだ。
「そう。よろしく、ラフマン」


　それから一花は時折ラフマンの元へ行き、片言の現地語とジェスチャーでコミュニケーションを取るようになった。
　日本から一いつ緒しよに来た同どう僚りようたちとの間には距離がある。唯ゆい一いつ、最年少の葛かつ城らぎ功こう哉やだけが声を掛けてくるが、無む邪じや気きな憧れと尊敬が重く、対等ではない関係は少し負担に感じられていた。
　年は一四、国境付近の農村の出身。足の傷は大だい丈じよ夫うぶ。痛みも引いてきた。
　ラフマンについてわかったことといえばその程度のものだったが、孤こ独どく感に悩まされていた一花にとって少年の顔を見るのは、得難がたい時間となっていた。
　やがて、ラフマンがこの拠点の村から移送されることが決定した。一花は心休まる一時が失われることを残念に思ったが、こんなことで我わが儘ままを通すわけにもいかず、ため息を一つついて事態を受うけ容いれた。


　そして、移送当日の早朝──一花は違い和わ感かんを覚えて目を覚ました。
　ごくごく小さな、しかし胸の悪くなるほど禍まが々まがしい気配。
（……何、これ。魔ま法ほう回路？）
　起きて外に出る。同僚の魔法士たちの中にも、まだ気付いたものは居ないようだった。
　一花は神経を集中し気配の場所を探さぐると、そちらに向かって駆け出した。
　ベースは地元の村を丸ごと借りるような形で広く設置されている。
　一花たち魔法士の営所からやや離れた国連軍の一いつ般ぱん兵が寝ね起おきしているエリアに、見覚えのある人影が歩いていた。
　ラフマンだ。両側を兵士に挟はさまれるような恰かつ好こうで車に乗せられようとしている。
　そして──次の瞬しゆ間んかん、一花は顔を強こわ張ばらせた。
「だめぇっ！」
　大声で叫びながら駆け寄る。
　嫌な気配の元は──ラフマンの体内。おそらく無差別広こう範はん囲い破は壊かい系の魔法回路。それも極めて強力な。
　少年と兵士たちが振り返る。魔法回路は今まさに起動されようとしている。ラフマンが一花に向かって何か怒ど鳴なる。
　一花の思考には幾つかの選せん択たく肢しが浮かんでいた。
　魔法回路を壊呪デイスペルする。
　ラフマンを殺して魔法回路の起動を中止させる。
　ラフマンの周囲を《障しよ壁うへき》で囲み、被ひ害がいを最小限に抑おさえる。
　このうち、壊呪デイスペルは明らかに間に合わない。起動を止めさせる、《障しよ壁うへき》で防ぐ──それらはいずれもラフマンを殺すことになる。
[image: 画像]
　相手が顔のない敵兵なら迷うことなどなかっただろう。だが、一花はこの弟に似た少年兵と言葉を交かわし、ささやかながら友ゆう誼ぎらしきものを育はぐくんでいた。一人の人間として認にん識しきしてしまっていた。
　一花は躊躇した。そしてそれが取り返しの付かない事態を招いた。
「あ……」
　気付いたときには、既すでに巨大な炎の壁かべが周囲を呑み込もうとしていた。


　いわば人間爆ばく弾だんのようなものだったのだと思う。
　おそらくラフマンも魔法士としての才能を持っていた。だが、年若い未熟な魔法士にこれだけの魔法回路を組むことは不可能だ。彼の役目は起動のみ。《維い持じ》《隠いん匿とく》を組み込み巧こう妙みように気配を消した魔法回路を体内に埋め込まれ、死を承知の上で機を見てトリガーを引く。それだけ。
　負傷もわざとだろう。こちらの拠点に運び入れられるところまで計算されていたのだ。
　最後の最後で《障しよ壁うへき》を張り、わずかに威力を削けずることに成功したものの、死傷者は一〇〇〇人を超えた。その中には集落の女、子どもや老人も含ふくまれていた。
　無論、ラフマンは跡あと形かたも残らなかった。
　彼を助けてベース内に運んだこと、体内の魔法回路に気付けなかったこと、起動の瞬間に判断を誤ったこと──一花は何重ものミスを犯おかした。他の魔法士であったならミスを犯す機会すら与えられなかっただろうが、それでも一花は自分を責めた。
　一方でラフマンを憎にくむことはできなかった。
　最後に見た彼は、一花の姿を見て驚おどろいていた。そして全身で必死に伝えようとしていた。『来るな！　逃げろ！』と。彼もまた一花を殺すことを望んでいなかった。
　民間人や友軍の兵士を大勢殺した殺さつ戮りく者。だが、彼は人間だった。冷れい徹てつな殺人機械でも傲ごう慢まんな処しよ刑けい人でもなく、一人の少年だったのだ。
　行き場をなくした怒りや憎悪や後悔や落胆は一花の元に返り、刃となって彼かの女じよ自身を傷つけ、その心をずたずたに引き裂いた。
　そして、生き残った人々の目がさらに一花を責め立てた。
　なぜ止められなかった？
　化物のような力を持っているくせに、すぐ傍そばにいたくせに、お前は何をしていたんだ？
　魔法の使えない一いつ般ぱん人じんの命など、どうでも良いと思っていたのか？


　──そのとき以降、一花は立ち上がる力を失った。


　その後、葛城功哉に連れられて、各地を転々とした。
　この頃ころの記憶は曖あい昧まいだ。ただただ死ぬことだけを考えていたような気がする。
　やがてＰＭプロジエクト・マクスウエル社のマクスウェルに拾われ、世話になりながら折を見て彼と会話するようになった。


「失われたものにも、後から何らかの意味や価値を持たせることは可能なんだ。そして、君にはその力がある。違うかね？」
　失われたもの。私のせいで死んでいった人たち。
　彼らの死が──無駄ではなくなる？
　そんなことが本当にできるなら、何を置いても私はやらなければならない。それは私の義務だ。
　でもどうやって？
「まったく同じものを取り返すのは不可能だよ。だが、これから失われるものを、可能な限り少なくすることはできる。警告してやればいいんだ」
　ああ、わかってきた気がする。
　こんなやり方は駄だ目めなんだ。危険なんだ。──そう、安全な場所から他人を操あやつる人たちに教えてあげればいいんだ。
　でも──
　でも、怖い。
「何が？」
　私は力を振るうのが怖い。
　人を傷つけるのが怖い。
　たとえそれが必要なことであったとしても、怖くて仕方ない。
「ふむ──それは逆に進むべき道を示していると思わんかな？」
　どういう意味？
「辛くなければ罰にならないということだよ。君が望んでいたのは、それじゃないのかね？」
　…………。
「どうするかは自由だ。結論は私ではなく、君が出さなければならない」
　……私は罰を受けるべき人間。裁かれるべき存在。
　だが、その上で世の中を変えることができるのなら、何かを遺のこすことができるのなら──
　ああ。そうか。
　そうなんだ。
　ようやくわかった。
　それこそが、私の歩むべき道なんだ。


　日本に戻った一花は、まず十郎に会いに行った。人ひと質じちとして利用される前に殺すためだ。
　十郎を愛していた。彼に恨うらまれることを想像すると胸が苦しくなった。彼の死を考えるだけで、心がちぎれそうに痛んだ。
　だから──だから、きっとこれは正しいこと。
　そう確信した。
　こんなに辛いのだから、自分に与えられる罰としてふさわしいはずだ。
　だが──できなかった。
　やらなければならないことなのに、どうしても十郎に止めを刺すことができなかった。
　それどころか、死につつある弟を前にして恐きよ慌うこうをきたした。怖くて苦しくて耐えられなくなった。


　月子とかいう少女の指し摘てきは、全て正しい。
　人質として利用される前にどうのとか、関係ない。認めることを避さけてきたが、十郎を殺そうと思ったのは、確かに醜みにくい自分を見られたくなかったからだ。大好きな弟に失望されるのが怖かったからだ。
　本当は分かっていた。
　ずっと逃にげていただけだ。卑ひ劣れつに。無様に。


　自分は大勢の人を殺した。
　そして何を為なすことも──罰を受けることすら──できなかった。


　──それが現実だ。


＊　＊　＊


　うっすらと目を開ける。こちらを覗のぞき込んでいる女の子の顔があった。
「あ、気が付いた。大だい丈じよ夫うぶですかー？」
　見覚えがある。数日前に会った、一花に憧れて特別対策局を目指しているとか言っていた少女だ。
　七年前、親兄弟と海外旅行に来ていて、テロに巻き込まれた子。家族が暴力を振るわれたことに腹を立て、習いたての魔法で勇ゆう敢かんに立ち向かっていた。
　そう。最初から気付いていた。昔の面おも影かげが残っているなと思っていたのだ。
　本当はみんな覚えている。
　助けた人も、助けられなかった人も、捕つかまえた人も、殺した人も一人残らず覚えている。忘れられるはずがない。
「あのー、一花さん、気を失ってたんです。どこも痛みませんか？　記憶とか、飛んでませんか？」
　一言も喋しやべらない一花を案じたのか、唯ゆい里りはそう尋たずねてきた。
　記憶はすぐに戻ってきた。十郎に叩き伏せられたのだ。
　ああ、負けたんだ、と悟った。
　なら、自分はここで終わり。終着点。
　十郎は少し向こうで半身を起こしている。
（足、ひどいことになってないかなあ。晶さんなら治せるかな？）
　ごく自然にそんなことを考えている自分に気付いた。自分が傷を負わせておいて、おかしな話だと思った。
　その十郎の傍かたわらにあの月子という少女がひざまずいて、何か言葉を交わしていた。
　大気中にマナはほとんど存在していない。おそらく一花の抵抗を封ふうじるため、彼女が占せん有ゆうしているのだろう。
　自分に匹ひつ敵てきする素質、自分と同じ複数施呪マルチキヤステイングの才能。
　そして、今、十郎の側にいるのは、一花ではなく彼女だ。
　不意に心臓を握り潰されるような痛みが一花を襲った。
　──いやだよ。
　声にならない呟つぶやきが漏もれる。
　──いやだよ、取らないでよ。


＊　＊　＊


　意識を取とり戻した一花がこちらに視線を向けていた。
「あの、卯う滝たき先生、ちょっと椎葉先生をお願いします」
「ん、りょーかい」
　月子は唯里と交代し、一花の側に膝を突く。
　もう怖さを感じないのは、魔法を封じているせいだけではないだろう。今の彼女は迷子になった子どものように見えた。
「返してよ……。十郎くんを私に返してよう……」
　弱々しい声が聞こえた。
「……やっぱり大好きなんじゃないですか」
　そして月子は静かに言った。
「嫌です」
「────！」
　一花はきっ、と涙なみだ目で月子を睨む。だが怯ひるまず続けた。
「あの人は誰のものでもありませんし、そもそも最初に突つき放はなしたのは一花さんの方です」
「…………」
　一花は大勢の人を殺した。さらにもっと大勢の人を殺そうとしていた。そして何より十郎を傷つけた。許せないという気持ちは、確かに月子の中にある。
　だが──
　月子は少し考え、やがて占有していたマナを全て解放した。
　どういうつもりだ、と一花が怪け訝げんそうな目を向ける。
「……やり直してみませんか？」
　そう口にした。
「あの……椎葉先生や晶さんから聞きました。色々なこと。確かに私たちは特別な力を持ってて、それを誰かの役に立てたいとは思いますけど……一般の人から冷たい目で見られたり、一方的に利用されたりするのは嫌です。──そして何より、椎葉先生の傷ついた顔を見たくない。こんなことはもう二度とあって欲ほしくない」
　身勝手な感情かもしれないが、その気持ちが一番大きい。
「私はあなたに賛成しませんし、やったことは許せないですけど、気持ちはちょっとだけわかります。私も──魔法士の立場を、この世の中を変えたいです」
　一花は驚いたように目を二、三度瞬まばたかせる。そしてゆっくりと体を起こすと、大きくため息をついた。
「無理だよ」
「一花さんにも、まだできることがあると思います！」
「何かができるはずだと信じたから、こうなっちゃったんだ、私は」
　疲れたような、諦あきらめたような表情。
「何もできない。何も変えられない。それがあなたの倍くらい生きて、その全ての時間と引き替かえに得た答え。それとも、あなたは私に別の答えを教えてくれるとでも言うのかな？」
「……はい。教えてあげられます。そのつもりです」
「何を根こん拠きよに？」
「私の──これから死ぬまでの時間です」
　月子ははっきりと言った。
「一花さんが今まで生きてきたのよりずっと長い時間と引き替えに、ちゃんと何かを変えられるってことを見せます。だから……手伝ってください」
　一花は驚いたように言葉を失い、そして深々と息を吐はいた。
「あのね……自分がどれほど大変なことを言ってるか、わかってる？」
「それは、もしかしたら、本当はわかってないのかもしれないです。私はまだ子どもだし、経験にも乏しいし……。でも、どんなに大変でも諦めません。絶対に」
「……何も為せずに諦めた私にとっては、痛い皮肉だね。その言葉」
　その表情は、苦くし笑ようと言うには少々虚きよ無む的に過ぎた。
　そんなつもりは……と言いかけた月子の肩かたに、ぽんと手が置かれた。
「肩借りるぞ」
「先生……足は？」
　動けんほどじゃない、と言って十郎は一花に向き直る。
「俺は姉さんに憧れたことも、特とく殊しゆ執しつ行こう官かん目指したことも後こう悔かいしてねえよ。今、こうして姉さんを止めようとすることができたのは、ずっと背中を追いかけてきたおかげだ。だから──」
　だから、一花が存在していたことには確かに意味があったんだ。
　声にならないその思いが、月子にも伝わってきた。
　一花は十郎を見つめながら言葉を探しているようだったが、結局バカな子、とだけ呟いて、観念したように目を閉じた。
「月子ー、残ってた敵追おい払はらったから、晶さんもすぐこっちに来るって」
　門の方で野や次じ馬うまの整理と怪我人の手当にあたっていた菜々香が、携けい帯たい電話を握りしめながらそう声を上げた。
　月子は安あん堵どの息をついた。もう大丈夫だ。
「月子ちゃん」
「は、はい」
　一花が静かな表情でこちらを見ていた。
「私、ものすごく厳しくて、意地悪だよ。投げ出したら許さないから」
「私は、投げ出しません」
「絶対に？」
「絶対に」
　決意を込めて、強く強く肯うなずく。
「──何があっても、絶対に」
　そう言って月子は一花に手を差さし伸べる。
　一花は月子の顔を見つめ、そしてくすりと笑いながらゆっくりその手を取り、立ち上がった。
「うん、わかった。約束ね。──じゃあ、十郎くんを連れて行くのはやめてあげる」
「え？」
　とっさにその言葉の意味が分からず、月子はきょとんとする。
「あなたの言ったことは半分だけ正しいよ。もしかしたら世の中は変えられるのかもしれない。良くすることができるのかもしれない。でも、私がやり直すのは無理。残念ながら私の道はここでおしまい。行き止まり。──じゃ、がんばってね、英雄さん」
　手を離し、軽く月子を突き飛ばす。
　同時に月子の顔に血ち飛沫しぶきが跳はねる。
　一花の胸に穴が穿うがたれていた。
「え──え──？」
　さっきまで会話を交わしていたその姿が、ゆっくりと崩れ落ちる。
　何が起こったのか理解できなかった。
　背後から穏やかな声が聞こえてきた。
「本当はもっと早く駆かけつけるつもりだったのですけどね」
「能勢──」
　十郎がかすれた声でその名前を口にする。
　月子が振り向むくと、微笑みを浮かべた男が立っていた。
「遅おそくなりまして申し訳ありません。特別対策局の人員が何者かの足止めに遭あいまして、ようやく先発の私が到とう着ちやくした次し第だいです。ご協力、ありがとうございました。おかげでテロリストを処理することができました」
『処理』という言葉がひどく残ざん忍にんな響ひびきを帯びていた。
　月子は慌あわてて一花の方に向き直る。
《魔ま弾だん》は正確に心臓を撃ち抜ぬいていた。
　手て遅おくれであるのは一目でわかった。仮に信し乃のや晶がこの場にいても、助けることはかなわないだろう。
　ばいばい、じゅうろうくん。
　血の気を失った唇がそんな言葉を紡つむぎ、止まった。
　そして、そのまま二度と動くことはなかった。


＊　＊　＊


　ああ、ようやく終わる。
　ようやく安らぎを得ることを許される。
　深い穴の底に沈しずんでいくような感覚の中で、一花はそう思った。
　間ま違ちがいだらけの人生だった。大勢の人を殺した。ずっと苦しかった。
　しかし、その締しめくくりをこんな安らぎのうちに迎むかえられるのなら、まあ悪くない一生だったと言えるのかもしれない。


　私は死んでも、人と人との繋がりは残る。
　十郎は一花の背中を見ていた。月子は十郎の背中を見ている。そして、やがて誰かが月子の背中を見ながら育つことになるのだろう。
　永遠に連なる鎖くさりの一いつ環かん。自分が確かに生きて存在していたという証。
　それだけで、もう十分だった。
　今、ここで朽くちることによって私の役目は全て終わる。
　あとは生きている人たちが世界を紡いでゆくのだ。願わくば、それが少しでも多くの人に、少しでも多くの幸せを与えるものでありますように。


　ただ──
　ただ唯一、十郎のことは少しだけ気に掛かる。
　不器用なあの子は一人でやっていけるだろうか。
（………………………………い）
　野菜嫌きらい、どうにかして克こく服ふくしてくれるだろうか。
（……………………………ない）
　職場の人とうまくやっているのだろうか。
（…………………………くない）
　育成校でどんなふうに教えているのだろうか。
（………………………たくない）
　そういえば、離れていた五年間のことを全然話していなかったな。
（……………………にたくない）
　もっとたくさん話せばよかった。話したいことがいっぱいあったはずなのに。
（…………………死にたくない）
　ああ、死にたくない。
　死にたくない。死にたくない。
　死にたくない。死にたくない。死にたくない。
　私はまだ、死にたくない。
　今ならきっと間違えたりしない。
　一人で何もかも全部抱かかえ込んだりしない。
　自分を見失って馬ば鹿かな真ま似ねしたりなんかしない。
　後ろをついてくる弟をときどき振り返り、たまには少しだけあの子に甘あまえてみたりして、二人で一緒に歩んでいく。
　陰かげ口ぐちにいちいち落ち込んで、心を閉ざしたりしない。たとえ多くの人に理解されなくとも自分から手を伸ばし、側にいてくれる人を、心を許せる人を見つける。友だちをたくさん作る。
　そういう人生を選せん択たくするんだ。
　──だから。
　だから神様、お願いです。
　私を助けてください。
　もう一度だけやり直させて下さい。何が悪かったのか、どこからおかしくなったのか、今はわかってるんです。今度はこんな後悔は残しません。幸せになります。心から笑って過ごします。あと一度チャンスがあれば、そんな生き方ができるんです。どうか、どうか、どうかどうかどうかどうかどうかどうかどうかどうかどうかどうかどうかどうかどうかどうかどうかどうかどうかどうかどうかどうかどうかどうかどうか──────────


　そして、最さい期ごの瞬間に彼女は理解する。
　──そうか、これが私への罰ばつなんだ、と。
　……………
　………
　……
エピローグ１　誓ちかいと絆きずなと





『──勇気が要いったのではないですか？』
『はい。後から考えれば、とても危険なことでした。でも、そのときは体が自然に動いたんです。ああ、私がやらなきゃ、私が魔法を使えない人たちを護らなきゃ、って』
『おかげで、私も命拾いをしました。本当にありがとうございました』
『いえ、そんな……』
『個人的にも魔法士のイメージが変わりましたから。あのテロの取材をしていたこともあって、失礼ながらそれまでは得体の知れない、恐おそろしい人間だという印象だったんですけどね。……そして魔法から報道関係者や一般の人たちを護った後、敷しき地ち内ないであの恐ろしいテロリストと対決されたわけですね。どんな気持ちで戦われたのですか？　怖くなかったですか？』
『それはもう、怖かったです。でも応おう援えんを待っている余よ裕ゆうはありませんでしたし、勇気を出して──』


　十じゆ郎うろうは病室のテレビをぼんやりと眺ながめる。古いブラウン管の中で、月つき子こが非の打ち所のない微びし笑ようを浮かべ、インタビューに答えていた。
　一いち花かが死んでから二週間が経過していた。
　足の傷は綺き麗れいに癒いえ、近々退院の許可が下りることになっている。あの後駆けつけた九く曜よう晶あきらによる初期治療が効果を発揮したようだ。
　そういえば、かつての同僚だったというあの女も、一花の死を知って茫ぼう然ぜんとし、そして怒いかり狂くるっていた。
　いつかもう一度話す機会があるといいなと思う。自分の知らない姉の話を聞くことができるかもしれない。
　現在、特別対策局と育成校は休職中という扱いになっている。表向きは怪け我がのためだが、身内から犯罪者を出した自分が今後どうなるかは白紙のままだ。
　そして月子は今や時の人となっていた。
　あのときの彼女の活躍を、テレビ局のクルーが撮さつ影えいしていたのだ。
　子どもの身でありながら、恐ろしいテロリスト魔法士から民間人を護った。なんと素す晴ばらしい。小さな英雄だ。──ということであるらしい。
　可か憐れんな見た目と素す直なおな受け答えは世間から好感を持たれた。報道番組はもちろん、トーク番組やバラエティからも出演の依い頼らいが殺さつ到とうしているようだ。そんなことを見み舞まいにやってきた唯ゆい里りたちから聞いた。
「姉さん……」
　十郎は呟く。
　一花の死体は特別対策局に引き取られ、気力を失って生ける屍しかばねと化していた十郎をよそに、彼らによって埋まい葬そうされた。
　能の勢せは、あれから一度も姿を見せていない。
　仮に投降していたところで、一花が救命される見込みはなかった。十郎はそのことを理解していたし、おそらくは本人もわかっていただろう。
（俺の手で、一花を殺すべきだったんだろうか）
　何度も繰り返される自問自答。
　あの日、一花の前に立ったときから、ずっと迷っていた。そして結局答えを出せず、彼女は能勢の手に掛かって絶命した。
　後悔に似た気持ちはある。自分の手で終わらせていれば、もっと違ちがう心境になれたのかもしれない。そうするべきだったのかもしれない。だが、以降その罪と記憶を背せ負おって生きていくことが、自分に可能だっただろうか。
　テレビの中の月子は笑え顔がおだ。
　一花は死に、月子は生きている。一花は凶きよ悪うあくなテロリストとして断罪され、月子は彼女を倒たおした英雄として賛美されている。


　十郎はゆっくりとベッドから下りた。


＊　＊　＊


　トイレに入り、個室の鍵かぎを掛ける。ようやく一人になれた。
　動どう悸きと体の震ふるえが止まらない。月子はぎゅっと自分の体を抱きしめる。
「もう嫌だ……」
　テレビに出るようになってかなりになるが、いつまで経たっても慣れることはできなかった。
　あの日の月子の働きを知った祖父の伊い蔵ぞうが、マスメディアに取り上げられるよう画策したのである。そしてその反はん響きようは予想を超えて大きくなり、いつの間にか多くの人命を救った幼き天才魔法士として祭り上げられていた。
　今のところ報道番組でのインタビューが中心。いずれも一花を極ごく悪あくなテロリストと位置づけ、相対的に月子が英雄として持ち上げられる構成になっている。
　耐たえ難かった。
　確かにその行こう為いに弁明の余地はない。しかし、それでも一花は悩み苦しむ普通の人間であり、彼女が行ったことにはそれなりの背景があった。真実を隠かくしあるいは単純化し、都合の良いイメージのみで語って良いはずがなかった。
　最後に会話を交わしたときの表情を思い出す。
　一花自身は自分が死んだあと、こういう事態になることも予測していたのではないかという気がする。だとすれば、確かに厳しくて意地悪な人だ。
　そして月子はそんな彼女に『投げ出さない』と誓った。魔法士と一般人の垣かき根ねを取り払い、偏へん見けんに満ちた視線も、利用し利用される関係もない世の中にすると約束した。
　今、月子はメディアを通じて発言することができる立場にいる。顔のない『魔法士』ではなく、『雛ひな咲さき月子』という個人として存在することを許されている。
　ならば、ここで戦い続けなければならない。少しずつでも、世の中に声を届けていかなければならない。どれだけ辛くても。苦しくても。
　目を閉じて、ゆっくり一〇数える。少し心が落ち着く。
　そしてトイレを出た。このあとにも予定が詰まっている。まだまだ立ち止まることは許されないのだ。
「すみません、お待たせしました」
　祖父に雇やとわれたボディーガードの魔法士たちに付き添われ、テレビ局の関係者口に向かう。
　仕事の手を抜くようなことはないものの、彼らが月子を見る視線は冷たい。世間に媚こびて取り入り、日の当たる場所でちやほやされているお嬢じよ様うさま──そう映っているのだろう。それも仕方のないことだ。
　いずれ──一〇年先でも一〇〇年先でも、何かが変わっていればそれで良い。
　大丈夫。自分はまだ笑顔を作ることができる。
　心を強く、ただ強く。どんなことにも揺ゆるがぬように。そう言い聞かせる。
　チェックを受け、関係者口から外に出た。
　曇どん天てんの夕刻近く。色いろ褪あせた冬の風景が広がっている。
　その中に──今日までずっと避けていた顔を見つけ、月子は思わず立ちすくんだ。


＊　＊　＊


「お祖じ父い様さまが車でお待ちですが」
　学校の先生だから、少し二人で話をさせてくれと言った月子に、護衛の男の一人がそう答えた。
「時間はかかりません。すぐ参りますとお伝え下さい」
　男はなおも渋しぶったが、折れる気配がないことを悟さとると「ではなるべくお早く」と言い残し、不承不承といった様子で立ち去っていった。
「足の怪我は、もうよろしいんですか？」
　敬語と、そしてテレビの中で浮かべている表情。
「ああ、問題ねえよ。もうすぐ退院だ」
「良かったです。忙いそがしくてお見舞いに行けず、申し訳ありませんでした。それで、何か御ご用ようが──」
「いいのか？　お前は」
　十郎は月子の微笑を正面から見み据すえた。
「──え？」
　虚きよを突かれたのか、月子は目を瞬またたかせた。
「人の人生背負い込んで、この先ずっと〝仮面〟をつけて生きる。それでいいのか？　はっきり言っておくぞ。あいつは死んで、お前は生きてんだ。一花が助かる方法はなかった。あんな真似をした以上、もうテロリスト、残ざん虐ぎやくな反逆者として死ぬしか道はなかった。だからお前があいつに対して責任を感じる必要はねえんだ」
「……ああ、そんな風に見えていましたか」
　月子は苦笑を浮かべた。
「一花さんに対して責任を感じていないと言えば嘘うそになります。でも、それだけではありません。──私自身が、こうしたいんです。世界を、変えたい」
　強い口調だった。
「なんでお前がそこまでする？　そんなに、魔法士の立場を何とかしたいのか？」
「それもあります。けど、私はもっと利己的な人間なんです。だから──」
　月子は少しためらうように言葉を切り、そして続けた。
「だから、私の大事なたった一人の人が傷つく顔を見たくなかった。そんな仕打ちをする世界は許せなかった。突き詰めれば、そういうことです」
「…………」
「それに、先生の方こそよかったんですか？　わざわざ私に会いになんか来て」
「何がだよ」
「私といると……一花さんのこと、思い出しますよ」
　十郎は眉をひそめて月子を見、そして深々とため息をついた。
「雛咲、ちょっと自分のつま先を見てみろ」
「え？」
　月子は戸と惑まどいながら言われたとおりにする。
　十郎はそのまま頭を押おさえ、強ごう引いんに胸むな元もとに引き寄せた。
「……え、あの……せ、先生？」
「お前が仮面モードになるのって、大抵びびってるときなんだよな。本心が怖こわくて出せないとき。──これで顔見えねえから、表情作っても無む駄だだ。正直に言いたいこと言ってみろよ」
「…………」
　しばしの沈ちん黙もくの後、月子は観念したように口を開いた。
「先生に、嫌な思いさせたくないの。私と居ると、一花さんとの約束、一花さんの亡なくなったときのこと、先生に思い出させることになる。私がどんどん、先生にとって不快な、嫌な存在になっていく。それが怖いの」
「……いちいち気に病やむな。お前が居ようが居まいが忘れられねえよ、あんなバカのことは」
「先生は私を責めたりしないし、そんな素そ振ぶりも見せないよね。でも、こっそり傷ついてるかもしれない。胸の中が苦しいのを、隠してるのかもしれない。そう思うと──逃げ出したくなる」
「じゃあ忘れようか、一花のこと」
　そう言うと、月子は弾はじかれたように顔を上げた。
「そ、そんな──だ、だめだよ、お姉さんなのに、たった一人の、お姉さんなのに……」
「そうだよな」
　苦笑しながら十郎は月子の頭に手をぽんと載のせた。
「……お前、最初に会ったときより少し背が伸のびたな」
「え、た、多分、何センチか」
　話題の転てん換かんに当とう惑わくしたように月子は肯いた。
「大きくなって、大人になって、やがて身長の伸びが止まって、皺しわが増えて、白しら髪がになって、腰こしが曲がって、そして墓に入るまで──お前が一花に約束した、これから死ぬまでの時間ってのは、そういうことだ」
　その間ずっとこの少女は戦い続けなければならない。
　広く顔の知れた有名人になったことで、一花のように陰で政府に利用される危険性はなくなったかもしれない。しかし代わりに待っているのは、より過酷な人生だ。
「もう一度訊きく。それでいいのか？　決心は変わらないか？」
「──うん」
　小さな声だったが、月子ははっきりと言った。
「変わらないよ、絶対に」
「なら──」
　十郎は淡たん々たんと宣言した。
「俺のこれから死ぬまでの時間は、全部お前にくれてやる」
「え──？」
　月子はきょとんとした。
「俺はお前と一緒に歩き、一緒に戦う。お前を護り、辛いことを全部引き受け、お前の帰る場所になる。代わりにお前は、その間ずっと俺にあのバカのことを思い出させ続けろ。頑張ってひとときも忘れさせるな」
　驚いた表情のまま十郎の顔をじっと見て──やがて、月子はくすくすと笑い出した。
「先生って、ときどき私をものすごくダメ人間にするね」
　そして、ぎゅっと十郎のシャツを握にぎり、額を胸に押し当あてる。
「……じゃあ今、少しだけ甘えさせて」
　十郎は無言でそっと抱きしめる。
　やがて月子の口から、小さな嗚お咽えつの声が漏れ響いた。


＊　＊　＊


「お待たせして申し訳ありませんでした」
　月子は車の中で待っていた祖父にそう謝あやまった。
「育成校の先生が様子を見に来てくださったので、お話ししていたのですが、少々長引いてしまいまして」
「いや、かまわんかまわん。まだ時間には余裕があるでな。──幸こう崎ざき、出してくれ」
　はい、と無機質な声で答え、運転席の女性は車をスタートさせた。
　この後は雑誌の取材の予定が入っている。それが終われば祖父に連れられ、あちこちに挨あい拶さつ回りだ。
　伊蔵はこのところずっと上じよ機うき嫌げんだった。
　一花の件は無事に片が付き、さらに月子の人気のおかげで支持基き盤ばんがより強固になったということだった。献けん金きんがどうの、次の選挙がどうのという話を嬉うれしそうにしているのを見かける。打つ手打つ手が奏功し、笑いが止まらないというところだろうか。
　駐ちゆう車しや場じようの出口に、月子を一目見ようと老ろう若にや男くな女んによの人だかりが出来ていた。小さく手を振ってみせると、わっと歓かん声せいが上がる。ちょっとしたアイドル扱いだ。
「民主主義国家において数は力だよ、月子」
　伊蔵は言い、そして笑った。
「まあ、お前にはまだ、ちょっと難しいかな。つまりは味方の数を増やすのは、とても大事だということだ」
　確かに、声を上げて応援してくれる人は、多ければ多いほど自分たちの力となる。
　いつかこの声せい援えんが、自分だけでなく魔法士全てに向けられるものになりますように──月子は心からそう願う。
「あの声の一つ一つがわしらの味方となる可能性を秘ひめておる。覚えておきなさい」
「はい」
　月子は肯いた。


　そう。いつの日か、私たちの味方に。
[image: 画像]
エピローグ２　結末と清算と




「やあやあ、おかえり。久しぶりじゃないかね」
　ＰＭプロジエクト・マクスウエル社の本社ビル最上階の社長室。マクスウェルはにこやかに氷ひ見み谷やを出で迎むかえた。
「心配してたんだよ。一いち花かの件の顛てん末まつはアデルから報告を受けてたんだけど、君の消息が不明になっちゃったもんでね。何をしてたんだ？」
「最後に思い切り特別対策局と揉もめちゃいましたからね。怪我治してほとぼりが冷めるまで逃げ回まわってたんですよ。まったく我ながら間ま抜ぬけな役回り演じたもんです。一花さんの死に目にも会えないなんてね」
　氷見谷も笑顔で返す。
「とりあえず、掛けてくれ」
　マクスウェルはソファーを示すと、自分も向かいに腰を下ろした。
「まあ、とにもかくにもご苦労だった。君はよくやってくれたよ──と言いたいところなんだが……」
　表情が微笑から苦笑へと変わる。
「残念ながら今回の仕事、合格点とは言い難いなあ」
「…………」
　氷見谷は無言。
「最高級の食材を用意し、期待して期待して期待しながら調理させたのに、できた料理は惨さん憺たんたるものだった、みたいな落らく胆たんを味わったね、私は。彼女はここ数年で最高のメインディッシュになる予定だったというのに」
「料理人としては自分の不ふ甲が斐いなさを反省する以外にありませんねえ。やはりもっと派手なのを期待しておられたんで？」
「当然だよ。日本を壊かい滅めつ状態にしてもらっても、一向に構わなかった。彼女にはそれだけの個の力があったんだから。こう、ロマン溢あふれる、面おも白しろいものが見られるかなと思っていたんだがなあ」
「──最初からそれが目的で、あんたは一花さんを壊こわしたんですか？」
「とんでもない！　何を言っとるんだね」
　マクスウェルは心外だというように両手を大きく広げた。
「そこまで干かん渉しようしては風ふ情ぜいも何もあったもんじゃあない。私は壊してなどいないよ。ただ彼女に壊れ方かたを教えてやっただけだ」
「…………」
「罪悪感と自罰意識を利用し、進むべき方向を暗示してやれば事足りたよ。何かを行うとき、痛みが強ければ強いほどそれが彼女にとって大きな意味を持つように──いや、そう錯さつ覚かくするように導いた。あとはひとりでに破は滅めつに向かって走り始めるというわけだ。ま、今回は途とち中ゆうで誰だれかさんに止められてしまったみたいだがね」
　氷見谷はぴくりと体を震わせた。マクスウェルは気付かなかったかのように続ける。
「ビジネスの世界では、失敗は失敗として切り捨てて忘れ、新しく一からやり直すということも大切なんだ。損を取り返そうと躍やつ起きになって、さらに大やけどを負うなんてケースがままあるものでな。残念ながら椎しい葉ば一花はそういう思考ができない人間だった。だからこそ、煽あおりやすかったとも言えるがね」
「なるほど」
　氷見谷は深く肯き、そして笑った。
「なるほどね。ためになるお話をありがとう、社長。俺も一つ言っておこう。あの人は俺や他の誰かが止めたんじゃない。自分で気付いて、自分で立ち止まったんだ。俺はそう信じてる。──あんたみたいなくそったれは、もっと早いうちに殺しておくべきだった」
　言い終えると同時に《霜そう刃じん》の魔法回路を組み上げ、起動。
　目の前の男を一刀両断にする。
　──した、はずだった。
「気の短い奴やつだな」
「…………！」
　氷見谷は信じられないという顔で、目の前の光景を見た。
　魔法により具現化された刀は──《障しよ壁うへき》によりマクスウェルの眼前一センチで停止していた。
　並の人間では反応すらできない、相当な腕うでの魔法士でも《障しよ壁うへき》ごと切きり裂さかれているだろう。そんな斬撃を、この初老の男は笑顔のまま受け止めた。
「私は観客という立場が好きなのだが……まあ、たまには観客参加型のアトラクションも悪くないか」
「てめえ、魔法士……」
「私は君たちに新たな身分を与え、国家に登録された魔法士であるという事実を隠いん蔽ぺいしてきた。──私自身もその対象であるという可能性に思い至らなかったのは、少々迂う闊かつすぎはしないかね？　葛かつ城らぎ功こう哉や君」
　氷見谷の《霜そう刃じん》が、《障しよ壁うへき》に押し負け、弾かれる。
　気け圧おされた氷見谷が大きく飛び退すさる。だが、接近戦を身しん上じようとする彼にとって、これは致ち命めい的てきな失策だった。
「君はまずまず優ゆう秀しゆうな社員だったが、ここでクビだな。永遠にさようなら」
　マクスウェルの笑えみが深くなる。その瞬間──
「社長、危ない！」
　声とともに、飛び込んできた小こ柄がらな影かげが氷見谷に蹴けりを叩たたき込む。
　氷見谷は驚きに目を見開いたまま窓に激げき突とつ、そのままガラスを突き破やぶり、ビルの外へ落下していった。
「駆けつけるのが遅おくれて申し訳ありません。乱心して社長を襲おそうなんて、ああ、何て恩知らずで無む鉄てつ砲ぽうな男なのでしょう」
　眉を寄せて窓の大穴を見ていたマクスウェルは、ゆっくりと少女に視線を移した。
「──庇かばったつもりかね？」
「はい、社長をお護りするのも私の役目の一つですから」
　平然と、おそらくは意図的に誤解してアデルは答えた。
　マクスウェルは無言で観察する。内心の窺えない彼女の微笑は、わずかの変化も見せない。
「……椎葉一花の件、期待外れだったよ。弟を利用して事態を面白くするのも良いとは思っていたが、彼と氷見谷を引き合わせ一花の暴走を止めさせろ、などと命令した覚えはないのだがね」
「私の考えが至りませんでしたわね。ご期待に添そえず、大変申し訳ございません」
「感情のない殺人人形だと思っていたが、君にも誰かに肩かた入いれしたくなるようなことがあるのかね？　アデル・クァン。今落ちていった馬ば鹿か者ものの愚ぐち直よく極きわまりない心根に、何か感じるものでもあったかな？」
「はて、何のことでしょう？」
　アデルは可愛かわいらしく首を傾かしげた。
「蒙もう昧まいなる一社員といたしましては、お言葉の意味を測りかねますわ」
　二人の視線が交差し、緊きん張ちようを孕はらんだ沈黙が降りる。
　先に折れたのはマクスウェルだった。小さく息を吐いて、肩をすくめる。
「ま、いいさ。生きてる限り、新たなお楽しみの機会は無限に現れる。──意味無いと思うが、一応下に氷見谷の死体があるかどうかだけ確かく認にんしておいてくれ。あと業者に窓の修理を依頼」
「承うけたまわりました」
「それから今日のスケジュールだが──」
「あ、そうそう、その件ですが、社長にお目通りを願いたいという方がいらっしゃってまして」
「客かね？」
「ええ」
　アデルは笑顔で肯く。
「以前お話しした、日本の特別対策局員です。社長のお世話になりたいと」
あとがき




「──そうですね、はい……何てったってテロですからね、テロ。やっぱこう、派手に殺すのが良いと思うんですよ、ええ……。はい、じゃあ、そんな感じで殺っちゃいましょうか。もちろん……そうですね。犠牲者多めで。やはり、テロリストは残虐じゃないと。……ええ、はい……はい、了解です。では失礼しまーす」
　電話を切ったらウェイトレスさんと目が合いました。
　一瞬で目を逸らされました。


　どうも、お久しぶりです。たまにファミレスで原稿書いたり、原稿書きながら編集さんからの打ち合わせの電話を受けたりするすえばしです。
　しかし、こういう場合ってどう対応したもんでしょうかね。「あ、あの、違くて、僕はあの、別にテロリストじゃなくて、いや、その、テロのことを考えてるのは間違いないんですけど……」と言い訳してみるか、あるいは苦み走った顔でコーヒーなどを飲みつつ「ふふ、さて何人くらい殺してやるかな」と格好良く呟いてみるか。
　……饒舌な危ない人と寡黙な危ない人、どっちがましかという問題にしかならない気もしますが。
　ちなみに考えているのはテロのことだけじゃないですよ。私の頭の中は二四時間いついかなるときも、魔法とか殺し合いとかいちゃいちゃする小学生女子＆成人男性とかでいっぱいです。そしてたまに考えていることが表情に出たり言葉に出たりします。バトルシーン書いてるときは、奇声をあげながらポーズ取ってみたりもします。
　うさんくさい仕事ですね、小説家って。


　スクランブル・ウィザードの一巻が刊行されたのか去年の七月。つまり、私がこのうさんくさい商売を始めてから、そろそろ丸一年となるわけです。
　思い返せば色々なことがあり──ませんでした。ひたすら書いてボツられて直してまた書いてを繰り返していたような気がします。実際のところ、執筆活動というのは孤独で地道な試行錯誤の繰り返しですし。……んー、必死にやっていたら一年経っていたという感じでしょうか。苦労と努力の分、腕の方も上がっていると良いんですけどね。
　あ、もともと筆の速さに関しては自信がないのですが、この点は今もあまり変わっていないようです。断言できます。……もう少し頑張ろう。


　さて、デビューから一年ということは、私がこの物語を書き始めてから既に二年以上が経過しているということになります。
　この巻にて、投稿者時代、十郎や月子というキャラクターを考えたときに想定していた区切りのところまで辿り着くことができました。「あー、この辺りまで出版できたらいいなあ。つーか、まだ投稿作すら完成してないじゃん。せめて賞も取ってから妄想しろよ俺」とか自分につっこんでいたのを思い出します。
　そして、アマチュア時代の皮算用を懐かしく思い出せるということは、物書きにとってとてもとても幸せなことなのです。
　何とか作家を続けていられるのも、デビュー作のシリーズがここまで来られたのも、読者の皆様のおかげですね。深く深く感謝。
　お話の方はまだ続きます。しばらくお付き合いいただければ幸いです。


　……うん、珍しく作品について書いたな、私。


　さて、本巻にも多くの方々のお力添えを頂きました。
　デビュー以来担当していただいた斉藤様、今まで本当にありがとうございました。新担当の前田様、今後ともよろしくお願いいたします。
　イラストのかぼちゃ様、今回も美しい絵をありがとうございます。
　デザイン、印刷、取次、および書店の皆様、その他出版流通に関わる全ての方々にも厚く御礼申し上げます。


　ではまた５巻にてお会いいたしましょう。


二〇〇九年六月　　　すえばしけん　　
◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆
〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8
㈱ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部
すえばし けん 先生／かぼちゃ 先生
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